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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　蛍ほたる火びのようにちらちらとまたたく明かりを受けて、この前買ったばかりのガントレットが鈍にぶく輝いた。

　ぐっと握っていた拳こぶしを開くと、ガントレットの先端から覗のぞく指に、じゃきっと鋭い爪が伸びる。それがウルフリングであるニコル・コルマクマの最大の武器だった。

「…………」

　ひとつ深呼吸してから走り出し、敵との距離を一気に詰める。天井の高さが充分なことを確認し、わずかに濡ぬれた石造りの床を蹴ってジャンプしたニコルは、相手の頭上を飛び越えざま、両腕の爪を振るった。

「たああああああっ！」

　ニコルの爪が宿敵の身体からだをズタズタに引き裂いた。でも、これで終わりじゃない。このくらいじゃくたばらない相手だということは判わかっている。

　ニコルは着地と同時に振り返り、小こ瓶びんの油を宿敵に振りかけると、両腕のガントレットを激しくこすり合わせた。

「とやああああ！　てやっ！　はぁっ！」

　がちんがちんと何度かやっていると、火花が散って油に燃え移り、あざやかな炎が寸断された宿敵の身体をあっという間に包み込んだ。

「──どっ、どうですか、みなさん!?」

　ニコルは自分の戦いをじっと見守っていた仲間たちに誇らしげにいった。

「やりましたよ！　独力で倒してみせましたよ、この強敵を──」

「強敵って、ただデカいだけのミミズだろ」

　シェーラ・バーコフの言葉は冷ややかだった。

「キーンホルツで調査鑑定士サーベイヤーやるなら、シッピングワームの対処ぐらいできて当然だしなあ。ようやくスタートラインに立ったってトコだろ」

「そ、そんなぁ……」

　シッピングワーム──じめっとした暗い遺跡内部に棲すむこの大ミミズは、危険性という意味ではあまり探索の脅きよう威いにはならないが、とにかくあちこちにひそんでいる上にひたすら気持ちが悪い。よほど寸断しないかぎり斬られても再生するし、キーンホルツに来て以来、ニコルはこの強敵に何度も精神的な重傷を負わされてきた。

　それをニコルがようやくひとりで倒してのけたのだから、きょうは記念すべき日であるはずなのに、チームの仲間たちの反応は薄い。

「よく判らないけどさぁ、そろそろお昼すぎ？　じゃない？　おなか空すいちゃったわ、アタシ」

　全身にぐるぐると包帯を巻いたネフェティ・カーナボンは、はなからニコルの偉業になど興味がないかのように、口もとを押さえてあくび混じりに呟つぶやいた。

「そうね。きょうは最初の鍵開けでけっこう手間取っちゃったし……まあ、それもコルくんの不手際のせい──じゃない、修行のためだから仕方がないけど」

　さらりさらりと黒い毒を吐くゴーダムーラ・ドン・ガンツ──自称ラムは、ネフェティをなだめていて、これもまたニコルの偉業には関心が薄そうだった。

　細切れにされた上に火で焼かれ、次第に動きが鈍っていく大ミミズを見て、クローはニコルの肩に手を置いた。

「いや……よくやったぞ、ニコルくん」

「く、クローさん……！」

　この〝人間嫌いミザントロープ〟のメンツの中では、もっとも他人をほめるということから縁遠そうなクローにほめられ、ニコルは鼻の奥がつんとなるのを感じた。

「オレも今まで懇こん切せつていねいにきみを指導してきた甲か斐いがあったというものだ」

「クローさんに指導してもらった記憶はありませんけど、とにかくありがとうございます！　クローさんだけですよ、ぼくの努力を正当に評価してくれるのは！」

「ああ、評価しているとも。これで今後はヤツの相手をたがいに押しつけ合う必要もなくなるわけだからな。くっくっくっ……」

「ええ!?　なっ、何ですか!?　今ちょっと、さらっと聞き流せなさそうなこといいませんでした!?　や、ヤツの相手ってどういうことですか!?」

　目もとをぬぐおうとしたニコルは、クローの言葉に引っ掛かりを覚えて慌あわてて問いただした。聞きようによっては、今後ニコルたちが遭遇する大ミミズの相手はすべてニコルに押しつけるという、一方的な意志表示のようにも思える。

「──さて、ニコルくんに一定の成長が見られたところで、少し早めだが、きょうはそろそろ上がるとしよう」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　さっきのハナシ、はっきりさせておかないとあとあとぼくが困ったことに──」

「なあ、さっき見つけた石コロどうする？」

「一応？　持ち帰ったほうがいいんじゃない？」

　少女たちはニコルのうったえを無視し、さっさと来た通路を戻っていく。あたりを照らしていた光るスカラベはネフェティが召喚したものなので、当然のように彼女たちといっしょに移動していく。徐々に暗くなっていく通路にひとりたたずむニコルへ、クローが声をかけた。

「──ひとり感動にひたっているところを恐縮だが、ここは明かりがなくなると、シッピングワームが大量に出現するという報告がある。もしひとり残ってその光景を観察したいというなら、オレもしいて止めはしないが」

「ちょ──」

　ニコルは慌てて仲間たちのあとを追いかけた。

「どっ、どういう遺跡ですか、ここは!?　ミミズの養よう殖しよくでもしてるんですか!?」

「さあな。とにかく、リスクレベルが低いわりにほとんどもぐろうという初心者チームがいないのは、明らかにここがきみの好敵手の巣だからだろう。きみの特訓のためでもなければ、オレだってこんなつまらん遺跡にはもぐろうとは思わなかったしな」

「か、勝手に好敵手あつかいしないでください！」

「しかしアレだ、きみの実力が劇的に向上しているのはまぎれもない事実だ」

「そっ、そうですか？　ホントにそう思いますか!?」

　キーンホルツに来てから一か月、ワジール時代なら何度も死んでいるほどの経験を積んで、実はニコルも内心、自分がかなりたくましくなったんじゃないかと思っていたのである。ただ、自分のうぬぼれではなくクローからもそういってもらえると、やっぱり喜びもひとしおだった。

「そうだな……きみにはもっと成長の余地があるはずだ。いろいろと細かなポイントに気をつけるだけで、サーベイヤーとしてのレベルは簡単に上がる」

「どっ、どんな抜け道ですか、それは!?　そんなお手軽な方法があるなら教えてくださいよ！　なっ、何に気をつければいいんです!?」

「そうだな。まずは──人の言葉をほいほいたやすく信じないことだ」

「……え？」

「きみは人のいうことを信じやすい。特に、自分にとって都合のいいハナシはすぐに鵜う呑のみにする。アレだ、罠わなにかかりやすい人間の典型だ。ことが何であれ、いったんは疑ってかかるくらいの用心深さこそが、サーベイヤーにとっては美徳といえる」

「…………」

　もっともらしいクローの言葉を聞いて、ニコルはしばし考え込んだ。

「それじゃ……ぼ、ぼくはクローさんの発言のどれを信じればいいんですか？」

「自分で考えろ」

「そっ、そんな──」

「ちなみに、きみの実力が劇的に向上しているというのはウソだ」

「ええっ!?」

「オレがそういったらきみは疑いもせずに信じるだろうなと思ったら、本当に信じ込んだ。……きみはまず、自分の今の実力がどのくらいのものか、自分でちゃんと判断できるようになる必要がある」

　そういって、クローは肩越しに意地の悪い笑みを投げかけてきた。

　それを見たら急にばつが悪く思えてきて、ニコルは薄闇の中で顔を真まっ赤かにした。





















　ガチャガチャと耳障りな音のする大きな袋をかつぎ直し、ニコルは汗をぬぐう代わりにでろんと舌を垂らした。袋の中身はさっきの遺跡で発見した、何か金属が含まれていそうな石である。どれほどの価値になるのかは判わからないけど、きょうの冒険で換金できそうなものはこれしかなかった。

「──そういえばニコルくん」

　一行の先頭を行くクローが、歩くペースを落とすでもなく、こともなげにいった。遺跡にひともぐりしてきた直後とは思えない足取りである。でも、それはニコル以外の全員がそうだった。

「きみがここに来てどれくらいになるかな？」

「えーと……だいたいひと月くらいです」

「そうか。もうそんなにたつか」

　その言葉の裏に、「ひと月たつのにたいした進歩の見られない四脚歩行野郎だな」というさげすみが隠されているような気がして、ニコルは首をすくめた。

「どうしたの、コルくん？」

　ニコルの後ろを歩いていたラムが、ニコルの様子に気づいて首をかしげた。

「い、いえ、別に──」

「そんなの決まってるじゃない。そこまで実力が向上してるわけじゃないってクローにいわれて、それでへこんでるのよね。でしょ？　ニコルちゃん？」

「う」

　チームの中ではもっとも個人主義的というか、何があっても我関せずといったスタンスを取りがちのネフェティは、けれどもその一方、人の胸中の変化や隠しごとなんかを鋭く見抜く独特の目を持っていた。こんなに鋭敏な勘を持っているのに、どうしてうっかりミスなんかで恐ろしい太古の呪いにかかってしまったのか、まったくもって理解に苦しむ。

「そう落ち込むなよ、小僧」

「うぐすっ」

　大量の石コロをニコルと分け合って運んでいたシェーラが、軽くニコルの尻しりに蹴りを入れた。もっとも、シェーラにとっての軽い蹴りは、ニコルにとってはかなり痛い。ニコルは恨みがましい涙目でシェーラを振り返った。

「ぼっ、ぼくにはこの、理不尽な暴力について、探索人事課に──」

「おめえの告発芸はともかくとしてよ」

「げっ、芸って何ですか!?　弱者の正当な権利を、そっ、そんな、隠し芸みたいにいわないでください！」

「何いってんだ、何の芸もねえよりは一芸でもあるほうがいいだろ？」

「そういうことじゃなくて──」

「何にしろよ、わたしはおめえがちゃんと地力をつけてるって認めてるぜ」

「えっ？　ほ、本当ですか!?」

「そりゃあおめえ、クロ公の尺度で測りゃまだまだだけど、ふつうに考えたらなかなかのもんだと思うぜ？」

　シェーラの言葉に、でも、ニコルははっと眉をひそめた。前方に視線を転じれば、クローが「くっくっくっ……」とこっちを振り返って低い声で笑っている。ニコルは声をひそめ、シェーラに聞き返した。

「そ、それってホントですか？　これもクローさんのいう、簡単に人の話を信じちゃいけない例として、ぼくをだまそうとしてるんじゃ──」

「人間として大切な何かが欠けてるあいつとわたしをいっしょにするんじゃねえよ。わたしは何かとすぐに手が出るタイプだけどよ、ウソはつかねえだろ？」

　このチームの中では、確かにシェーラが一番荒っぽくて、すぐにローキックやパンチが飛んでくるけど、でも、性根でいうならむしろシェーラが一番まっすぐだった。ニコルが一番面倒を見てもらっているのも、何のかんのいってシェーラなのである。

　逆にクローは、ニコルに手を出さない代わりにちょっと突き放して見ているようなところがある。それに、あらゆることに対して韜とう晦かいする癖くせがあるというか、とにかくその発言のどこまでが真実なのかまるで摑つかめない。たぶん、ニコルよりつき合いの長いシェーラたちにとっても、クローはいろいろと理解しがたい部分があるはずだった。

「シェーラってさ？　もう完全にニコルちゃんのこと、自分の弟か何かだと思ってなくなくない？」

「うるせえ」

　からかうようにネフェティがいうと、シェーラは彼女にも回し蹴りを放ったけど、それはあっさりかわされて空を切った。

　さわやかな緑に色づいた木陰の下、少女たちの明るい声が風に乗って流れていく。疲労の中にも何ともいえない充足感を覚えて、ニコルは軽い溜ため息いきとともに視線を転じた。

「──そういえば、いつになったら終わるんですかね、あの工事？」

「あん？　ああ、そりゃあアイツが片づくまで終わらねえだろ？」

「だから、それがいつになるか？　ってことをいいたいんでしょ、ニコルちゃんは？」

「あの様子だと、一年や二年で終わるとも思えないがな」

　木々の梢こずえの合間から覗のぞく巨大な石の猛獣の骸むくろを見やり、クローは冷ややかに唇をゆがめた。

　あの〝破滅の獣ブラムワール〟が大地を割って出現し、あの場所で動きを止めてから、もうひと月になる。王都からやってきた王国軍は、キーンホルツ警察とともにブラムワールの周辺一帯を立ち入り禁止にして、あの巨体の解体に取りかかったけど、その進展は決してはかばかしいとはいえなかった。

　軍の腕うで利ききたちの魔導をもってすれば、いかにあれが巨大とはいえ、破壊するだけならたやすいだろう。ただ、どうやら中央政府は、ブラムワールをパーツごとに分解し、王都に運ばせようとしているらしい。

「──あの尋じん常じようじゃないデカさに加えて、運搬後の組み立てを前提とした解体作業だからな。思うようにはかどらないのも当たり前だろう」

　遅々として進まない解体作業について、クローがそう見立てる。

「あんなものを都に運んでどうするのかしら？　どこかに飾るとか？」

「違いますよ。あれはいってみれば古代魔導文明の大いなる遺産ですからね。あれを動かす仕組みが解明できれば、我が国の産業は飛躍的に発展するはずです。その研究のために、王都に運ぼうとしてるんですよ」

　ラムの疑問にニコルがすかさず答えると、クローがふたたびニコルを振り返ってにやっと意地悪そうに笑った。

「父親の受け売りによる解説ありがとう、ニコルくん」

「うっ、受け売りって何ですか!?　それじゃまるでぼくが、ちっ、父の意見をさも自分の意見であるかのように述べたみたいじゃないですかっ！」

「違うのか？」

「う……そ、それは──」

　ニコルは言葉に詰まった。実際、さっきニコルがラムにいったのは、少し前にニコルが父から聞いた話の受け売りだったからである。

「あーあ、こりゃあ告発だな」

「たとえ親子の間柄とはいえ、人の意見を横取りしたら泥棒みたいなものよね」

「告発？　しかなくない？」

「ちょうどいい、この機会に、みんなでニコルくんから告発状の書き方でも学ぶとしよう。おれたちが彼から教わるようなことなんぞこれくらいだろうし」

　まるで最初から打ち合わせていたかのような四人の一連のセリフに、ニコルは拳こぶしを震わせてわめいた。

「なっ、何ですか、それは!?　あ、あぁっ、あら、新手の嫌がらせですかあ!?　新人イジメですか!?」

「哀かなしいな、ニコルくん。おれたちの純粋な向学心を捕まえて、そんなつまらん邪推をするとは……」

「ド田舎いなかで育った純じゆん朴ぼくな少年が、大都市の毒にあっという間に冒されちゃったのね」

「どっ、ド田舎って何ですか!?　ぼかぁこれでもゴルトハウゼン生まれですよ！　あ、あちこち転々としてきたせいで、王都ですごした時期は異様に短いけど……」

　そこでニコルはふたたびブラムワールの骸を見やった。

　もし万一、あの遺物の研究のために、また父が王都へ戻るなんてことになったら、ニコルはどうすればいいのか──これまでなら、迷うことなく父の赴任先についていった。父の仕事があるところ、すなわち遺跡があり、ニコルの職場もあったからである。

　しかし、王都には埋まい文ぶん局きよくはあってもろくな遺跡がない。なら、自分だけここに残ってひとり暮らしをするか──少し前なら夢にも思わなかったようなことを考えている自分に気づき、ニコルはひとり照れたように頭をかいた。

「ま、冗談はさて置いてよ」

　キーンホルツの城門をくぐり、ようやく支局まで戻ってきたところで、シェーラがニコルの尻をぽんと叩たたいた。

「──おめえはまだまだ一人前にゃほど遠いレベルなんだ。そこんとこを自覚して、何ごとも謙虚にやれや」

「それは……はぁ」

　ニコルとシェーラは同い年だけど、このキーンホルツですでにそれなりのキャリアを積んでいる彼女にそういわれてしまうと、ただおとなしくうなずくしかできない。

「おい、クロ公。わたしはニコ坊といっしょにこの石コロを技研に出してくる。探索課への報告はおめえらに任せたぜ」

「ああ」

「先に用事がすんだほうが食堂の席を確保な。……行くぞ、小僧」

「あ、はい！」

　埋文局のキーンホルツ支局は、大おお雑ざつ把ぱにいえば、中央棟と東西ふたつの棟からなっている。そのうちの西棟は、まるまる全部が技術研究部の各課と、それに関連する倉庫や資料室によって占められていて、別名を研究棟といわれていた。

「──やあ」

　西棟へとやってきたニコルたちに気づいて、研究室からナジャ・ジャランジーラが出てきた。

「きみがここへ来るとは珍しいね、バーコフくん」

「よう、セクハラ博士」

　不敵な笑みでシェーラがあいさつするのを聞いて、ニコルは疑惑のまなざしでナジャを見やった。

「あの、博士……もしかしてシェーラさんみたいな、その、外見がつるっとしたというか、幼女っぽい調査鑑定士サーベイヤーにまで、い、いつもの度を超したスキンシップをやらかしてるんですか？」

「コルマクマくん、きみはお父上を見習って、いったん偏見という眼鏡めがねをはずしたほうがいい。女性の美とは、年齢とは関係ないものなんだよ。幼女には幼女の、熟女には熟女の美しさというものがある」

「はぁ……」

　そんなことを堂々と主張されても、ニコルとしては素直にうなずけない。ナジャも自分の考えが万人には理解しがたいものという自覚があるのか、小さく咳せき払ばらいをして、いまさらのようにつけ足した。

「わたしがこんなことをいうと、きみはわたしのことを、やはりバーコフくんにぺたぺた触りまくっていたのかと思うかもしれないけど、実際にはそうではないんだよ」

「え？」

「いや、ガンツくんと違ってバーコフくんは荒っぽいからね。うっかり手を出すと、即座にわたしの尻尾しつぽが引きちぎられかねない」

「それ以前に尻なんか撫なでさせねえけどな。わたしはラム公ほどトロくねえし」

「ところできょうの手て土産みやげは何かな？」

「よく判らねえ石コロだ。けどまあ、クロ公の見立てじゃ何か金属が混じってるみてえだし、そこそこ価値はあるのかもしれねえ」

「なるほど。ならば念入りに調べてみよう」

　ニコルとシェーラが積み上げた石を手に取り、ためつすがめつしていたナジャは、ふと何かを思い出したようにモノクルをはずした。

「──そういえばバーコフくん、きみはもう聞いているかな？」

「何をだ？」

「〝神秘の瞳エイ・ミステイク〟が戻ってくるらしいよ。新任の市長の護衛がてらにね」

「────」

　その時、ニコルは初めて、シェーラが目を見開いて絶句する姿を見たのだった。





　　　　　






　その日、キーンホルツ支局を表敬訪問したのは、この街へ赴任してきたばかりの新市長、ドロイトン・ガング・ボンゴだった。出迎えた支局側は、支局長マルタ・リンデンブロッホをはじめ、職務で手が離せない者を除いた次長クラス以上の職員全員──本来なら支局長が市庁舎へおもむくところをあちらから来たということで、最大限の歓迎の意を表した形である。

　ところが、ハウンドリングの秘書を連れてやってきた新市長は、開口一番、現在のキーンホルツの財政バランスの悪さについてうったえた。

「──前市長が心労で倒れたのもむべなるかな、この街はあまりに遺跡の存在に頼りすぎているのです！」

「は、ぁ……」

　キーンホルツ支局長マルタは、左右の席に座ったナジャとブラティカをちらりと一いち瞥べつし、曖あい昧まいにうなずいた。争いごとを嫌うマルタにとって、こういう主張の激しいタイプはもっとも苦手とするところだろう。

　何と応じていいか困惑しているマルタに代わり、ナジャが口を開いた。

「市長……そちらのお考えは判りますが、それを我が支局におっしゃられても」

「そうですわ。もともとこのキーンホルツは、遺跡の発掘と調査を大々的に進めるために国が興おこした街ですし、街の経済が遺跡に依存しているのは当たり前です。漁業や海運業に依存しない港街なんかありえます？」

　言葉を選ばないブラティカが、ドロイトンの主張に真っ向から反論した。

「──だいたい、前の市長さんがお辞めになったのは、あのデカいのが現れた時の第一報を聞いて、驚きのあまりベッドから転げ落ちて腰をお悪くされたからでしょう？　ずいぶんとお年でしたし──」

「そっ、それはまあともかく！　とーもーかーくー！」

　背の低いドロイトンは、大きくテーブルに身を乗り出してわめいた。

「遺跡から出土する骨こつ董とう品ひんや貴金属は、いずれ底を尽くではないですか！　さすればサーベイヤーたちもこの街を離れていき、彼らを顧客としたサービス産業も破は綻たんする！　その時になってから慌あわてても遅いのですぞ!?」

「……何いってるのかしら、この小男？　その時はいさぎよくこの街を捨てればいいだけじゃない」

　マルタの背中に隠れるようにして、ブラティカがそっとナジャにささやく。ナジャはじろりとブラティカを睨にらみつけて不用意な発言をたしなめると、会計課から借りてきた資料に視線を落とした。

「市も支局も、予算的にはここ数十年にわたって黒字を計上していますし、ここの遺跡は、発見されているものだけでもまだ半分も踏破されておりません。市長のおっしゃるその時というのは、まだ数世紀先のことになるのではないかと思いますが」

「であるからこそ、今のうちにあらたな施策をこころみようというのです！　名づけてキーンホルツ新生一○○年計画！　支局のみなさんには、ぜひともこの計画にご協力いただきたい！　小生、この計画にすべてを賭かけておるのです！」

「…………」

　どうやらこのドワーフとノームのハーフは、最初からこの計画とやらについて一席ぶつために、街へ到着するなりここへ乗り込んできたらしい。その意気込みは見事というべきかもしれないが、やられるほうはいい迷惑だった。

「ささ、アギレッチェくん、みなさんに資料をお渡しして」

「は～い」

　脳天に花が一輪咲いていそうな秘書が、支局側の出席者たちの前に資料の束を配っていく。ナジャは素早くその中身に目を通し、マルタを見やった。

「────」

　資料を一読したマルタは、静かな溜息をもらして弱々しくかぶりを振っている。できることならナジャも、ことさら大おお袈げ裟さに肩をすくめ、「やれやれです」くらいはいいたい気分だった。

「市長」

　小さく咳払いをして、マルタが切り出した。

「──ざっと拝見したところ、たいへん興味深いお話のようですし、こちらで精査してからあらためて返答させていただきたいのですが」

「そうですか！　いやいや、そういっていただけるとありがたい！　市政改革には支局のかたがたの協力が必要ですからな。今後ともよろしくお願いいたしますぞ！　むふ、むほほほほ！」

　黒々とした顎あご髭ひげを撫でつけ、ドロイトンは満足げな笑いと秘書を引き連れて会議室を出ていく。

「支局長！」

　席を立って飛ぶようにマルタのところにやってきたのは、広報課長のバーバラ・シェトリックだった。

「ワタクシ、市長さんをお見送りしてまいります！」

「は、はあ……」

「支局長！　今回のお話、とてもいいと思いますわ！　ぜひとも全面協力してこの街を盛り上げてまいりましょ！　ねっ？　ねっ？」

「…………」

　この街出身で支局でも古株のバーバラは、派手で声の大きな中年のヒューマンだが、非常にやり手の広報課長でもある。バーバラの押しの強さにはマルタもたじたじになることがあるが、彼女が有能であることに異論はない。

　バーバラ以下、ぞろぞろと各部の職員たちが職場に戻っていくのを見送り、ブラティカはナジャにいった。

「バーバラさん、何だかすごく気合入ってるわねえ？　何かあったのかしら？」

「あの人は先祖代々この街の人間だから、市長の計画に共感するところがあるんだろうね。──ただ、これまでは彼女のアイデアが支局のプラスになってきたけれど、今度はどうかな？」

　会計課にいた頃は、遺跡から発見される魔導具の売却益の取り分について本局とかけ合い、支局予算額のアップに貢献してくれたし、つい先日も、警備部と組んでサーベイヤーたちの綱こう紀き引き締めキャンペーンを展開、支局のイメージアップに成功した。なかなかのアイデアマンであり、何より行動力にあふれる女性である。

　ナジャは長々と嘆たん息そくし、マルタにいった。

「……どうします、支局長？　あの市長の改革案とやらは、かなり危険をともなうものになりそうですが」

「やる気はあるようだけど、確かにその方向性が問題ね……」

　ドロイトンの新生一○○年計画というのは、単純にいえば、このキーンホルツに無数にある遺跡を観光資源として有効活用するということだった。

　もちろん、すでにいくつかの遺跡は調査も測量も完了し、危険な要素を排除した上で観光スポットとして開放されている。が、観光産業を財政の柱に据えようとするドロイトンの計画は、さらにアグレッシブなものだった。

「完全に調査の終わってない遺跡に、サーベイヤーをガイドとしてつけて観光客をもぐらせる……まあ、スリルはあるかもしれないけど、さすがに危険よねぇ。勘違いした観光客が殺到しそうだわ」

　ハーブの香りの立つキセルをくわえ、ブラティカは苦笑した。しかし、ナジャはこの友人ほど気楽に構えてはいられない。

「サーベイヤーに仕事を割り振る必要性がある以上、彼らを統括する我々の許可なく進められる計画ではありませんし、このまま突っぱねることも可能です。バーバラさんが何をいい出すかは判りませんが……ただ、だからといって、新市長と真っ向から衝突するというのも、いささか考えものです」

「ナジャさんのいうことももっともね。……なら、しばらくはのらりくらりとかわすことにしましょう。放っておいても市長さんのご機嫌はバーバラさんが取ってくれそうですし」

　マルタは小さくうなずいて立ち上がった。

「その間に、資料課のみなさんにお願いして、このあたりの遺跡で想定しうるリスクと……あとはプロであるサーベイヤーたちの生還率なんかをまとめてもらえないかしら？　要するに、市長さんにこの計画をあきらめてもらえるような資料を」

「判りました。──ブラティカ、きみも手伝うんだよ？」

「余計なことしてくれる小男なんだから……まさか〝Ｖ機関〟のエージェントじゃないわよねえ？　わたしたちの邪魔をするために派遣されたとか？」

「それはないだろうけど……やりにくくなりそうだね、これから何かと」

　眼鏡のレンズを拭ふいてかけ直し、ナジャはまた溜息をついた。





　　　　　






「──新市長？」

　大きなあくびを嚙かみ殺ころし、ぼりぼりと頭をかいていたニコルは、ハンモックに横たわるクローを見上げて聞き返した。

「その市長さんが、シェーラさんのご兄弟だっていうんですか？」

「きみは人の話をちゃんと聞いているのか？　鼻も利かない上に耳まで悪いとは、ならばいったいきみの長所は何なのか聞きたいものだが」

　ちびりちびりとジョッキでエールを飲みながら、クローは淡々といった。ニコルを一瞥したそのまなざしは、まるで道ばたのゴミでも見るかのように冷たい。

　ニコルは慌てて表情を引き締め、あぐらをかいた上にかかえ込んだ鉄の小箱に視線を戻した。

「ちっ、違いますよ！　今のはその……あっ、あくびをすると、鼓こ膜まくがどうとかこうとかで、一時的に周囲の音が聞き取りにくくなるという──」

「咄とつ嗟さに出てきた弁明のわりにはそれらしく聞こえる。……認めよう」

「み、認めるとかいいですから！」

　きょうは週に一度の休日である。疲れを残していては探索に支障が出るというすこぶるマトモな理由から、変わり者揃ぞろいの〝人間嫌いミザントロープ〟のメンバーたちも、きちんと定期的に休養するのである。

　が、メンバーの中でひとりだけ経験の浅いニコルは、休日返上でクローの自宅──支局の中庭にしつらえられたツリーハウスを訪ねて、こうして錠前はずしの特訓をしているのだった。

　ウッドデッキに座り込み、細長い針を何本も使って、ニコルは錠前をはずそうとしている。クローがいうには、ニコル以外のメンバーは──あのおっとりしているラムでさえ──みんなこの箱の錠前を一分とかけずに開けられるのだという。

　その錠前に、かれこれ一○分以上も悪戦苦闘しているニコルに、クローがいった。

「シェーラはアレでも正真正銘のエルフだが、新任の市長はドワーフとノームのハーフらしい。シェーラとの共通点は背が低いということくらいだろう」

「じゃあ、ご兄弟っていうのは？」

「新市長をここまで護衛してきた〝神秘の瞳〟の連中がそうだ」

「それってつまり──ご兄弟もサーベイヤーだってことですか？」

「チームリーダーとサブリーダーがな。オレほどではないにしろ、なかなか腕の立つサーベイヤーだ」

　自分は特別だからな！　と躊ちゆう躇ちよなく自画自賛ができて、なおかつ実際にそれだけの実力を持つクローがそこまでいうのなら、シェーラの兄弟というのはなかなかに優秀なんだろう。

「──けど、そんなチームがいたなんて初耳ですよ」

「ここ一年近く、キーンホルツを留守にしていたからな。ブルームヘルトで見つかった遺跡群の初期調査のために、アレだ、一時的に向こうへ転籍していたんだが」

　クローはウッドデッキの手て摺すりの上に置かれた砂時計をひっくり返した。砂が落ち切るまで五分──それをもう三回もひっくり返しているから、ニコルのチャレンジも、すでに一五分を突破したことになる。

「その遺跡群がどれもたいしたレベルじゃないと判明して、こっちへ戻ってくることになったと聞いた。新市長の一行に護衛役としてついてたのは、まあ、ついでのようなものだろう。単に行き先が同じキーンホルツだっただけで」

「へえ……」

　日光にかざしたり耳を押し当てたり、あらゆる手を使って箱を開けようと努力しながら、ニコルはクローに尋たずねた。

「……それじゃシェーラさんは、もともとお兄さんたちと同じチームにいたんですか？　あれ？　じゃあどうしていっしょにブルームヘルトに行かなかったんです？」

「そもそもシェーラは、兄貴たちとチームを組んだことはないはずだ」

　エールのジョッキを空からにしたクローは、ハンモックを降りて首をこきっと鳴らした。

「……きみはアレだ、きのうシェーラの様子がおかしいと気づいたんだろう？」

「あ、はい」

　ニコルは針を動かす手を止め、きのうの技研でのことを思い返した。

「その……〝神秘の瞳〟が戻ってくるって話をナジャ博士から聞かされたとたんに、シェーラさん、むっつり押し黙っちゃって──ほら、そのまま食事もしないで寮に戻っちゃったでしょ？」

「そうだな」

「それで、そのチームのことが気になったもので……」

「そこでシェーラを追いかけて本人に問いたださなかったのは賢明な判断だ」

　クローはジョッキと砂時計を持ってツリーハウスに引っ込むと、いつも使っている一対のショートソードを持って出てきた。もはやニコルのタイムを測るまでもないという無言の主張に、内心がっくりしながらも、ニコルは気を取り直してあらためて作業にかかった。

「詳しい話はオレも知らないし、さして興味もないが、シェーラはその兄弟たちとあまり折り合いがよくないらしいな」

「仲が悪いって……何だか意外ですね」

　この世界に生きる人間たちの中でも、どちらかといえばエルフは絶対数が少ない。そのせいか、エルフはおおむね同族意識が強く、たとえ血のつながっていない初対面同士でも、たがいに助け合える良好な関係を築くことができると聞いたことがある。

　だから、他人どころか血を分けた兄弟と仲が悪いというのは、エルフとしてはわりと珍しいんじゃないだろうか。

　緑の下生えの上で抜き身の剣をまるで自在にあやつり、クローは鼻を鳴らした。

「──そういうことだから、きみもアレだ、うっかりデリカシーのない発言をしないように気をつけることだな」

「そこはもう大丈夫ですよ！　──それにしてもこのチームは、ホント、周りとうまくつき合っていけない人たちの集まりなんですねえ。同じ種族はおろか、身内とも反そりが合わないなんて……」

「それをきみがいうか、ニコルくん？　ウルフリングの落ちこぼれのきみが？」

「おっ、落ちこぼれじゃないですよ！　ぼくだってねえ、同族と会えば、にこやかにハグしてたがいの匂いを嗅かぎ合うくらいの人間関係は構築できます！」

「まったくうらやましくない人間関係だな」

　クローが両手で投じた二本のショートソードが、五メートルほど飛んでいったところで不意に軌道を変え、彼の手もとへと戻っていく。双剣の使い手であるクローは、剣の柄つか頭がしらにワイヤーをくくりつけ、まるで鞭むちのようにあつかうこともできるのだ。

「──クロさ～ん！」

　投げては戻し戻しては投げ、さながら曲芸のような剣さばきを繰り返していたクローは、聞こえてきた少女の声に手を止めた。

「混み合う前に食堂でお昼食べない～？」

　女子寮のほうからラムとネフェティが並んで歩いてくる。その少し後ろからついてくるシェーラは、ひとりそっぽを向いていて、やはり何となく機嫌が悪そうだった。

　念を押すかのようにニコルを一瞥し、クローはショートソードを腰の鞘さやに納めた。

「昼食返上でまだ続けるか？」

「ぼ、ぼくも行きます！」

　正直、今のニコルの楽しみなんて食事以外にないといっていい。空腹では作業の効率も落ちるだけだし、ニコルは鍵開けの道具を腰のアイテムパックの中にしまい込むと、クローといっしょに女性陣に合流した。

「ニコルちゃん、アナタ……まだあの箱を開けられない？　とか、冗談にもほどがなくない？」

　午前中いっぱいニコルが何をしていたのか察したネフェティが、どこか哀あわれむようなまなざしで少年を見つめる。

「ちょっとレベルの高い遺跡に行くと、扉にかかってる鍵はみんなアレくらい？　なのよ。もしひとりで閉じ込められでもしたら、脱出できずに餓が死ししちゃうじゃない」

「ひ、引き続き努力します……」

　首をすくめ、ニコルはそっとシェーラの様子を窺うかがった。

　いつもならここで、「仕方ねえな、わたしが特訓につき合ってやるか」くらいのことをいうはずのシェーラは、やっぱりみんなから少し遅れて、何ごとか思い詰めたような表情でついてくる。明らかにシェーラらしくない。

　ニコルはそっと背伸びをし、ネフェティに耳打ちした。

「……シェーラさん、様子がヘンですよね？」

「あからさまよねえ」

「やっぱりその……お兄さんたちとの、アレですか？」

「気になるわけ？　なら聞いてみたら、本人に？」

「きっ、聞けないですよ、そんなこと！」

　ニコルはふたたび首をすくめ、小走りに支局のロビーへ駆け込んだ。

　ニコルたちが休みでも、ほかのチームはきょうも活動している。静かなざわめきに支配されたロビーを抜け、ランチにはまだ少し早い時間帯の食堂へやってきたニコルたちは、一同打ち揃って黒板に記されたメニューに見入った。

「えーと、きょうのおすすめは……お！　イノシシ肉のカツレツがありますよ！」

「確かきのう、三○号？　だか四○号遺跡のそばで、アイアンバックの仔こが退治されたっていうから、きっとそれじゃなぁい？」

「じゃあそれください！」

「わたしは……チキンのトマト煮込みとチーズマカロニかな？」

「あー、アタシもそれにしよっと」

「いいんですか、ネフェティさん？　うっかりトマトソースをこぼして包帯に染みでもできたらたいへんですよ？」

「そういう気遣いはさぁ、トマトが食べられるようになってからいってくれる？」

「……あのですねえ、ぼくがトマトを食べられないのは決して好き嫌いではなくて、トマトを消化できない──」

「シェーラはどうする～？」

　ニコルの反論を無視してネフェティがシェーラに尋ねたけど、格闘少女からの返事はない。調理担当のおばちゃんからトレイを受け取り、空あいているテーブルに向かおうとしていたニコルは、いつの間にかシェーラが食堂の入り口のほうをじっと見据えていることに気づいた。

「……あれ？」

「面白くなってきたな」

　いつもと同じシカ肉のステーキをチョイスしたクローが、目を細めて笑っていた。

「な、何なんです、クローさん？」

「入り口のところに背の高い男女がいるだろう？」

　ニコルをうながしてテーブルに着いたクローは、少女たちがやってくるのを待つことなく、さっさとパンをかじりながら、シェーラの視線の先をそっと指ししめした。いわれてみれば、確かに食堂の入り口のところに、探索から帰ってきたばかりとおぼしい一団がいる。その先頭には、ほっそりとした長身の男女が立っていた。

　女のほうは、金属光沢を帯びた青い髪と紫の瞳、ほんのり焼けたような小麦色の肌の持ち主で、剣や斧おので斬った張ったするより魔導が得意なのか、あざやかな緑のドレス姿に何やらそれっぽい杖つえを手にしている。一方の男のほうは、コンパクトな弓と矢筒をたずさえているところから察するに、やはり後方からの支援を得意とするサーベイヤーなんだろう。

　カツレツの衣をはずしてイノシシの肉にかぶりつき、ニコルは低い声でいった。

「……何だかふたりとも似た感じですね」

「きみはアレか、あえてとぼけているのか、それとも本気で気づいていないのか？」

「はい？」

「あのふたり、シェラちゃんのお兄さんとお姉さんよ」

　本日のパスタセットを持ってやってきたラムが、唇の前に人差し指を立て、そっとニコルに目配せした。

「あ、あれが噂うわさの……！　シェーラさんがちんちくりんだから、てっきりご兄弟も背が低いとばかり思ってましたよ」

　自分のちんちくりんさを棚に上げ、ニコルはじっとシェーラの兄弟たちに見入った。その間ももぐもぐ肉を咀そ嚼しやくする動きに遅滞はない。

「確か、お兄さんが一番上？　で、お姉さんが二番目なのよね。〝神秘の瞳〟のリーダーはお姉さんのほうだけど」

　支局内の噂に通じているネフェティが、何も聞いていないのにあれこれと説明してくれた。

　弓を持っているのがバーコフ兄弟の長男のフラガ、魔導士のほうが長女のルキナ・バーコフ。シェーラと反りが合わないのは、どうやらお兄さんではなくこちらのお姉さんのほうらしい。

　いまだにじっと睨み合っている姉妹を遠目に見ながら、ニコルはエールをすすった。

「仲がよくないっていっても、まさか摑み合いのケンカとかするような険悪さじゃないですよね？」

「それはないな」

　黙々と食事をしていたクローが、上うわ目め遣づかいにルキナとフラガを見やった。

「──オレが見たところ、あれはシェーラが一方的に姉を嫌っているだけだ。摑み合う前にシェーラが姉を避けるだろう」

「違うわ、クロさん」

　ドワーフにあるまじき清せい楚そさでマカロニを食べていたラムが、クローの言葉を自信ありげに否定した。

「別にシェラちゃんはお姉さんのこと嫌ってないから」

「オレにはそうは見えないが」

「でもそういうものなの。……女の子って複雑だから」

「あ～、それ、アタシも何となく判るわ～」

　ネフェティとラムが顔を見合わせてうなずき合うのを見て、ニコルは釈然としない思いで首をかしげた。こういうことに関しては、クローの観察眼より少女たちの嗅覚のほうが、さらに一歩踏み込んだ見立てをできるということなのかもしれない。

　いずれにしても、クローはさほどシェーラの家族関係には興味がないようで、シェーラが睨み合いを終えてテーブルにやってきた時には、すでに八割がた食事をすませてしまっていた。

「ねえ、シェーラ──」

「黙って食え。食事のマナーも知らねえのか、おめえは」

　野次馬根性剝むき出しのネフェティが声をかけようとすると、シェーラはいつも以上にぶっきらぼうな口調でそれをはたき落とした。その静かな迫力に気け圧おされて、ニコルは口の中の肉をほとんど嚙まずに呑のみ込こんでしまった。

「…………」

　その、いきなりニコルたちのテーブルに降りてきた居心地の悪い静寂は、でも、すぐに周囲のざわめきによって打ち消されてしまった。

「おい──」

　誰だれかが息を呑んだのが判った。

「……え!?」

　食堂中の視線が自分たちに向けられているのを気配で察したニコルが慌てて視線をめぐらせると、いつの間にかテーブルのすぐそばに、あのエルフの美女が立っていた。

　ルキナ・バーコフ──近くで見ると、本当に美人だった。もしニコルが体毛の少ない人間だったら、きっとその美貌に見とれてフォークを取り落としていただろう。

　そのルキナは、妹であるはずのシェーラのことは軽く一瞥しただけで、あとはじっとクローを凝視している。それに気づいていないはずもないのに、クローは彼女の存在を無視するようにエールのジョッキを傾けていた。

「お久しぶりね、クローさん」

　テーブルをこつこつと指で叩き、ルキナが口を開いた。

「……といって、親しげに世間話をするような仲でもないでしょうから、単刀直入にいわせていただきます」

　凜りんとしたルキナの声に、ニコルはもちろん、食堂に居合わせた全員が、固かた唾ずを呑んでそれに続く言葉を待った。

「いい加減、わたしの妹を返して──」

　ルキナのセリフが皿の割れる音にさえぎられた。

「……余計なこというんじゃねえ……」

　ニコルの向かいの席に座っていたシェーラが、椅い子すから立ち上がり、空の皿を手刀で叩き割っていた。












「シェーラ！　わたしは──」

「余計なことをいうなっていってるだろ？　それとも、今からここで殴なぐり合いをやらかして、ふたり揃って出禁になるか？　最悪、わたしはそれでもかまわねえぜ？」

　背の低いシェーラが背の高いルキナを下から見上げると、いつにも増して目つきが悪くなる。けど、その時のシェーラの表情には、目つきがどうのというのとはまったく別種の、鬼気迫る迫力があった。

「え、えーと……」

　本能的に腰を浮かせて尻尾を股こ間かんに巻き込んだニコルは、少しずつ椅子の位置をずらしてテーブルから離れた。ルキナの実力は未知数だけど、もし本当にシェーラがここで大暴れすれば、椅子やテーブルがいくつか壊れる、なんて被害ですむはずがない。食堂が半壊し、巻き込まれたサーベイヤーたちが何人も医務室送りになることは火を見るより明らかだった。

「……くっ、クローさん、クローさん！」

　さりげなくクローの斜め後ろにポジションを取り、ニコルはそっとささやいた。

「とっ、止め、止めたほうが、よっ、よくないですか!?」

「何をだ？」

　皿に残っていたソースをパンでぬぐって口に放り込み、クローはその時初めてルキナを見やった。その唇は、いつものように意地悪そうににゅいっと吊つり上がっている。

「お、面白がってる場合じゃないですよう！　もっ、もしホントにシェーラさんがここで暴れ出したら──」

「それこそ見ものだぞ、ニコルくん」

　必死に声を低く抑えて自分の存在を消そうとしていたニコルの努力を踏みにじり、クローは聞こえよがしな声でいいながら、ニコルの背中をばんばんはたいた。

「〝人間嫌い〟と〝神秘の瞳〟──どちらがこの支局で一番優秀なチームか、白黒つけるいい機会かもしれん。その前哨戦としては、アレだ、血を分けた姉妹対決というのはなかなかに面白そうだ。できることなら賭と場ばを立ててひと儲もうけしたいところだが」

「────」

　挑発するようなクローのそのセリフに、姉と妹の間でくすぶっていた空気が急激に冷えていくような気がした。

「……クローさん」

　目を見開いてシェーラを見据えていたルキナが、大きく深呼吸してかぶりを振った。

「あなた、相変わらず嫌な殿方ですわね」

「あんたの都合に合わせて生きてるわけじゃない。嫌ならオレたちにかかわらなければいいだけだろう？」

「シェーラのことがある以上、そうはいきません。……ですが、きょうのところは」

　ルキナはあたりを見回し、それからきびすを返した。

「みなさん、お騒がせしてすみません」

　野次馬たち相手に慇いん懃ぎんに一礼し、ルキナは足早に食堂を出ていった。

「おーい、メシどうすんだ～？」

　ほかの仲間たちとともに取り残されたシェーラの兄──フラガは、苦笑混じりに頭をかき、シェーラを振り返った。

「悪いな、シェーラ。久しぶりに顔を合わせたってのに……あいつには俺からよくいっとくから。な？」

「……別に、にーちゃんに取り持ってもらおうとは思わねえよ……」

　兄と視線を合わせようとはせず、シェーラはうつむいて自分が割った皿の破片を拾い集めている。

　その姿に肩をすくめたフラガは、一転、クローを見やり、

「悪いな、クローちゃん、妹のこと頼んだぜ？」

「ふん」

　肯定の意味なのか否定の意味なのか、クローは小さく鼻を鳴らしただけで何もいわない。それを見て肩をすくめたフラガは、チームの仲間をうながしてルキナを追いかけていった。

　彼らの姿が完全に食堂から消えると、張り詰めていた空気がようやくゆるんだ。

「ふ～……一時はどうなることかと思いましたよ……」

「そうだな。オレの陰に隠れてただ成り行きを見守っていただけだが」

「ぼっ、ぼくはどちらかといえば後ろからのサポートを得意としていますからね！」

　椅子の位置をもとに戻し、ニコルは最後に残っていた肉を口に運んだ。

「それにしても──」

　と、肉を呑み込んだところで、ニコルは言葉に詰まった。

　それにしても、どうしてそんなに仲が悪いんですか？　と、できることならストレートにシェーラに疑問をぶつけたいところだが、今はそれができる空気じゃない。とっくに空になっているジョッキに口をつけ、エールを飲むふりをしながら、ニコルは不自然に途切れたセリフの続きを捜して視線をさまよわせた。

「ていうか？　ガキっぽい？　アナタもたいがいよねえ」

　自分のパスタの皿に飛び込んでいた陶器の破片をつまみ上げ、ネフェティが横目にシェーラを見やった。

「──どうでもいいけどさぁ、周りの人間に迷惑かけるのだけはやめてくれない？」

「……それ、わたしにいってんのか？」

　割れた皿を片づけて椅子に腰を降ろしたばかりのシェーラが、ぎろりとネフェティを睨みつける。

「この状況？　でさぁ、アナタ以外にいなくない？　それとも自覚ないとか？」

「おめえ……！」

「どうせあれでしょ、劣等感？　できすぎる姉に対する引け目？　とかなんでしょ、アナタの場合？　そんなガキっぽい感情でこっちにまで迷惑かけられてもね～」

「そんなんじゃねえんだよ……！」

　押し殺したような声で呻うめいたシェーラは、がちんと拳を叩き合わせ、憤然と食堂を出ていった。本当はネフェティに一撃くれてやりたいところを必死にこらえた──といった感じだった。

「ちょっ……シェラちゃん!?」

　おたおたと成り行きを見守るだけだったラムが、シェーラの退場に立ち上がった。

「──んもう！　ネフちゃんてば、どうしてそういうこというの!?　シェラちゃん怒って出てっちゃったじゃない！」

「あ～、いいのいいの。図星？　指されて恥ずかしくなったんでしょ、たぶん。ニコルちゃんが来てから、あの子ちょっと先輩風吹かせていい気になってたし、このへんで一度へこんどいたほうがよくなくない？」

「そんなこといったって──ラム、ちょっと見てくる」

「やめておけ」

　フォークを置いてシェーラを追いかけようとしたラムを、クローが引き留めた。

「……今のシェーラを気遣うのにおまえは不適任だ」

「ど、どうして!?　ラムの何がダメなの、クロさん!?」

「シェーラの精神状態がネフェティのいう通りだとするなら、今のあいつをなぐさめるのは、もっと劣等感の塊かたまりのようなヤツのほうがいい。被害妄想気味の、ひがみっぽい、つねに人間としてのあり方に疑問を呈されているような──」

　クローが滔とう々とうと語る間に、ラムとネフェティの視線が順次ニコルに向けられた。

「どっ……どうしてそこでぼくを見るんです!?　何ですか、その、あわっ、哀れむようなさげすむような、いわくいいがたい複雑な感情のこもったまなざしは!?」

「あ～、確かに適任かもねえ」

「コルくん……シェラちゃんのこと、お願いできる？」

「ううっ……！　ど、どうしてぼくがそんなことを!?」

「え～？　だってこの前ニコルちゃんいってなかった～？　アタシたちのこと、ふだんは仲が悪そうに見えるけど、本当はちょっとシャイな、いざという時に助け合える仲間だってさぁ？」

「その通りだ、ニコルくん。これは傷ついた仲間をいたわる重要な役目だ。社会的弱者であるきみにしかできない任務と思っていい」

「セリフのいちいちに嘲ちよう笑しようが隠れてるように感じるんですけど!?」

「そういうところが被害妄想だといっている。いいからさっさと行け」

「えひゃい！」

　クローに尻を小突かれ、ニコルはおかしみのある悲鳴とともに食堂を飛び出した。





　　　　　






　市長公邸の前に山積みになっていた荷物が、家人たちの手で次々に運び込まれていくのを眺め、ドロイトンは満足げにうなずいた。

「そそ、もそっと、それは大事に運んでくれたまえよ、うん。──引っ越し作業が終わったら、諸君らに特別賞与を出そう！　だからほら、もっと気合いを入れたまえ！　むほほほほ！」

「ずいぶんと上機嫌ですな？」

「ん？　ああ、まあね」

　白髪混じりの髪を撫でつけていたドロイトンは、護衛役の言葉に一瞬だけ表情を引き締め、しかし結局はこらえきれずに頰をゆるませてしまった。

　護衛役のヒューバート・ブレイクロンドは、忙せわしげに動き回る家人たちをガラス越しに見下ろし、男らしい野太い声で続けた。

「ベルーガ王国では、各州の知事は王族が務めることが多いが、準州知事──すなわちキーンホルツの市長だけはその慣例に当てはまらない。武辺者の私にはよく判りかねますが、王族以外の人間が地方の自治権を手にできるという意味ですから、おそらくこれは大きな出世の足掛かりということなのでは？」

「いやー、それほどのことでもないよ、きみぃ！　むははははは！」

　ヒューバートは王国軍上がりの腕利きである。これまで多くの要人警護をこなしてきた以上、口でいうほど政治の世界にうといはずはない。そのヒューバートに出世の足掛かりを摑んだとほめそやされれば、ドロイトンも気分の悪かろうはずはなかった。

　ドロイトンが急きゆう遽きよキーンホルツの新市長に就任することになったのは、前市長が不慮の事故で身体からだを悪くしたのがきっかけだった。意地の悪いいい方をすれば、ドロイトンが実力で摑んだ地位ではなく、降って湧いた僥ぎよう倖こうである。それを陰でこそこそと、あるいは面と向かって、さんざんいわれてきた。だからドロイトンには、余計にヒューバートの言葉が嬉うれしく思える。

「小生を捕まえて、おまえは単に運がよかっただけだという者もたくさんいたよ。だがね、重要なのはこれから結果を出せるかどうかということではないかね？」

「確かにそうですな」

「実力を認められて選ばれようと、賄わい賂ろを積んで選ばれようと、結果を出せなければ無能の烙らく印いんを押されるのだ。ならば小生は、この幸運を最大限に利用し、このキーンホルツの歴史にかんばしき名を残してみせよう」

「では、引っ越し作業より先に埋文局に乗り込んだというのもそれが理由で？」

「まあね。手応えはあったよ、うん。むほほほほほ！」

　この街が遺跡と切っても切れない関係にあるのはドロイトンも承知している。もともとここは遺跡の発掘のために興された街であり、経済基盤が遺跡に依存しているのも仕方がないことだった。

　しかし、遺跡の謎がすべて明らかになったあとも、人々のいとなみは続く。遺跡の探索に携わるサーベイヤーたちを中心とした経済活動が不可能になったからといって、ここに住む数万の人間をすぐさま別の街に移住させることなどできない。

　ならば、遺跡から上がる富が枯こ渇かつしたあとでも、人々の暮らしが成り立つような施策を今のうちから考えておくことこそ、今の時代の政治家の仕事のはずだった。

「──しかし、ここで暮らしているサーベイヤーたちは、そうなったらどこへ行くのでしょうな？」

「む？　そうなったら……とは？」

「ですから、この街の遺跡がすべて踏とう破はされ、探索の必要がなくなった時のことです。市長はその場合のこの街の住人の暮らしのことをお考えなのでしょう？」

「うむ、まあ」

「確かに、ここに定住している人々に、遺跡から富が得られなくなったから今すぐよそへ移れというのは非現実的です。そうならぬように市長が汗を流そうとしておられるのも判ります。……だが、ならばもともと根なし草同然のサーベイヤーたちは、そうなった時にどうするのでしょう？」

「それは……ほかの街の遺跡にもぐるのではないかね？」

「〝キーンホルツの闇〟がすべて掘り尽くされる頃には、どこの遺跡もあらかた踏破され尽くしているのでは？」

「…………」

　しばらく考え込んでいたドロイトンは、やがて何度もうなずきながら、髭の生え揃った顎を撫でた。

「つ、つまり、小生の一○○年計画とは、そういった未来のサーベイヤーたちをも救うためのものなのだよ、むほほ、むほほほほ！」

「なるほど……それはやり甲が斐いのあるお仕事ですな。しかし、なればこそ、次にどこかへお出かけになる際は、事前に私にお教えいただき、可能なかぎり同行をお許しいただきたい。私は市長の護衛役なのですから」

「あー、まあ、何だ、うむ、すまんかった。むふ、むはははは！」

　笑ってごまかそうとするドロイトンを見下ろし、ヒューバートは苦笑した。いかにも軍人らしいいかつい外見に似合わず、存外気のいい男なのかもしれない。





















　昼すぎから街のあちこちを駆けずり回り、夕刻からはいちいち酒場を覗のぞき込こんで、ニコル・コルマクマがシェーラ・バーコフを見つけたのは、もはや完全に日が沈んだ頃のことだった。

「シェーラさん……こ、こんなとこにいたんですか……」

　いつもの〝東の明星亭〟とは別の、あまり調査鑑定士サーベイヤーたちが顔を出さない酒場である。サーベイヤーたちとはまた別の意味で腕っぷしに自信のありそうな、足腰の太い男たちでにぎわう酒場の隅で、空からになった料理の皿とジョッキに埋もれるようにして、シェーラはうつらうつらと舟を漕こいでいた。

「うわー……ちょっと、大丈夫ですか、シェーラさん？」

　別にそんなことをする必要もないのに、ニコルはテーブルの上の食器をまとめてカウンターへと運んでいった。

「おう、小僧、わざわざすまねえな。あのちびっ子の知り合いか？」

「え、ええ、まあ……」

「じゃあよ、食器運びなんかしなくていいからよ」

　すべての頭髪と眉毛が髭ひげになってしまったかのような、真っ黒に焼けた肌を持つ店の主人は、カウンター越しに身を乗り出してニコルにささやいた。

「──今まであのちびっ子が飲み食いしたぶんだけでもよ、まずはおめーが精算してくんねーか？」

「はっ、はいぃ？」

「いやあ、何しろあんなザマだし、まさか食い逃げされるってことはねえだろうが、食うだけ食って文ナシだったなんてことになったらシャレにならねえからな。……ほれ、判わかるだろ？」

「……そっ、それは……はぁ」

　さすがにいつものように告発うんぬんと騒ぐわけにもいかず、ニコルはシェーラの飲み代を肩代わりすると、さらにもう二杯エールを注文し、そのジョッキを持ってシェーラのところへ戻った。

「シェーラさん、ここはぼくが払っておきましたから、これ飲んだら帰りますよ！　ラムさんが心配してましたし、クローさんとネフェティさんは──き、きっと顔で笑って心で泣いてるはずですし！　ねえ？　帰りましょうよ！」

「おめえはよ……」

　かすかに震える手でジョッキを摑つかみ、シェーラは途切れがちの声で呟つぶやいた。

「ひとりっ子、だっけか……？」

「え？　あ、はい。父に隠し子がいなければの話ですけど」

「わたしんとこは、三人だ……」

「ああ、はい、見ましたよ、お兄さんとお姉さん」

　シェーラの向かいの席に座り、ニコルは大きく嘆たん息そくしてエールをすすった。

「ひとりっ子ってことは、おめえにはわたしの苦労は判らねえってこった……」

「は？　そりゃあ説明してもらわなきゃ判りませんよ。いつも食事時にはおかずの取り合いだったとかって苦労ですか？　それとも、その──ネフェティさんがいってた、えー、あー」

　優秀な姉への劣等感？　とは切り出せず、ニコルは不明瞭に唸うなってしまった。酩めい酊ていしている今のシェーラの逆げき鱗りんにうっかり触れようものなら、手加減を忘れた一撃をまともに食らう可能性だってある。

　でも、シェーラはのろのろと顔を上げ、ジョッキを傾けると、

「そんなんじゃねえ……わたしはこれでも、ねーちゃんのことは素直に尊敬してんだよ……ひがむとか、ありえねえ……」

「そっ、それじゃ何なんです？」

「ねーちゃんは……わたしをダメにする……わたしは、強くなりてえのに……」

「つ、強くなりたいって、すでに充分強いじゃないですか、シェーラさんは──」

「おう、そこのケモノ臭くせェおぼっちゃんよう」

　ニコルとシェーラが額を突き合わせるようにして話し込んでいると、その頭上から、不ぶ躾しつけなだみ声が降ってきた。恐る恐る視線を上げると、腕にびっしりと刺青いれずみの入った大男がニコルを見下ろしている。

「はわ──」

　ニコルは額に手を当て、慌あわててうつむいた。

　どうやらこの外見とおどおどした態度が原因らしいんだけど、どうにもニコルはこの手の荒くれ者を呼び寄せてしまうたちらしい。この街に来てほんのひと月の間に、すでにニコルはこうした強こわ面もてたちから一○回以上も、半強制的な金銭の援助を持ちかけられてきた。それでもまだ一度として身ぐるみ剝はがれたり重傷を負ったりせずにすんでいるのは、だいたいいつも隣にクローがいて、そういう連中を片づけてくれていたからである。その経験からいうと、たいていの場合、このあとには、「意外に金持ってそうじゃねえか。少し都合してくれねえか？」というセリフが続く。

「何かよぉ、おめえ、なかなか金回りがよさげじゃねェか。そいつを少しこっちにも回しちゃくんねェか？」

「うう……！」

　予想通りのセリフに、ニコルの頭はめまぐるしく回転した。すぐさまシェーラを連れてこの場から逃げ出す──もし可能ならそれが一番いいに決まっているけど、あいにくと店を出るには、まずこの大男にどいてもらわなければならない。

「なあ、ケモ公よ。何もあり金全部置いてけとはいってねェだろ？　ちょいと融ゆう通ずうしてくれって──」

　人を気安くケモ公などと呼ぶ無礼な大男が、その瞬間、仰あお向むけに倒れた。

「お……！」

　テーブルに突っ伏してエールをちびちびなめていたシェーラが、いきなり背後の壁を蹴り、その反動を利用して大男へと突っ込んでいったのである。身体からだごと飛んできたシェーラの頭突きを顔面に食らい、大男は悲鳴をあげる間もなく昏こん倒とうしていた。

「ちょっ……シェーラさん!?」

「恐きよう喝かつ行為はこの街じゃ違法だ……わたしらは単に犯罪者から身を守っただけだしな。さあ、行くぜ、ニコ坊。もう勘定はすませてくれたんだろ？」

　意識のない大男の胸板に着地してよろめいたシェーラは、ニコルを振り返り、軽く顎あごをしゃくった。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！」

　ニコルは大男の懐ふところを探ってサイフを抜き取ると、それを迷惑料代わりにカウンターの店主に投げ渡して、ふらふらした足取りで出ていくシェーラを追いかけた。

「まったく……心配させないでくださいよ、シェーラさん」

「おめえ、危ないところを助けられたくせに、そのいいようは何なんだ？」

「いや、でもですねえ」

　すでに西の空にも夕陽の名残なごりはなく、空には星がまたたき始めている。ニコルはシェーラのすぐ斜め後ろの位置をキープしつつ、少女の顔色を窺うかがった。

「シェーラさん……あんな大男を一撃で叩たたきのめせるくらいに強いのに、どうしてさらに強くなりたいなんて思うんですか？」

「そりゃあよ……ねーちゃんはもっと強いからだ」

「え!?　シェーラさんより!?　い、いや、でも、けっこう年が離れてますよね？　だったら仕方ないんじゃ──」

「わたしはにーちゃんよりは強い。でも、ねーちゃんには勝てたためしがねえんだ」

　シェーラが長々と吐き出した息にはエールの香りがついていた。ただ、闇を見据えるそのまなざしを見るかぎり、意識はかなりはっきりしているらしい。その言葉も、さっきまでとくらべると、ずっと明瞭になってきている。

　ぐっと人ひと気けの少なくなった通りをぶらつき、小さな運河のそばまでやってきたシェーラは、橋のたもとにある石段を下っていった。

「あの人に悪気はねえってのは判ってるんだよ、わたしも」

「あの人……？　お、お姉さんのことですか？」

「ああ……昔っからあの人は、度を超したおせっかいなんだよ」

「おせっかい……？」

　石積みの護岸に腰を降ろし、運河の流れに両足をひたして、シェーラはまた酒臭い溜ため息いきをもらした。ニコルもその隣に腰を降ろし、少女の言葉に耳を傾ける。

「あの人は、今でこそ魔導士やってチームリーダーを務めてるけど、ホントは何だってできるんだよ。剣も槍やりも使えるし、弓も使える。にーちゃんはかろうじて弓だけはねーちゃんより使えたんで、それを自分の得意分野にしてるみたいだけどな」

「え？　それじゃもしかして、シェーラさんも……？」

「昔っからな……何かこう、たとえばわたしが剣の稽古をしてると、あの人が横から口を出してきて親切に教えてくれるんだよ。でも同時にな、その瞬間に、わたしはあと一○年これを続けてもねーちゃんにはかなわねえって、透けて見えちまうんだ」

　そういうことをすぐに悟れる時点で、シェーラにはそれだけの才能があるということなんだろうけど、ニコルはあえて口をはさまなかった。シェーラが目指しているのはそういうレベルの強さなんだと判ったからである。

「それで、わたしが剣をやめて槍をやると、これまたねーちゃんが、絶対にかなわないってうまさで手本を見せてくれる。これはもう、双剣使おうが斧おの使おうが同じことになるだろうなって思って、それでわたしはいつの間にか、ねーちゃんがまったくやったことのない何かを捜すようになってた」

　その結果、シェーラがたどり着いたのが、おそらく魔導拳法というものなんだろう。ニコルはシェーラが背負った四本腕を一いち瞥べつし、静かにうなずいた。

「ネフェティさんがいってましたけど……じゃあその、劣等感、とかは──？」

「わたしよりねーちゃんのほうが腕が立つってのは、ホントに嫌じゃあねえんだ。ねーちゃんを目標にすればいいだけだしな。……問題なのは、あの人は何でもかんでも手取り足取りわたしに教えようとするってことだよ。はっきりいえば、あの人はわたしを甘やかしてダメにするんだ」

「ダメにする……？」

「あの人といっしょにいると、自分で考えて強くなるってことができねえ。わたしが壁にぶち当たって悩むことがあっても、先回りして全部答えを教えてくれるからな。自分で壁を乗り越えてく苦しさもなけりゃ面白みもねえ」

　シェーラは両手のガントレットをはずすと、運河の水で顔をぱしゃぱしゃと洗った。

「……ホントに小さい頃はそれでよかったのかもしれねえけど、わたしだってもうガキじゃねえ。自分で考えて、自分で最強ってもんを目指してえって思ってる。──そのためには、ねーちゃんのそばにいちゃダメなんだ」

「そういうことだったんですか……」

　ニコルなら大喜びで何でもかんでもフォローしてもらうところだけど、強くなるということに対して異様に生き真ま面じ目めでストイックなシェーラなら、確かにそれは受け入れがたいことなのかもしれない。そういえば、そもそもシェーラは強くなるためにこのチームにいるといっていた。だったらやっぱり、自分を甘やかす環境から身を遠ざけるのがシェーラらしい。

「──でもシェーラさん」

「何だ？」

「そのこと、はっきりとお姉さんにいったんですか？」

「は？」

「だから、わたしを甘やかさないでくれっていったんですか？」

「いっても通じねえんだよ、これが……」

　シェーラは広いおでこに手を当て、重苦しい溜息をもらした。

「わたしが何いっても、あの人は、可か愛わいい妹は自分に遠慮してるだけだって信じきってるからな。──何度うったえても意味ねえから、もう物理的に離れるしかねえって考えたんだよ」

「そ、そんなに話が通じないんですか……？」

「ねーちゃんの唯一最大の欠点は、自分の妹はいつまでたっても幼い無力な存在で、自分がみちびいてやらなきゃならないって頑がん迷めいに思い込んでることだな。だからずっと、わたしを自分のチームに入れたがってる。ねーちゃんの頭の中では、わたしはクロ公にだまされて利用されてる哀あわれな妹ってことになってる」

「だからクローさんを目の敵かたきにしてるんですか……いや、それはそれとして──」

「どうした、ニコ坊？　まだ何かいいたそうじゃねえか」

「いや、その……これはいうべきかどうか迷ってたんですけど──」

　何となくシェーラの酔いも冷めて落ち着いてきた今ならいえると、ニコルは意を決して立ち上がった。

「──シェーラさん、そうやって水に足突っ込んで顔洗ったり口ゆすいだりしてますけど、さっきからあそこで酔っ払いがゲーゲーやってます！」

「おま──はあ!?」

　シェーラは慌てて水から上がり、ニコルが指差す先を見て目の色を変えた。

「てめえ、この野郎！　吐くならよそでやれ！」

　一足飛びに酔っ払いのところへ駆けつけ、容よう赦しやなく運河に蹴り落としたシェーラは、すぐにまたニコルのそばへ戻ってきて、

「──おめえもそういうことはもっと早くいえ！」

「うぐす！」

　尻尾しつぽのつけ根を蹴り上げられ、ニコルはくぐもった呻うめきとともに飛び跳ねた。

　その直後、おだやかに流れる運河の水面に細かなさざ波が立った。

「!?」

　ニコルは痛みをこらえてその場にしゃがみ込み、あたりを見回した。シェーラも異変に気づいたらしく、拳こぶしを握り締めて周囲を警戒している。

「じ、地震──ですか？」

「いや……このあたりは実際にゃそんなに地震は起きねえ。この揺れ方からすると、どこかで地盤沈下でも起きたんじゃねえか？」

　ふたりがそんなやり取りをしている間に、非常事態を告げる鐘の音が鳴り始めた。

「こっからなら南東……じゃねえ、東門のほうが近いな。行くぜ、小僧！」

「は、はいっ！」

　ニコルはシェーラとともに街の東へ向かった。キーンホルツの内外で何かしらの異変が起こった場合、近くの門に併設された物見の塔が、市民に警戒をうながすために鐘を鳴らすことになっている。その鐘の音がはっきりと聞き取れるということは、異変を察知した物見の塔は、ふたりがいる場所からそう遠くはない。

「でっ、でも、確か警察の職員以外は勝手に物見の塔に登っちゃいけないって……そ、そう聞いてますけど？」

　城壁のすぐそばまでやってきたニコルがいまさらのようにそういうと、シェーラはニコルを振り返り、いひひと低い声で笑った。

「塔には登らねえよ。……壁には登るけどな」

　シェーラの背中から四本の腕が離脱し、そのうちのひと組がニコルをかかえ上げた。

「うぇあ!?」

「いい加減に慣れろ、おめえも」

　浮遊するガントレットによって城壁の上へと一気に移動したシェーラは、目を凝らして周囲を見回した。

「しぇ、シェーラさん、あれ！」

　街からそう遠くない森の中に、夜空に向かってそそり立つものがあった。

「……何だ、あれ？」

「水柱……じゃないですかね？」

「だがよ、確かあのへんて、例のデカブツがあるあたりじゃなかったか？」

「いわれてみれば──あ、シェーラさん！　下見てください！」

「何？」

　視線を降ろすと、鬱うつ蒼そうとしげる木々の下を、明かりを持った集団が街のほうへやってくるのが見えた。

「どこかのチームが戻ってきたんですかね？　まあ、街の中で揺れを感じたくらいだから、近くの遺跡にもぐってたらかなり揺れたでしょうし──」

「待てよ……ありゃあ警察の連中だぜ。王国軍の連中もいるみてえだが」

「えっ？」

　すぐそこの門のところへ駆け戻ってきたのは、全身ずぶ濡ぬれの警察職員と王国軍の兵士たちだった。あの水柱が立ったあたりには、四七号遺跡を踏み抜いたきり動かなくなっていた〝破滅の獣ブラムワール〟があったはずだし、もしかすると崩落が起こったのは、四七号遺跡だったのかもしれない。昼夜を問わずにブラムワールの解体作業に従事していた連中も、さすがに身の危険を感じて逃げてきたということだろう。

　シェーラは胸壁から身を乗り出し、駆け戻ってきた兵士たちに声をかけた。

「おい、あんたら！　いったい何があったんだ!?　地下水が出たみたいだけどよ！」

「ただの地下水じゃない、あれは熱水だ！」

「熱水……ってことは、お、温泉ですか？」

　ニコルはでろんと舌を垂らしてシェーラを見やった。これでニコルはなかなかの綺き麗れい好きであり、状況さえ許すのであれば、毎日でも入浴したいたちである。もしこの街に温泉が湧いたのなら、ニコルにとっては夢のような話だった。

　しかし、シェーラはなぜか渋い顔をしている。

「……どうしたんですか、シェーラさん？　もしかして、年とし甲が斐いもなくお風呂が嫌いだとか？」

「そんなんじゃねえよ。……おめえ、これはひょっとするともめるぜ……？」

「もめる……？」

　シェーラの言葉の意味が判らず、ニコルはただ、遠くにかすかに見える水柱を凝視した。





　　　　　






　キーンホルツに来てから何度目かの折せつ衝しようが不調に終わり、ドロイトン・ガング・ボンゴは眉み間けんに深いしわを寄せて市庁舎へと戻ってきた。

「あの支局長、おっとりしているようでなかなかガンコだな！　だから結婚もできんのだ！　まったく、このままではせっかくの計画が進まんではないか！」

「ガンコなことと未婚なことは無関係だし～」

　大おお股またで歩くドロイトンのすぐ後ろを、ちょこちょこと秘書のアヌーク・アギレッチェがついてくる。キーンホルツ赴任に際してあらたに雇い入れたこの秘書は、どうにも軽いというか、今ひとつドロイトンの仕事の崇高さを理解していない節があった。勤務中にたびたび鏡を覗いてブラッシングをしたり、市庁舎を抜け出して街の食堂に骨つき肉を買いにいったりと、問題行動も目につく。実務能力が高いので大目に見ているが、もしこれで仕事ができなかったら三日でクビにしていただろう。

　市長の椅い子すにいきおいよく腰を降ろし、ドロイトンは憤ふん懣まんやるかたない思いを溜息にして吐き出した。

「半世紀、一世紀先のこの街のことを考えようといっているところに、ああして温泉が湧いたのだよ？　これぞ天の配剤ではないかね？　それをあらたな観光資源として活用するのがなぜいかんのだ？　なぜあの女どもは小生の主張を理解しようとしない？」

「私は門外漢ですが……支局サイドの主張は、あそこを温泉施設にするには時期尚早だということではありませんか？」

　支局での会議の間、ずっとドロイトンの背後に控えていたヒューバートが、窓辺から外の様子を窺いながら呟いた。

「遺跡ツアーの提案に対して彼らが渋い顔をしているのは、安全性が確保できないからというのがおもな理由のように聞こえましたが」

「まあ、確かにあのツアーについては、小生もいささか乱暴な計画だとは思っておったよ。だが、だとしてもだよ、きみ！」

　肘かけをごすんと叩き、ドロイトンは声を荒げた。

「──そちらの件は見直すとして、まずは温泉施設の建設を前提とした各種の調査を進めたいといっておるのに、あちらは真逆のことを主張しておるのだ！　これでは歩み寄ろうにも歩み寄れんではないかね!?」

「お茶淹いれてきますね～」

　ドロイトンの怒気から逃れるように、アヌークが紅茶の用意を口実に執務室から出ていく。ドロイトンはぎりぎりと歯をきしらせ、葉巻ケースに手を伸ばした。

　四七号遺跡から湧き出した地下水は、水温だけを見れば十二分に温泉として通用するものだった。湧出量も、四七号遺跡を水没させてあまりあるほどだから、こちらもまた問題ない。なら、あとは人体に影響があるかどうか──そこさえクリアできれば、すぐにでも観光の目玉として使えるのである。

　にもかかわらず、キーンホルツ支局の面々はドロイトンの提案に首を縦に振らなかった。あそこに観光施設を建ててしまうと、事実上、四七号遺跡を潰つぶすことになるというのが、その最たる理由だった。

「この街の周辺には一○○個以上の遺跡があるというではないか！　だったらそのうちのひとつやふたつ潰して大浴場を建てるくらいかまわんだろうに、そのための水質検査や土壌の調査に協力もせんとは、何と狭きよう量りような連中か！」

「しかし、この国に存在する遺跡はすべて国の所有物でしょう？」

「……む？　ブレイクロンドくん、きみはそちら方面にも詳しいのかね？」

「詳しいというほどでは……サーベイヤー上がりの軍人というのもいないわけではありませんから、まあ、戦友からの聞きかじりといったところですよ」

　このいかめしい大男は、存外に気がいい上に博識で、しかも謙虚らしい。葉巻の吸い口を切って火をつけ、支局で吸えなかったぶん、もくもくと派手に煙を立たせながら、ドロイトンは大おお袈げ裟さにうなずいた。

「実をいえば、小生としてもそこが歯がゆいところでね……もし遺跡が市の所有物であれば、支局の意向なぞ無視して計画を進めるところなんだが、いかんせん、きみのいうようにすべての遺跡は国の所有物だ。勝手にいじるわけにはいかん」

「──だいたい市長さんて～、支局の上層部の首をすげ替えるために派遣されたんじゃないんですか～？」

　紅茶のポットとカップを用意して戻ってきたアヌークが、世間話でもするかのようなトーンでいった。

「き、きみは何をいっているのかね、アギレッチェくん!?」

「え～？　違うんですか～？　温泉大浴場を作るより～、そっちのほうが本来のお仕事だと思ってましたけど～？」

「た、確かに、埋まい文ぶん局きよく本局のお歴々は、何かと中央の決定に逆らうここの支局をこころよくは思っていないが」

　王都にいた頃は、そうした話題がしばしばドロイトンの耳にも入ってきた。キーンホルツ市長への就任が決定したドロイトンに、あえてそういう話題を聞かせるということは、本局が今のキーンホルツ支局をうとんじていることを意味しているのだろう。

　さらにそこから一歩踏み込んで、新市長となるドロイトンに、何かしらマルタ・リンデンブロッホを失脚させる材料を捜してほしいという、無言のメッセージのようにも思える。

「──しかしね、アギレッチェくん。若いきみには判らんかもしれんが、実際に本人に会ってみると、ことはそう簡単ではないと判るのだよ」

「え～？　何がですか～？」

「あの支局長の人心掌しよう握あく術は見事なものだよ。ここの支局が次々に目覚ましい成果を上げているのは、トップにいるあの支局長が優秀な部下たちをうまく使いこなしているからに違いない。あの支局長の首を切ろうと思ったら、優秀な職員たちを何人もいっしょに切らなければならなくなるだろう。……それでは損失ばかり大きくて、キーンホルツの衰すい退たいを早めるだけになってしまう」

「へ～、市長さん、けっこう人を見る目があるんですね～」

　砂の落ちきった砂時計をポケットにしまい込み、アヌークはポットを手に取った。本人には決して皮肉をいおう、悪態をつこうという意志はなく、すべて悪気のないナチュラルな発言なのだろうが、ドロイトンとしてはあまり気分のいいものではない。

「と、とにかくだね、支局長を失脚させるというのは、彼女があくまでこの街の財政改革に非協力的な態度をつらぬいた時に考えればいいことだよ。小生が考えるべきは、まずは温泉の件なのだ」

「だったら水質検査だけでも先に進めちゃえばいいのに～」

　どぼどぼとぞんざいにカップに紅茶をそそぎながら、アヌークはあくび混じりにそういった。

「……何？」

「温泉の水質検査なら勝手にやっても文句はいわれないんじゃないんですか～？　支局の協力が得られなくても、大学から専門家を呼べばいいだけだし～」

「ふむ……そうか、そういう手もあるな」

　言葉遣づかいや態度はともかく、アヌークのいっていることは正論である。水質検査でいいデータが出れば、それを使って大浴場建設の機運を高めることができるし、本局のお歴々に遺跡をひとつ潰すことを黙認させられるかもしれない。

「……確かに妙案かもしれませんな」

「うむ、さっそくここの大学に協力を依頼しよう。アギレッチェくん、ただちに学長との会食の予定を組んでくれたまえ。できれば今夜にでも」

「え～？　今夜はわたし、予定あるんですけど～」

「最悪、きみは同行しなくてもかまわんから！」

「でもおいしいお食事にはお相しよう伴ばんしたいし～」

　ドロイトンの前にがちゃんとティーカップを置き、アヌークは何かいいたげなまなざしで自分のボスを見つめた。

　ドロイトンは灰皿に葉巻を置き、うんざり顔で手を振った。

「……学長との会食はあしたの昼にしよう。それで調整してくれたまえ」

「はぁ～い」

　一転、にっこり微笑ほほえんだアヌークは、もうひと組のカップをヒューバートに渡すと、羽はね箒ぼうきのような尻尾を振り振り執務室から出ていった。

「……まあ、非協力的な支局に対するあてつけのような形にはなってしまうが」

「それも仕方のないことでは？」

　紅茶を静かにすすり、ヒューバートがなぐさめるようにいった。

「実際、警察の規制線が解除されたことで、怖いもの知らずのサーベイヤーや一部の市民が、湧き出した湯に浸かっているそうです。水質に問題がないかどうか調べるのは急務でしょう」

「う、うむ、そうだな、市民の健康を守るのも小生の義務だ、うん！　むほほほほ！」

　葉巻をくわえて椅子から飛び降りたドロイトンは、ヒューバートの隣に立って窓からの景色に見入った。

　キーンホルツ市の中央、第一区にあるこの市庁舎は、地上五階建ての背の高い建築物で、特に中庭に建てられた時計塔からは、街の四方を見渡すことができる。この執務室の窓から望めるのは街の南側だけだが、それでも、キーンホルツの繁栄ぶりがひと目で見て取れた。

「……小生の生まれ故郷は小さな鉱山の町でね。金山のすぐそばにあった」

「ほう」

「といっても、小生が生まれた頃にはすでに金は掘り尽くされたも同然だったがね。おかげで小生は、町から住人たちが次々に離れていくさまを目の当たりにしてきた。あれは……切ないという言葉ではいい表せんものだな」

　葉巻の風味がことさら苦く感じられる。煙が目に染みたのか、ドロイトンは目尻に浮かんだ小さな涙をさりげなくぬぐった。

「……遺跡が生み出すこの街の富も、いってみればある種の鉱脈のようなものだ。掘り続ければいつかかならず尽き果ててしまう」

　そして、もし今のまま遺跡が生み出す富が枯こ渇かつすれば、この街は広大な樹海の北と南をつなぐ中継点、単なる宿場町になってしまう。それではとてもこれだけの巨大な街のままではいられないだろう。

「小生はねえ、この街を死なせたくはないのだよ。小生とは何の縁もゆかりもない街だが──もしこの街が死んでしまえば、小生のふるさとが消えた時よりも、はるかに多くの人々が泣くことになる……」

「…………」

　そうひとりごちたドロイトンを、ヒューバートは、カップを片手に無言で見下ろしていた。





　　　　　






　その日の探索をひと通り終えたクローたちは、地盤沈下が発生した四七号遺跡の近くを通って街に戻ることにした。

「都から来てた王国軍？　はさぁ、もう帰り支度始めてるみたいよ」

「……前々から不思議だったんですけど、ネフェティさんはどこからそういう情報集めてくるんですか？」

「そこはまあ、秘密？　ってことで」

　地盤沈下が発生したのはきのうの日没後のことである。それからまだ二○時間ほどしか経過していない。にもかかわらず、王国軍が都への帰還を決断したということは、おそらく、肝心のブラムワールが解体できるような状態ではなくなったからだろう。

「要するに……壊れちゃったってことですか？」

「それだけならまだましだろう。もう一度組み立てるのは無理でも、研究対象として持ち帰るのはかえって楽になるわけだからな」

「……沈んだんじゃねえか？」

「オレもそう思う」

　シェーラの呟きにクローも同意する。もともとブラムワールは、地表部分を踏み抜いた形でその地下に広がる四七号遺跡にめり込んでいた。おそらくきのうの地盤沈下によって、ブラムワールはさらに深いところへと落ち込み、同時に湧き出してきた熱水によって沈んでしまったのだろう。

　いつもなら四七号遺跡の周囲には警察軍が見張りに立っていて、関係者以外は立ち入れないようになっていたが、きょうは見張りの姿はどこにもない。

「ちょ、ちょっと、クロさん！」

　木と木の間に張られた黄色いロープを平然とまたぎ越すクローを見て、ラムが慌ててあたりを見回した。

「勝手に入ったら怒られるわよ！　もし見つかったら──」

「大丈夫だ。ちゃんとあたりに誰だれもいないのを見計らっている。……別に先に支局に戻っていてもかまわんぞ？」

「そっ、そんな──じゃあラムも行く！」

　ひょいとロープを飛び越え、ラムはクローの腕にしがみついた。

「わたしらも行こうぜ、ニコ坊」

　シェーラはニコルの背中を叩いてクローに続いた。だが、ネフェティには声をかけない。きのうのランチタイム以来、ふたりの仲はぎくしゃくしたままだった。

　もっとも、クローとしては、探索に支障がなければ両者の関係がどうであろうとかまわない。実際にきょうの探索でも特に問題はなかった。なら、今の段階でクローがあれこれいうようなことはない。

「クロさん、あれ！」

　明らかに霧とは違う、じめっとした白い湯気をかき分けるようにして先へ進むと、ラムが声をひそめてクローの袖を引いた。

「──なるほどな」

　きのうまでは王国軍と警察の人間が作業をしていたはずのあたりが、一面の池に変わっていた。これだけ湯気が上がっているのは、湧水の温度が高いせいだろう。白くぼやけた視界の中には、見たところ、ブラムワールの巨体はない。

「あの大きなのが全部沈んじゃったってことですか……？」

「ニコ坊、あんまり近づくなよ」

「えっ？」

　水辺に歩み寄ろうとしていたニコルが、シェーラのひと声に足を止めた。

「地面が陥没してできたところだぞ？　濁にごってるからよく判らねぇけど、浅いと思って足を踏み出したらいきなり深度一○メートルとかってこともありえるからな」

「どっちにしても？　これじゃもう四七号遺跡にはもぐれなくない？」

「だろうな」

「ここって、そんなに重要な遺跡だったんですか？」

「重要かどうかは判らんが、リスクレベルは確か六だったな。まだ地下三階あたりまでしか探索が進んでいなかったはずだ」

　あのブラムワールがすっぽり収まるほどの穴が開いたということは、四七号はそれほど深く広大な未踏破の遺跡だったということである。それがすべて水没してしまったのは、おそらく支局としては手痛い損失のはずだった。

　いつまでもしがみついているラムを振りほどき、クローはきびすを返した。

「こんなところに長居していると装備が錆さびる。そろそろ戻るぞ」

「ねえ、クロさん」

　懲こりずにまたクローにしがみつき、ラムが尋たずねる。

「──あそこの温泉て、人は入れるの？　今はまだ濁ってるけど、そのうち泥が沈んだら入れるようになる？」

「オレに聞くな。……まあ、大学の専門家が水質検査をしたという話だから、それでここに近づくなとお達しが出ていないところを見ると、安全には安全なんだろうが」

「何だよ、ラム公。おまえ、温泉なんかに入りてぇのか？」

「え？　シェラちゃんは入りたくないの？」

「っていうか……呑のん気きだな、ラム公は。新任の市長の話、聞いてねえのか？」

「あ、そういえばシェーラさん、ゆうべもいってましたよね？　温泉が出て、これからもめるんじゃないかって」

「……そうか。そういうことか」

　今の短いやり取りだけで、クローにはシェーラが何を危き惧ぐしているのかが判った。

「確かに、今度の市長は面倒な男らしいからな」

「ええ!?　クローさんまで、何か知ってるんだったら教えてくださいよ！　チーム内での情報共有がうまくいってないと、最悪の場合、全滅の危険もあるんですよ!?」

「大袈裟だな、ニコルくん。オレが朝食に何を食ったか全員が把握していないと、このチームが全滅するわけか。それはたいへんだ」

「そういうことじゃなくてですねえ──」

「新任の市長はな、どうやらサーベイヤー頼みのこの街の財政をどうにかしたいって考えてるらしいぜ」

　焦じれたようなニコルに、クローに代わってシェーラが説明する。

「ど、どういうことです……？」

「今のキーンホルツの財政は、結局は遺跡にもぐるわたしらサーベイヤー絡みの商売が基盤になってるだろ？　酒場とか武器屋とか、下宿屋に、あとは高利貸しとか」

「あー……いわれてみればそうですね」

「住人の大半は、そういう商売をしてる連中か、さもなきゃ支局の職員、それにその家族だ。──でもよ、いずれこの街の遺跡が全部調べ尽くされちまったらどうする？」

「おたがいに失業だな。サーベイヤーも、サーベイヤー相手に商売してる連中も」

「だって、そんなの何年後のことになるか──」

「なってからじゃ遅いんだとよ」

「そうなる前に、遺跡とサーベイヤーに頼らない財政のあらたな柱を確立すると、ずいぶん鼻息が荒いらしいな、その市長は」

「でも、それっていいお話じゃないの？　何か困ったことになるの？」

「少しは頭をはたらかせろ、どぶドワーフ」

　クローは冷ややかにラムを一瞥した。婚活のためにこの街へ来てサーベイヤーを始めたというだけあって、どうもこのドワーフらしからぬドワーフの少女には、政治的な話はまったく理解できないらしい。そのくせ人の態度のわずかな変化は見逃さないというのだから、才能の割り振り方を間違ったとしか思えない。

「……遺跡のほかに財政の柱を捜している市長だぞ？　この街に温泉が湧いたなんてニュースを聞いて、それを放っておくと思うか？」

「それは放っておかないんじゃない？　でも、ここが温泉街になったら今よりもっとたくさんの人が集まってくるわけだし、にぎやかになっていいと思うけど？」

「……いくら人が集まってきたってよ、白馬に乗ったドワーフがやってくることはねえと思うぜ？」

「ひっ、ひどい、シェラちゃん！　どうしてそんなこというの!?」

「そもそもドワーフは白馬乗らねえから。せいぜいロバかイノシシだろ」

「ううっ……！　く、クロさん！　クロさんからもシェラちゃんに何かいってやって！」

「そうだな……ロバはオレも考えたが、確かにドワーフならイノシシくらいは乗りこなしそうだ。白馬よりはありえる」

「だよなあ」

「あああああああ！　何その仲のよさ!?　まさかシェラちゃん、あなたクロさんのこと好きになったりしちゃったの!?　ラムにこの手を親友の血で汚せっていうの!?」

　ラムが悲痛な呻きをもらした時には、すでに彼女の手には巨大な斧が握られていた。ラムが使っているこの斧は、もともと遺跡の探索中に発見された古代文明の遺物で、局面に合わせて柄の長さが伸縮する。持ち運ぶときはコンパクトに、戦闘時には長くして使えるが、今はいうまでもなく、一番長く伸ばして遠心力を破壊力に変換できるようになっていた。

「ちょっ……ら、ラムさん、落ち着いてくださいよ！」

「放して、コルくん！」

　ラムの細い腰にしがみつき、ニコルは必死に彼女を引き止めようとしていた。もっとも、小こ兵ひようのニコルではじきに振りほどかれてしまうだろう。どうやらニコルは、自分の行動が無駄だということに気づいていないらしい。

「くっ、クローさんも、ニヤニヤしてないで止めてくださいよ！」

「ニヤニヤしているとは失敬だな、ニコルくん。オレはただ純粋に、ふたりが激突したらどちらが強いだろうかと想像していただけだ」

「じ、実際そんなことになったら、完全にチーム崩壊で、も、もぐっ、もぐれなくなりますよ!?」

「それもそうだな」

　クローは斧を振り上げるラムに近寄ると、無造作にその顔に手をかけた。まるでリンゴを握り潰すかのように、美少女ドワーフの頰をがしっと摑む。

「……いい加減にしろ、パイパン」

「むぶぶぶぶぶ」

「いちいちくだらんことでモメるな。判ったか？」

　こくこくと涙目でうなずくラムを解放し、クローは鼻を鳴らした。

「──赴任してくるなり、支局に乗り込んできてこの街を観光地にしようとブチ上げた市長だぞ？　温泉が出ると知って、それを活用しないわけがない。そっちを優先されるとオレたちの居場所がなくなる」

「け、けど、その市長さんて、この街に住む人たちの、五○年後とか、一○○年後とかを考えて、そういう計画を立ててるんですよね？」

「転職できる人間ならそれもいいだろう。……だが、オレにはほかの生き方はできないからな」

　ニコルの呟きに馬ば鹿か正直に答えてしまって、クローはすぐに口を閉ざした。少ししゃべりすぎたかもしれない。

　支局まで帰ってきたクローは、二時間後に食堂で合流、夕食を食べながら少し今後のことを話し合おうとチームメイトたちに伝えて、自分のツリーハウスに戻った。クローの場合、遺跡に丸一日もぐっていても疲れるということはないが、万一に備えて、休める時には休むべきだという考えの持ち主でもある。食事の時間まで少し仮眠を取ろうとしたクローは、しかし、デッキの手て摺すりのところに小さなヒナギクの花が置かれていることに気づいた。

「…………」

　日没も間近い支局は、多くのサーベイヤーたちが一日の仕事を終える頃合いであり、独特のざわめきに満たされている。装備を部屋の中に置いてすぐにツリーハウスを出たクローは、マントの端で顔をぬぐいながらその喧けん騒そうの中にまぎれ込んだ。

「──クロー」

　階段で中央棟の三階に上がってきたクローを、後ろから飛んできた声が呼び止めた。

「きょうの探索は終わったのかな？」

「ああ」

　ゆっくりと階段を登ってきた白衣のレプタリアンは、クローが指先につまんでいるヒナギクを見て目を細めた。

「サインに気づいてくれて助かったよ。メモを残すわけにもいかないからね。──ところで、きみのお仲間のほうはいいのかな？」

「二時間後にメシを食いながら本日の反省会だ」

「それほど時間はかからないよ」

　クローを追い越し、ナジャは人気のない廊下を歩いていく。食堂や探索人事課がある中央棟の一階は、たいていいつもサーベイヤーたちの姿があるが、三階は一部の職員しか用事のないフロアであり、まるで別世界のように静かだった。

「──四七号遺跡の今の様子は見てきた？」

「ああ。見張りがいなくなって立ち入り放題だったぞ」

「王国軍は解体作業を中断していったん都に戻ると決まった。……といっても、次にいつ来るかは判らないけどね」

　王国軍がゴルトハウゼンに帰還するのは、ブラムワールの解体計画を一から見直すはめになったからだろう。解体以前に、完全に水没したあの巨体をどうにか引き揚げなければならなくなったのである。

「……ちょっとした公共事業だな。よほど綿密な計画を立てなければ、予算を無駄にするだけだろう」

「数か月は作業を再開できないだろうが……このまま回収は断念するかもしれないね。コストがかかりすぎるし、何より今の政府は、周辺諸国の手前、大規模な兵力を動かすのは避けたいだろう」

「ならひと安心だな」

「そうでもないからきみを呼んだんだよ、クロー」

　支局長の部屋の前で足を止め、ナジャは肩越しにクローを一瞥した。

「──失礼します」

　軽くノックをして、ナジャが支局長室に入る。それに続いて部屋に足を踏み入れたクローは、後ろ手にドアを閉め、窓から射す西日に目を細めた。

「わざわざ来てもらって悪いわね」

　窓辺に置かれた鉢植えに水をやっていたマルタ・リンデンブロッホは、ふたりを振り返ると、部屋の中央のソファを勧めた。

「例のデカいのなら完全に温泉に沈んでる。あれをオレたちに気づかれずにこっそり引き揚げて運び出すのは不可能だ」

　ソファには座らず、その背に寄りかかるようにして、クローはマルタに尋ねた。

「……なのに、まだ何か懸念するようなことがあるのか、マルタ？」

「確かに〝破滅の獣〟は〝組織〟にも政府の手にも渡らずにすんだわ。……けど、あのあたりの地下には、もう一体、同じようなものが埋まっている可能性があるのよ」

「……何？」

「きみは覚えていないかな？　この前、偽物のオルフセンに破壊されたロビーのレリーフのことを」

　ソファに腰を降ろしたナジャが、小麦色の脚線を優雅に組み、淡々と説明した。

「あのレリーフには、太陽に前脚をかけようとする二体の獣の姿が刻み込まれていた。そのうち一体がブラムワールを表したものだとすると、もう一体、同じような巨大なゴーレムが眠っていてもおかしくない」

「……それをまた〝組織〟が狙ねらってくるといいたいのか？」

「もう一体の存在に気づけばね。……オルフセンが何をどこまで〝組織〟に報告していたかは不明だが、もしレリーフについて詳細に報告していたのなら、もう一体が存在する可能性に気づいてもおかしくはない」

「こういう時は、最悪の可能性を想定しておくべきでしょう？」

「それは判るが……そもそもその、〝組織〟というのは何なんだ？」

　クローが聞き返すと、ナジャは少しく驚いたように目を丸くし、マルタを見やった。

「……彼には詳しい話はしたことがないわ」

「そうでしたか……わたしはてっきり支局長のほうからすべて聞かされているものだとばかり──」

「別に、あれをしろこれをしろと指示してもらえれば、詳しい話は聞かなくてもいい。……ただ、この前のようにその〝組織〟とやらのエージェントが近くにひそんでいても気づかないというのは、ことによっては致命傷にもなりかねないからな。ある程度はオレも知っておくべきなのかと思ったんだが」

「……支局長がそれでかまわないとお考えなら」

「ええ、説明してあげて。ただし、これはあなたのチームのおともだちにも秘密よ？」

「判っている」

　クローがうなずくと、ナジャが肩越しに彼を振り返り、あらためて口を開いた。

「〝組織〟とか〝機関〟とかぼかしたいい方をすることが多いが、おそらく彼らは、正確には〝Ｖ機関〟──〝ヴェルデベーレ機関〟と名乗っている」

「ヴェルデベーレ？　……どこかで聞いたことがあるな」

「今はベルーガ王国の領土ではなくなっているが、そういう土地がある。この組織の名前もそれに由来するんだよ」

　ソファから立ち上がったナジャは、壁にかけられていた額装の絵地図をはずしてくると、それをクローに手渡した。

「──ワイデリヒ大戦に敗北する前の、いわゆる旧ベルーガ王国には、古代魔導文明を現代によみがえらせ、それによって大陸制覇を目指す急進派がいた。当時の軍の大物、ヴェルデベーレ公爵を中心としたその一派は、軍内部に隠然たる勢力を持ち、ついには王国の政治すら左右するほどの存在となったんだよ」

「……それがＶ機関か？」

「そう。あの大戦自体、周辺諸国に眠る古代魔導文明の遺跡を独占するために、Ｖ機関の意向によって起こされたものだともいわれているね」

「だが、戦争には負けただろう？」

　地図の上のヴェルデベーレ地方は、三○○年前の敗戦によって北の隣国ガルムウッドに奪われ、今はベルーガ王国のものではない。絵地図をもとの場所に戻し、クローは肩をすくめた。

「……古代魔導文明の技術を使って世界征服を目指していたというわりには、あっけなく負けたもんだな」

「そうでもないよ。もしアクシデントさえなければ、Ｖ機関にあやつられた王国は、本当に大陸の半分くらいは制圧できていたかもしれない」

「アクシデント？」

「ああ。……三○○年前、このキーンホルツで、彼らは何かの実験をおこなっていたらしい。わたしが思うに、おそらく魔導を利用した大規模破壊兵器か何かの実験だったんだろうね」

「そこで事故が起こったのか？」

「だろうね。その時に機関の中核メンバーが揃そろって死亡した。ついでといっては何だけど、実験を見にきていた軍上層部の人間も巻き添えを食らって、結果、旧王国軍は統制がとれなくなり、その後ほどなくして連合軍に降伏することになったわけだ」

「それじゃ結局、Ｖ機関とやらはその時に消滅したんじゃないのか？」

　クローの疑問に、マルタが首を振った。

「中核メンバーは死んだけど、構成メンバーが全滅したわけじゃないの。どうも……生き残りがいたらしくて」

「現在のＶ機関は、ベルーガ王国軍の内部グループという古い殻を捨てて、おそらくは各国政府に巧妙にもぐり込んで今も生き延びている。もちろん今のベルーガ王国政府にも、機関の人間は一定数いると考えたほうがいい」

　振り返ってみれば、この前の事件も、その機関とやらのエージェントがボグート・オルフセンの身分を詐さ称しようし、ここへもぐり込んだことが発端だった。あのハンカチ次長に単独でそれほどのことができたとは考えにくい。となれば、埋文局の本局にＶ機関のエージェントが人知れず入り込み、彼に協力していたと考えるのが妥だ当とうだろう。

　クローはふと眉根を寄せ、

「……あのデカブツを政府が必死に回収しようとしているのも、ひょっとしてその機関の人間が手を回しているのか？」

「そこまでは判らないわ」

　マルタは支局長の椅子に腰を降ろし、静かに溜息をついた。

「ただ、今の政府にとっては、古代魔導文明を研究して国力を充実させることは国策でもあるし、Ｖ機関の影響がなくてもやりそうなことかもしれない」

「とはいえ、政府の各ポジションに機関の人間がまぎれ込んでいるのは間違いないからね。もしブラムワールと同じものがもうひとつ存在するとしたら、機関には無論、政府にも渡してはまずいだろう」

「それで、オレにどうしろというんだ？」

「確か、ブラムワールが眠っていたのは、八二号遺跡のかなり深い部分だったといっていたね？　あれがもう一体あるのなら、やはり同じような場所に保管されている可能性が高いと思う」

「だが、あのあたりにもうほかにそんな深い遺跡はないぞ？」

「まだ未発見の遺跡があるのか、それともすでに発見されている遺跡に、さらなる地下へ通じる通路があるのか──今はどちらともいえないが、とにかくきみには、もしもう一体を発見するようなことがあれば、ただちに破壊してもらいたい」

「誰よりも早く発見して、しかも人知れず破壊しろということか、それは？」

「そういうことになるかな」

　ナジャの言葉を引き取り、マルタは申し訳なさそうにクローにいった。

「難しいことだとは思うけど……あなたに頼むしかないの。もちろん、無理はしなくていいのよ？」

「おまえに頼まれて、オレが嫌だといったことが今まで一度でもあったか？」

「……ないわね」












　マルタは瞳を伏せ、なぜか哀かなしそうに微笑んだ。その理由が、クローにはよく判らない。クローはただ、マルタにそうしてくれと頼まれたことをするだけだった。

「どっちにしろ、どこの遺跡でもいつも一番深いところにもぐっているのはオレたちだからな。そんなものが実際にあったとして、発見するのはどうせオレたちだ。……例の石碑みたいなのを破壊すればいいんだろう？」

「ああ。それでブラムワールは起動できなくなる」

「それならまあ……どさくさにまぎれてどうにかできるだろう。オレたちが最初に発見すればだが」

「いつのことになるかは判らないけど、心に留めておいて」

「判った」

　マルタの言葉にうなずき、クローは扉に向かった。

「──ああ、それともうひとつ」

「何だ？」

「もう気づいてるとは思うが、きみのチームのニコルくん、ここへ来たのは偶然じゃない。彼の父親のコルマクマ教授は、十中八九、政府のエージェントだ」

「Ｖ機関のエージェントじゃないんだな？」

「さっきもいったが、今の王国は、国策として、魔導文明の遺産を国力増強のために利用しようと考えている。それも、周辺諸国から横槍が入らないよう、内々に進めたいと考えているらしい。そういう一派もいるんだよ。そういう意味では、教授はまだたちの悪くないほうといえるね」

「なるほど……ただの昼ひる行あん灯どんではないと思っていたが、そういうことか」

　大仰にうなずき、クローは支局長室をあとにした。

　マルタたちと話し込んでいる間に、夕陽は完全に没し、窓の外には夜の帳とばりが降りていた。そこに生息する危険生物の生態に合わせ、あえて日没後に遺跡にもぐろうというチームもいるが、たいていのサーベイヤーたちは、日が暮れれば支局に戻って休む。おそらく一階の食堂は無事に一日の仕事を終えた汗臭い連中でいっぱいだろう。

「──やあ、クローくん」

　階段を降りてきたクローに、眼鏡めがねをかけたウルフリングが声をかけてきた。

「コルマクマ教授か」

　つい一分前に話題に上がっていた男がこのタイミングで顔を出したことに、クローは奇妙な符合を感じた。

「……あんたの息子むすこなら、おそらく食堂で肉を食っていると思うが」

「別にニコルに会いにきたわけじゃないんだが……」

　パウル・コルマクマ教授は、小脇にかかえた本や紙の束をしめして苦笑した。おそらく技研の資料課であれこれ借りてきたところなのだろう。

「──ところでクローくんは、例の巨大なオオカミ像を見たことはあるかな？」

「それはひょっとして、ゆうべ温泉に沈んだアレのことか？」

　政府のエージェントだというこの男が、何をどこまで知っているのか摑めなくて、クローは曖あい昧まいに答えた。

「そうだな……まず、あれはオオカミじゃなくてヒョウだと思うが」

　クローが指摘すると、パウルは眉をひそめて眼鏡を押し上げた。

「するときみは、あれがオオカミをかたどったものかヒョウをかたどったものか、判別がつくくらいの距離で見たことがあるとでも？　まさか何の根拠もない憶測でいっているんじゃないだろうね？　ちなみにぼくは、あれがオオカミだったらいいなという憶測でいっているんだが」

「そう堂々といわれてもな……ただ、遠目に見てたてがみらしきものがなかったし、このへんに棲すむ大型のネコ科の猛獣はヒョウだけだ。古代人がモデルにするならオオカミよりもヒョウのほうが自然だと判断したんだがな？」

「つまり、きみも遠目にしか見ていないのかい？」

「ここのサーベイヤーはみんなそうだろう。詳しい話を聞きたければ、オレたちに聞くより警察の人間に聞くべきじゃないのか？　一般人を立ち入り禁止にしてあれこれ作業をしていたんだからな」

　それで話を切り上げるつもりで、クローは食堂に足を向けた。

「いやぁ、実をいえば、解体作業中に一度だけ、学長を通して無理をいって見学させてもらったんだがね」

「そうか。近くで見てオオカミじゃないと納得できたか」

「それが残念なことに、頭の部分が遺跡の地下にめり込んでいて確認できなかったんだよ。まあ、オオカミでもヒョウでも実はどちらでもいいんだけどね。──それよりひとつ、気になることがあるんだ。というのも、私の見立てでは、あの巨像は古代魔導文明が生み出した攻城兵器だと思うんだが」

　食堂に向かうクローの隣を歩きながら、パウルはひとり饒じよう舌ぜつに続けた。

「一種のゴーレムというべきか……ただし、兵器としての運用目的を考えると、通常のゴーレムのように自立行動をするものじゃあない。城攻めというのは攻撃を仕掛けるポイントが非常に難しいからね。となると、ふつうのゴーレムと違って人間がコントロールできるような兵器だと思う。そのコントロールのための何かが、あの巨像の頭部か背中にあったはずなんだが──」

「なかったのか？」

「作業をしていた関係者に聞いたが、それらしいものはなかったというんだ」

「それは残念だったな」

「どこに行ったか知らないかな、きみは？」

「────」

　その問いに、クローは思わず足を止め、まじまじとパウルの顔を見やった。

「……我が国がかつての国力を取り戻すためには、失われた魔導文明の技術を復活させるしかないと思うんだよ」

「オレは別にそうは思わん。今のこの国に特に不満はないからな」

「今はそうかもしれない。でも、いずれ他国も魔導文明の遺産の研究に本腰を入れ始めるよ。そうなれば国力の差はますます広がってしまう。我が国が独立を維持するためには、最低限、他国からの侵略を抑止できる程度の戦力が必要だ」

　パウルの表情は、さっきまでとはまるで違って真剣そのものだった。明らかにパウルは、クローがマルタの意向を受けて動いていることを承知の上で、自分の手のうちまでさらして探りを入れてきている。やはりこちらこそが、政府のためにはたらくパウル・コルマクマの素顔なのかもしれない。

　だが、クローは特段その言葉に心を動かされはしなかった。

「世界情勢についてのあんたの分析が正しいとして、それについて考えるのは政治家たちの仕事だろう？　オレには関係ないな」

「きみは」

　歩み去ろうとするクローの肩を、パウルの手が押さえた。

「……本当に理解しているのか？　あの技術は国が管理すべきものだ。悪用しようとする連中の手に渡せないのはいうまでもないが、だからといって、ほんのひと握りの人間が独占し、封印していいものでもない」

「あんたが愛国者らしいということは判ったが、それを主張する相手はオレじゃない。たぶんな」

　肩にかかったパウルの手を振りほどき、クローはいった。

「あんたこそ何をどこまで知っている？　──と、オレに聞かれて素直に答えるか？　答えないだろう？」

「…………」

「あら！　コルマクマ教授！」

　クローがパウルと静かに睨にらみ合あっているところに、狙っていたのか、あるいは偶然だったのか、ふさふさした尻尾を揺らしながらブラティカがやってきた。

「ひ!?」

　無駄に色気を垂れ流しているキツネ系の獣人美女を見た瞬間、パウルは真剣な表情を驚きよう愕がくに崩壊させ、じりじりと後ずさり始めた。

「教授ったら、支局に来たらわたしにひと声かけてくださればいいのに♪」

「い、いや、私はただ資料を借りにきただけですので──」

「そんなこといわずに、ウチのオフィスでちょっとお茶でもいかがです？　ささ」

「わああ!?」

「……ま、せいぜいがんばってくれ。いろんな意味でな」

　ブラティカに腕を取られ、ずるずると引きずられていくパウルを見送り、クローは食堂に向かった。





















　地上の光がほとんど射さない薄い闇の中、ほのかな魔導の明かりを頼りに階段を降りてきたルキナ・バーコフは、左手をかかげて一行の歩みを止めた。

「……何か匂うぜ」

　一行の最後尾にいたフラガが、眉み間けんに小さなしわを刻んで呟つぶやいた。

「最近ここへもぐったチームはいる？」

「記録にはありませんでした」

「もう少し上のほうで引き返したチームはいましたが」

　続けざまに答えたのは、〝神秘の瞳エイ・ミステイク〟のメンバーであるビアギッテとシセの姉妹だった。

「ということは──」

「……アイアンバックだ。この匂いは」

　何か──おそらくは大型の生物がここに入り込み、ねぐらにしているのだろうと察したルキナの考えを裏打ちするかのように、キルガレンがぼそりともらした。

「真っ暗な地下三階だぜ？　ヘビやトカゲならまだ判わかるが──」

「ありえなくはない。ついこの前も、ここの近くで若いアイアンバックが仕留められたと聞いた」

　ヒューマンでありながら、キルガレンはやたらと鼻が利きく。彼がそういうのならまず間違いないだろう。

「確かに、アイアンバックは目ではなく鼻でエサを捜すと聞いたことがあります。目に頼らずに闇夜でも行動できると」

　この三○号遺跡は、構造が単純で、近くに綺き麗れいな水が湧く泉があるため、さまざまな生物にとって巣を作るのにちょうどいい環境といえる。が、しばしば予想外に巨大な個体が棲すみつくことがあり、発見や退治のたびにリスクレベルが書き換えられることでも知られていた。

　しかし、もし本当にここがアイアンバックの縄張りになっているなら、かなり危険な相手になる。超大型のイノシシであるアイアンバックは、鋭く伸びた牙きばもさることながら、鋼にもたとえられる剛毛に全身をおおわれているため、なまじの刃物や矢を跳ね返しながら高速で突っ込んでくるのである。その突撃を避けそこねて命を落とす調査鑑定士サーベイヤーは少なくない。

「もしここに棲みついてるのが子供を失ったアイアンバックの母親なら、さらに危険なことになりそうだな。……きょうはかなりあちこち回ったし、このへんで戻るか？　それとももう少し進むか？」

　フラガの言葉は、リーダーであるルキナに決断をうながすものだった。ルキナはほんのわずかな黙考のあと、かたわらのキルガレンを見やった。

「…………」

　ルキナの前に進み出たキルガレンは、愛用の両手剣を右手一本に持ち替えると、背中に背負っていた盾を左腕に装着した。

　そのままキルガレンを先頭にして、一行はじりじりと前進した。

「シセ、弓矢の準備をしておけ。……ただし、射る時はよく狙ねらえ。キルガレンの背中に当てるとあとが怖いからな」

「は、はいっ」

　緊張の色濃いシセとは対照的に、フラガの声にはまだ余裕が窺うかがえる。人によっては大おお雑ざつ把ぱで適当な人間と見るかもしれないが、フラガのそれは、実力と経験に裏打ちされた豪放さだった。兄がこういう口ぶりでいるうちは、ルキナも安心していられる。

「…………」

　キルガレンが足を止めた。

　それに合わせて全員の動きが止まった刹せつ那な、その重い沈黙の中に、獣臭い息いき遣づかいが混じっているのが判った。

「来るぜ。狙うなら目だ」

　フラガがシセにささやく。ルキナは愛用の杖つえを構え、ビアギッテに指示を出した。

「ビアギッテ、明かりを」

「はいっ！」

　ノームの少女が小さな魔導の光をてのひらにともし、それを前方の闇へと投げた。それによって澱よどんだ闇が吹き飛ばされ、決して広くない地下通路が照らし出された。

　その不自然な照明の下を、てらてらと黒光りする巨石のような物体がこちらへ向かって突っ込んでくる。

「やっぱアイアンバックか」

　まるで衝角のような牙を前に突き出して突進してくる規格外のイノシシを見て、フラガは矢をつがえた。幅三メートルほどしかないこの通路では、あの突撃をかわしてやりすごすスペースなどない。

「…………」

　キルガレンは姿勢を低くしたまま前に出た。その頭上を追い越して、数本の矢が飛んでいく。

「──はずれた!?」

　シセが放った矢は、アイアンバックの眉間のあたりにあたり、すべるようにして逸それてしまった。

「もう少し引きつけるべきだったな」

　年若い仲間にさとすようにいったフラガの矢は、その図体からすれば非常に小さいアイアンバックの右目に命中した。だが、それでもアイアンバックは、痛みに巨体をかしがせて壁に接触しながらも、ほとんどいきおいを殺すことなく突っ込んでくる。その体毛ががりがりと壁を削る異音に、怒り狂った吼ほえ声がかさなった。

「キルガレン、いきおいを止めてくれればいいわ」

　ルキナは杖の先端で魔導印を描き、キルガレンの肩にそっと触れた。これでキルガレンは、常人をはるかに超えた力と頑強さを発揮することができる。しかし、劇的であるがゆえに、その効果はほんの一分ほどしかもたない。

「……充分だ」

　いつも無表情なキルガレンが、小さく笑って走り出した。仲間たちとの距離を開け、右手の剣を逆手に持って床に突き立てる。石組みの隙すき間まに切っ先が入り、長大な剣の半分近くがめり込んだ。

　そしてキルガレンは腰を落とし、アイアンバックの突撃を盾をかざして真正面から受け止めた。

「……ぬっ、ぐ──」

　床に突き立てた剣をささえに、キルガレンは激突の衝撃をどうにか持ちこたえた。あのアイアンバックの巨体が停止し、その凶悪な蹄ひづめが床をえぐる音が響き渡る。

「動くなよ、キルガレン！」

　いうが早いか、フラガがさらに一矢、矢を放つ。それは狙いたがわず、アイアンバックのもうひとつの目を射抜いた。

「！」

　アイアンバックが奇妙な声で吼えながら、馬のように棹さお立だちになった。その瞬間を逃すことなく、キルガレンはアイアンバックの鼻面を盾でかち上げると、がら空あきののどへと腰のナイフを突き立てた。アイアンバックの巨体で尋じん常じようの刃が通りそうなところといえば、のどから腹にかけての体毛の薄い部分くらいしかない。その急所に、キルガレンのナイフはふかぶかと刺さっていた。

「離れて」

　ルキナのその言葉より早く、キルガレンが飛びのく。その直後、ルキナが放った雷の魔導がアイアンバックに刺さったナイフを直撃した。

「…………」

　引き抜いた両手剣を構え、キルガレンはアイアンバックの様子を窺っている。だが、フラガはすでに弓を降ろし、ほっと嘆たん息そくしていた。

「このサイズだと、おそらく重さは三○○キロじゃすまないな。……なあ、どうやって支局まで持ち帰る？」

　鼻や口から煙を立ち昇らせ、ゆっくりと倒れ込むアイアンバックを見て、フラガが笑った。ナイフを伝ってアイアンバックの内部に流れ込んだ電撃が、その神経を一瞬で焼き尽くし、絶命させたのである。

「……いっておくが、俺おれでもかつげんぞ？」

　大きくゆがんだ盾を背中に戻し、キルガレンもようやく安あん堵どの吐息をもらしている。ルキナたちのチームにとっても、ここまでの強敵といきなり遭遇する機会はそう多くはない。特に、しばらくキーンホルツの遺跡から遠ざかっていたルキナたちにとっては、ひさびさに緊張した瞬間だった。

「死骸の回収には警備部の手を借りましょう」

　サーベイヤーにとっての脅威ではあるものの、アイアンバックはいまさら研究対象になるような生物ではない。ただ、その肉には独特の野性味があり、巨体であることも手伝って、支局に持ち帰れば食堂で買い取ってもらえるのである。

「まずは支局に戻って報告を。……ほかにも大物が棲みついている可能性が皆無ではないと伝えないと」

　きょうの探索をここで切り上げることを決断し、ルキナは仲間たちを率いて地上に向かった。

「シェーラだったら、あいつを引きずってってくれたかな？　あいつの何とかいう拳法はなかなかのものだからな」

　階段の途中でフラガが不意にそういった。何と答えていいか判らず、ルキナは言葉に詰まった。

「シェーラは……そうですね。にいさんのいう通りです」

「だったらもういいんじゃないか？　どうして静かに見守ってやれない？」

「あの子にはまだわたしの助力が必要です。確かに才能はありますが、まだまだ未熟な部分も多い」

「そばにいないのにどうしてそういえる？」

「才能を正しく伸ばすには、本人を取り巻く環境や指導者が大切です。今のあの子には……あのチームは、シェーラにとって決していい環境ではありません」

「おまえはそういうけど、俺はクローちゃんたちのことをけっこう買ってるぜ？」

　階段を登って地上に出てきたフラガは、険しい表情の妹を見やった。

「確かにおまえは天才だけど、真ま面じ目めすぎるし、思い込みも強すぎるな」

「思い込み？　……そうでしょうか？」

「俺は、シェーラはこのままで大丈夫だと思うがな」

　ひょいと手を伸ばして緑の木の葉を一枚摘つまみ取り、それを唇に当てて笛のように鳴らしながら、フラガは歩調を速めて先にいってしまった。

「わたしは……そうは思いません」

　そうひとりごち、ルキナは茜あかね色いろに染まった木漏れ日の中で、サークレットのはまった額をこつんと杖に押し当てた。





　　　　　






　白い湯気越しに頭上を見上げ、ニコルはふは～っと溜ため息いきをついた。

「いい湯加減ですねえ……この気持ちよさ、体毛のないあなたがたにも理解していただけてありがたいかぎりですよ、ぼかぁ」

「おめえ、四脚歩行野郎っていわれるとキレるくせに、わたしらのことを毛がねえだの何だの、ダブスタもいいところだな、おい？」

「ちょっとニコルちゃん、体毛？　のハナシをするんだったらぁ、あなたこそ配慮が足りなくない？　ほら、そのへんに浮いてるし、アナタの体毛」

「え!?　し、失敬ですね！　これはぼくの毛じゃないですよ！　ぼくは毎朝念入りにブラッシングしてるし、そもそも毛が生え変わるのは、もっ、もっと先ですから！」

「コルくんもネフちゃんも、あんまり騒ぐとほかのみんなの迷惑よ？」

「へっ。公衆浴場ってのはよ、昔からみんなの社交場みたいなもんなんだよ。湯に浸かりながらくっちゃべってナンボだろ。──なあ、クロ公？」

「確かに街の公衆浴場ならそうだろうが、そもそもここは浴場じゃない」

　五人分の荷物を少し離れた木の根元に集め、そのそばに座り込んでいたクローは、チームメイトたちの楽しげな様子などおかまいなしに、ひとりショートソードの手入れに没頭している。

「クロさんもいっしょに入ればいいのに……」

「いや、オレはいい。誰だれかが荷物番をしていなければならんわけだしな」

「そんなのほかの誰かに任せたら？」

　そう呟いたラムの視線が、静かにニコルを捉える。

「なっ、何ですか、その視線は!?　ぼくにクローさんの代わりに荷物番をしろっていうんですか!?　やっぱりぼく程度の甘ちゃんには荷物番がお似合いだとでもいいたいわけですか!?　新人イビリですか!?」

「そうはいってないけど……ラムは察しのいいコルくんが好きかも」

「……っ！　こ、この人は──」

　クローのことが好きすぎるこの少女は、自分とクローの距離を縮めるためなら、平気でニコルを人ひと身み御ご供くうにしようとする悪癖がある。基本的には心やさしいといっていい人種だが、恋は盲もう目もくとはよくいったものである。

　ニコルはぷいとラムに背を向け、ばちゃばちゃと顔を洗った。

　この日、探索を終えて街へ戻る途中、ニコルたちはふたたび四七号遺跡の跡地へ立ち寄った。大規模な地盤沈下によって生み出された巨大な熱水の池で、探索終わりのサーベイヤーたちが一日の汗を流していくと聞いて、ラムがぜひとも入っていきたいと主張したのである。

　以前立ち寄った時とくらべて水温はずいぶん下がっていたし、お湯の濁りもほとんど気にならなくなっていた。これならもう立派な温泉といっていい。

　唯一の難点は、安心してお湯に浸かれる部分が非常に限定されているということだった。池の縁のあたりは深くないから特に問題ないけど、ちょっと中央のほうへ行くと、そこはもう足がつかないほどに深いのである。〝人間嫌いミザントロープ〟の面々だけじゃなく、ほかのチームのサーベイヤーたちも温泉に浸かっているけど、みんな揃そろって池の縁に雁がん首くび並べているさまは、もしかすると、傍はたから見れば滑こつ稽けいなのかもしれない。

「……十二分に滑稽だ」

　チームでひとりだけ温泉に入らず、黙々と手を動かしていたクローが、ニコルの疑問に律儀に答えてくれた。

「池の縁におまえらの頭がずらりと並んでいる姿も無様だが、それ以前に、こんなところで入浴しようという考え自体、オレには理解できんな」

「え～？　露天だからいいんじゃない。自然な風を受けながらお風呂に入れるし」

　公序良俗に配慮して──というわけでもないんだろうけど、誰がいい出したわけでもないのに、ここではみんな水着を着て入浴していた。ただひとり、ネフェティだけが水着を着ないで入浴しているけど、彼女の場合、いつも服の代わりに包帯を全身に巻きつけているので、結局は水着入浴と同じようなものだろう。

「クローさんも、そこまで神経質にならなくても──疲れが取れますよ？」

「だからオレはいいといっている。そもそもオレは凡人と違って、あの程度の探索で疲れたりしない」

　かたくなに遠慮するクローは、でも、なぜかときおりちらちらとこちらを見ている。ニコルはそれが気になって、そっとネフェティに耳打ちした。

「……ネフェティさん、何か気になりませんか、クローさんのあの態度」

「いわれてみると……確かに意味ありげ？　よねえ、あの視線……」

　温泉に入ってからこっち、ネフェティは何度もお湯をすくっては頭からかけている。温泉に含まれる成分に、肉体の腐敗を遅らせる効果があるかもしれないと、そんなことを期待しているらしい。

「ねえ、何かいいたいことあるわけ？」

「何もないが」

「じゃあどうしてちらちら見てるんですか？」

「くっ、クロさんもしかして、こ、今度はネフちゃんの豊満な身体からだを──」

「あのどぶドワーフはあとで叩たたきのめすとしてだ」

　顔を真まっ赤かにして水面を波立てるラムを無視し、クローはあたりを見回した。

「……このタイミングでいうのもアレだが、以前ここに立ち寄った日に、クマの足跡を見つけたんでな」

　クマという単語に、それまでリラックスしきった表情でお湯に浸かっていたサーベイヤーたちの間に、一気に緊張の色が走った。

　ニコルは視線をあちこちに飛ばし、声をうわずらせた。

「く、くくっ、クマって──こっ、こんな街のすぐ近くに、くっ、クマなんて、しゅ、出没しないでしょ!?」

「オレはクマじゃないからクマの気持ちは判らないがな。ただ、このへんで昼夜を問わずに作業をしていた軍の連中が、そのへんに食事の残りやら何やらを無責任に捨てていったようだから気になった。……アレだ、人間の食べ物の味を知ったクマほど、人を恐れずに人里に下りてくると聞いたことがある」

「そ、そんな……！」

「──しかしまあ、もし本当にここにクマが現れたとしても、おまえたちの荷物はオレが責任を持ってかついでいってやるから、おまえたちは安心してゆっくりあったまっていろ。いざとなったら身ひとつで逃げてこい」

「じょっ……冗談じゃない！」

　向こうのほうで、顔色の悪いヒューマンの男が慌てて立ち上がった。

「素手でクマとなんかやり合えるか！」

「やばい、俺も荷物の中に食べかけのスコーンあるんだった……！」

「はっ、早く上がろ！」

　ひとりがあわただしく帰り支度を始めると、さながら渡り鳥の群れがいっせいに飛び立つように、ほかのサーベイヤーたちもそそくさとお湯から出て身支度を始めた。

「あ、ちょっ……？」

　ニコルたちがぽかんとして見守るうちに、ほかのチームのサーベイヤーたちはあっという間に帰っていってしまった。

「……おい、クロ公」

　ぶくぶくとお湯に潜っていたシェーラは、水面に顔を出すと、ぶるぶると頭を振って水気を飛ばした。

「おめえ、クマの足跡見たなんて噓うそだろう？」

「あの日にクマの足跡を見たのは本当だ。ただ、この近くにあったとはいってない」

　マントとゴーグルをはずし、服を脱ぎながら、クローはしれっとして答えた。

「まったく……あんなにごみごみした状態じゃ入る意味がないだろうが」

「だっ、だましたんですか!?　みんなを!?」

「きみは何を聞いていたんだ、ニコルくん？　クマの足跡を見たのは事実だと、たった今いったろう？」

　ちゃっちゃと水着姿になったクローは、水深の深いあたりへいきおいよく飛び込み、そのままお湯を切って泳ぎ出した。万事そつなくこなすクローは、どうやら泳ぎも得意らしい。

「あいつらはオレがあの日クマを見たという話を聞いて、このへんにクマが出ると勝手に勘違いしたようだが、わざわざその間違いを訂てい正せいしてやる義理はない」

　ほかのサーベイヤーたちを追い払った温泉で、すいすい泳ぎながら悪びれもせずにいい放つクローを見て、ニコルは苦笑しながら頭上を見上げた。

「……遺跡はほかにもたくさんあるんだし、ここだけでも温泉として残せばいいのに」

「おめえも新しい市長と同じ考えか、ニコ坊？」

「いやぁ、この街の観光地化とかそういう難しい話は判りませんけど、ただ、わりと危険な日々をすごしてるぼくたちサーベイヤーのためにも、こういうリフレッシュの場があってもいいかなって……トータルで見れば、それも遺跡探索にとってプラスになるわけじゃないですか」

「ほほう……このオレを差し置いて、キーンホルツの全サーベイヤーを代表した貴重なご意見、どうもありがとう、ニコルくん。新市長に聞かせてやったら泣いて喜ぶかもしれんな」

「どっ、どうしてクローさんはすぐにそういう皮肉っぽいいい方するんですかぁ！」

「他意はない。……くくくく」

「と、とても他意がないようには思えませんよ、そのたくらみ顔はっ！」

　いわれてみれば、確かに自分がサーベイヤーの代表のような意見を口にしてしまったような気がする。気恥ずかしさにぶくぶくと鼻までお湯の中に隠れたニコルは、でも、本当にここがこのまま残ればいいと思った。過酷なサーベイヤー生活には、おいしい食事とかあたたかい温泉とか、とにかくそういう潤いが絶対に必要だと感じているからである。





　　　　　






　その男が〝双頭の鴉からす亭〟にやってきた時、一階の酒場の扉には、すでに閉店をしめすプレートがかけられていた。もっとも、二階に並ぶ窓にひとつも明かりがともっていないところを見ると、繁盛してはいないらしい。あるいは最初から商売するつもりがないのかもしれないが、ここにこの店があることの本当の意味を思えば、むしろこうであるべきだった。

　全身をマントですっぽりとおおい隠した男は、きしむ扉を押し開けて中に入った。

「…………」

　明かりを絞った酒場には客の姿はひとつもない。カウンターの内側でジョッキを洗っている、店主らしいひょろりとした男がいるだけだった。

「……店はもうしまいだぜ」

　バンダナですっぽりと頭を包んだ店主が、マント姿の男をぎろりと睨にらんだ。

「酒が飲みたいならよその店に行きな。宿も満室だ」

「この街で困ったことがあればここを訪ねろといわれている」

　マントの男は、懐ふところから取り出した古いコインをカウンターの上に置いた。男たちが生まれる前、それこそ男たちの曽祖父でさえ生まれていなかった頃に、この国で使われていたコインである。混ぜ物が多く、金としての価値は低いが、大きく開いた双葉が刻印されたゆがんだコインは、現代ではもうほとんど見られない貴重なものだった。

　それをしばらく凝視していた店主は、カウンターを出て扉に鍵をかけた。

「……俺のことはマルディーグと呼べ」

「マルディーグ……？」

「もちろん偽名だが、この街ではその名で知られている」

　カウンターの中に戻った店主──マルディーグは、よく冷えたエールをジョッキにそそいで男の前に置いた。

「この街で〝機関〟の人間が動くには、必要なものを用意したり、情報を用意したりするつてが必要だ」

「それがあんたか」

「そうだ。……この街にはおまえさんのほかにも多くのエージェントがひそかに潜入しているが、おそらくおまえさんは誰も知らんだろう？」

「ああ。少し前に、任務に失敗して死んだ色男がいたという話は聞いたことがあるが、ほかのエージェントのことは何も知らない」

　男はジョッキを手に取り、エールをひと口あおった。こんな場末の店で出すには上等すぎる品だが、おそらく、ふだんの客相手には売らない酒を出してくれたのだろう。

　マルディーグはカウンターの下の木箱を持ち出し、男にいった。

「それでいいんだよ。命じられた任務が違う以上、エージェント同士はおたがいに顔も名前も素す性じようも知らなくていい。そのほうが、万が一の場合のダメージも少なくてすむ。たとえば、おまえさんが敵に捕まって拷ごう問もんにかけられても、仲間を売らずにすむわけだからな」

　あまり面白くもないたとえだが、理解はできる。すっきりした苦みを味わいながら、男は無言でうなずいた。

「もっとも、捕まるだの捕まらないだのいう以前に、しくじることのないよう綿密に計画を練って動くのが理想だ。……オルフセンにはそれができなかったが」

「それが私の前任者の名前か？」

「それも偽名だがな。ヤツは功を焦りすぎた。〝破滅の獣ブラムワール〟が実在することを突き止め、起動方法を発見したまではよかったが……俺が上層部にその旨を報告している間に、勝手にブラムワールを起動させて、その挙げ句にすべてを台なしにしやがった。くれぐれもその轍てつを踏まんようにな」

　そう釘くぎを刺しながら、マルディーグが箱から取り出したのは、かなりの厚みがある紙束だった。

「それは……？」

「オルフセン氏が半年の間に集めた支局内の極秘文書の写しだ。連中がどこの遺跡を重視しているか、遺跡から発見されたものでどんな研究をしているのか──まあ、目新しい情報はごく一部だが、おまえさんの役に立つこともあるだろう。あいつが用意しておいた隠れ家についての情報もある。好きに使っていいが、その資料は読み終わったらすべて焼き捨てておけ」

　受け取った資料の束をぱらぱらとめくりながら、男は小さく嘆息した。

「まあ、私の任務は遺跡の調査でも古代兵器の発見でもないが──事前に伝えておいたものはいつ用意できる？」

「それならもう都合がついた。……それが俺の本職だからな」

　マルディーグは同じ木箱の中から黒光りする物体を取り出した。小さな樽くらいのサイズの、鈍い金属光沢を放つ円筒状の物体が、カウンターの上にごとりと置かれる。

「残りは裏の荷馬車に積んである。全部で五○──こいつを何に使うのかは聞かんが、数は充分だろう？」

「ああ。助かる」

「ま、くれぐれも用心することだな。……おまえさんまでオルフセン氏のようになったら、さすがに俺が上から睨まれる」

「帰る前に聞いておきたいんだが」

　椅い子すから立ち上がった男は、マントの内側にくだんの円筒を隠し持ち、マルディーグに尋たずねた。

「──私の前任者はなぜ命を落とした？」

「勝手に暴走したから詳しいことは判らん……が、どうも誰かと戦って死んだらしい」

「相手は？　ここの警察ではないだろう？」

「おそらくな……だが、この街には政府側のエージェントもいれば〝学派〟の連中もいる。敵の心当たりには事欠かない。おまけに例の女支局長は、腕利きの〝掃除屋〟をかかえているともっぱらの噂うわさだ」

「噂、か──」

「いずれにしろはっきりしているのは、ちゃんとした訓練を受けた〝Ｖ機関〟のエージェントを倒せるだけの力を持った相手ってことだな。うっかり自分が掃除されんように用心するこった」

「……参考になった」

　男はフードをかぶり直し、冴さえない酒場をあとにした。





　　　　　






　クローが寝起きするツリーハウスには、ストーブと兼用のオーブンがあるため、調理しようと思えばできないことはない。がしかし、クロー自身がそれほどまめな性格でないこともあり、食事はもっぱら支局の食堂ですませている。

　けさのクローは、いつもより少し早めに食堂を訪れた。ランチタイムやディナータイムほどではないにしても、三度の食事時には、独身寮暮らしのサーベイヤーたちが大挙して押し寄せてきて、席の確保をめぐって熾し烈れつな争いが繰り広げられるからである。

　きょうの朝食は、クルミ入りのパンとブラウンシチューパイ、それにキジの腿もも焼やきにした。特に好き嫌いのないクローはメニュー選びでも悩まない。

　蜂はち蜜みつ酒しゆといっしょにトレイをテーブルに運んで食事に取りかかると、すぐにクローの隣に誰かが腰を降ろした。

「……何か用か、次長？」

　ことさら視線を動かさなくても、匂いですぐに判った。探索人事課のブラティカ・ブラボーは、いつもくわえているキセルのハーブの香りをまとっている。サーベイヤーには向かない嗜し好こうだった。

「……オルフセンの件をきっかけに、荒らされた特別書庫も含めて、ここ半年であの男が接触した情報を判るかぎり洗い出してみたのよ」

　低い声で呟いたブラティカの声はいつになく神妙だった。いつもならクローを見ると──おそらくラムに見せつける意味があるのだろうが──必要以上にべたべたとスキンシップを取ろうとするのに、けさの彼女にはそうしたふざけたところがない。

「何か判ったのか？」

「……いろいろな資料を持ち出していたけど、繰り返し持ち出していたのは、六と七、九番遺跡に関する資料だったわ」

「〝奈落シエオール〟か……」

　ちぎったクルミパンをシチューに浸して口に放り込み、クローは目を細めた。

「もしかすると、もともとはブラムワールではなく、そちらが狙いだったのかもしれないわ」

「あそこに関しては、まだほとんど何も判ってないようなものだからな。……何か大きな発見があるとすれば、あそこに眠っていると考えてもおかしくはない」

「あなたたちのチーム、頭数だけは戻ったけど……大丈夫？　あのぼうやを連れてシェオールは厳しいんじゃないかしら？　支局の内部では、いずれ有力なチームから志願者をつのって、半世紀ぶりに公式の調査団を編成して送り込もうって──」

「必要ないな」

　ブラティカの言葉をさえぎったクローは、軽く首を回して蜂蜜酒のジョッキに手を伸ばした。

「その案で行くと、ウチと〝神秘の瞳〟は全員が加わることになるだろうが、それじゃシェーラが納得しないだろう。むしろ効率が劇的に悪くなるぞ」

「けど、あなたたちだけじゃ──」

「ニコルくんの実力を懸念するのは判る。が、確かに戦闘力としては貧弱でも、生き延びるという才能に関しては、あれでもかなり高いとオレは見ている。究極の選択を迫られた時に、直感的に生き残れるほうを選べる人間だ、あれは」

「そういうものなの？　まあ、あなたがいうなら間違いはないんでしょうけど──」

「それよりもだ」

　クローは顎あごをしゃくって食堂の入り口のほうをしめした。

「──ああああああ！　ぶっ、ブラティカさん!?」

　シェーラやネフェティとともにやってきたラムが、同じテーブルに並んで座っているクローとブラティカに気づき、声を震わせてわめいた。

「どっ、どうしてブラティカさんがクロさんと仲よく朝食食べてるの!?」

「……どうしてかしらねぇ？」

　ラムの存在に気づいたブラティカは、急に真っ赤な唇を吊つり上げ、クローの肩に馴なれ馴なれしくしなだれかかった。

「偶然ここでいっしょになったのか、それともその前からいっしょだったのか──」

「そっ、その前!?　その前っていったら夜明け前じゃないですか!?　そ、それってどういう意味です、ねえ!?」

　ラムは大おお股またでブラティカに歩み寄ると、クローの顎先をこちょこちょとくすぐっているキツネ女を力任せに引ひき剝はがした。

「本当に、ゆっ、油断も隙もないんだから！　だいたい、支局の職員が、と、特定のサーベイヤーに肩入れするとか、そっ、そういうのは不公平だと思います！　ラムたちのチームにも迷惑がかかるし、やめてください！」

「あらあら……いつもながらいちいち理屈っぽいのね、あなた」

「理屈っぽいって何なんです!?　ラム、べつに間違ったこといってませんから！」

「そうムキにならなくてもいいのに。……もしかして生理中？」

「げっ、下品な……っ！」

　顔を真っ赤に紅潮させ、ラムは歯ぎしりをした。残念ながら、ラムがブラティカに口ゲンカで勝つのは無理だろう。ブラティカのほうが大人おとなだからというより、これはもう性格の問題だった。

　シチューを綺麗にたいらげたクローは、女たちの争いを尻しり目めに、シェーラとネフェティにいった。

「……きょうからまたシェオールのほうに行くぞ」

「いいのか？　確かにニコ坊も最近がんばってるとは思うけどよ、それでもまだここへ来てひと月だぜ？　早すぎねえか？」

「なら、どれだけ経験を積めば充分なんだ？」

「そういういわれ方するとさぁ、返す言葉？　もないんだけど」

　以前、〝人間嫌い〟のメンバーが五人いた頃、クローたちは何度かあのあたりの遺跡にもぐっている。その時でさえ、少しずつじりじりと、足元を確保しながら登山するようなペースでしか進めなかった。その時の過酷さを知っている少女たちの懸念はもっともだとクローも思う。

「あそこはどうもほかの遺跡とは違う気がする。だからこそ、臆病すぎるあいつを連れていったほうがいい」

「そういうもんか？」

「まあ、ものはためしだ。オレたちまで苦戦と感じるようならもうしばらく待つ」





　　　　　






　その日の昼すぎ、ドロイトン・ガング・ボンゴ新市長が突貫工事によってひとまず完成させた公営浴場を視察に訪れていた。

「むほほほほ！　なかなかいい湯加減ではないかね！　むほ、むははははは！」

　でっぷりとした腹までお湯に浸かり、ドロイトンは上機嫌で笑った。

　ドロイトンが勝手にキーンホルツ遺跡温泉と名づけたこの温泉は、専門家の検査によって、泉質的には何も問題がないことが証明された。おおむねどの種族が入浴しても害はなく、むしろいくつもの効能が期待できるとの結果が出たことで、ドロイトンは埋まい文ぶん局きよくの協力を取りつけることなく──掣せい肘ちゆうされる隙をあたえることなく計画を進めたのである。

「支局側と折衝を続けながら、一方ではひそかに労働力や資材を用意しておき、たった三日間の工事で一気に完成させるとは……なかなかおやりになる」

　腕組みをしたままあたりを警戒していたヒューバートが、入浴中のドロイトンを一いち瞥べつして呟いた。

「いやぁ、ブレイクロンドくん、こんなものは仮のものだよ、うん。このあと本腰を入れて、もっと充実した娯楽施設として完成させなければならん」

「確かにまだ壁もないありさまですが……支局側は何もいってこなかったのですか？」

「むは！　いってきたところで彼らには何もできんよ。何しろこちらは遺跡そのものにはいっさい手を出しておらんのだからね」

　四七号遺跡を潰つぶして温泉施設を建設するというドロイトンの計画に対し、キーンホルツ支局側は、遺跡自体は国の所有物であり、ゴルトハウゼンの本局と政府の判断を仰あおがなければ勝手に取り壊せないという、すこぶるまっとうな主張によって計画推進の協力をこばんできた。そこでドロイトンが考えついたのは、湧き出した熱水を遺跡から少し離れた場所へみちびき、そこに温泉施設を建設することだった。

「これならきみ、何も問題はなかろう？　遺跡は確かに国の所有物かもしれんが、それ以外の土地はキーンホルツ準州の管轄……この森は準州の所有物なのだ。そこに何を作ろうが、それは準州知事である小生の裁量に任されておる。法的にもまったく問題はない！　むふ、むほほほほほ！」

「しかし……遺跡から出たものはすべて埋文局が管理するとかいう法律があるのでは？　それを盾にしてきた場合はいかがなさるので？」

「それも問題ない。大学の法学部の先生がたにも意見を伺うかがったのだがね、人々の生活に密着しておる河川湖沼については、すべて国の所有物なのだよ」

　丸みを帯びた浴槽の縁に後頭部を預け、ドロイトンは静かに溜息をもらした。

「──そして、それらを実際に管轄するのは当該地区の首長と法にさだめられておる。つまり、キーンホルツに存在する水源を住民のために自由に活用する権利を持つのは、小生だけということだよ。むほほほ！」

　突貫工事で作らせたとはいえ、この浴場はかなり広い。森の一角を切り拓いて確保した一○メートル四方ほどの土地に、磁器のブロックとタイルで巨大な浴槽を設置してある。まだ周囲を木の柵で囲んだだけの簡素な造りだが、いずれはいくつもの浴場を用意して、同時に数百人が入浴できる施設として完成させたいというのが、ドロイトンの当面の野望だった。

「今回は支局のメンツを潰してしまう形にはなったが……しかしまあ、彼らとは今後もうまくやっていかねばならん。たとえばここの支局に登録しているサーベイヤーには、入浴料金を一割引きにしてやるとか……」

　そこでドロイトンはヒューバートを振り返り、

「ところでどうかね、ブレイクロンドくん。きみもいっしょに？」

「は？　私は市長の護衛が任務ですから、のんびり温泉に入っているわけにはいきません。いずれ休みの日に、プライベートで楽しませていただきます」

「そうか。きみは本当に真面目だな。いや、それがダメというわけではないが……それじゃあアギレッチェくん、きみはどうかね？」

「市長さん、それってセクハラですか～？」

　木の柵に寄りかかり、尻尾しつぽの枝毛を抜いていたアヌークが、眼鏡めがね越しの冷ややかなまなざしをドロイトンに投げかける。

「い、いや、別にそんなつもりは……だって、ここではアレだ、水着着用を義務づけるつもりでおるし──」

「つまり～、水着に着替えて～、小太りの脂あぶらぎったオヤジといっしょに入浴するのも業務だってことですか～？」

「ぬっ、あ、脂ぎった……？　そ、そんなに小生は脂ぎってはおらんと思うがね……」

「それって～、特別手当出ます～？　あと～、なるべく露出低くしたいんで～、水着も選ばせてもらいたいんですけど～」

「もっ、もういい！　小生ももう上がる！」

　アヌークのリアクションに軽く腹を立て、ドロイトンは湯から上がった。もともと完成したばかりの簡易温泉施設は綺麗で安全だということをアピールするために、まず新市長がみずから入浴したという事実が必要だっただけで、きょうの公務はほかにもいろいろとあるのである。

　ここだけはきっちりとした壁で仕切られた脱衣所に入り、身体を拭ふいていつものぱりっとしたスタイルに着替えながら、ドロイトンはアヌークに声をかけた。

「あー、アギレッチェくん？　次の予定は何だったかな？」

「え～と……支局の広報課長さんと警備課長さん、それに大学の先生を市庁舎のほうにお招きしての会食で～す」

「おお、そうだったな。あの顔の怖い警備課長はともかく、広報課長のおばさんは、支局の人間としては珍しく我々に協力的だからな。仲よくなっておいて損はない」

　襟もとのタイを締め、肩からマントをはおって更衣室を出たドロイトンは、まだわずかに湿っている髪を撫なでつけ、

「それと、一度ここでの遺跡探索の実態を自分の目で確かめてみたい。その件についても、あのシェトリック女史の後押しが必要だろう」

「やることが山積みですな」

「いやいや、これは別に虚勢とかパフォーマンスでいうのではないがね」

　ヒューバートとアヌークをしたがえて街への帰路を歩きながら、ドロイトンはいった。

「小生はねえ、人のためにはたらくことが好きなのだよ。……これでも若い頃は、サーベイヤーを目指す若者のひとりだったんだが」

「え～？　市長さんが～？　その背丈で～？」

「きっ、きみは本当にナチュラルに無礼だな、アギレッチェくん！　知人の紹介でなければとっくにクビだよ、クビ！　そもそも背丈は関係なかろうが！」

「え～？」

「うう、うるさいっ！　と、とにかくだね、小生は真理の探究に燃えてサーベイヤーを目指していたが、その夢をかなえることはできなかった！　だから代わりに、もっと現実的な分野で社会のために役立とう、人のためになることをしようと──き、きみもそうだろう、ブレイクロンドくん!?　そういう志がなければ、なかなか軍人などやれんものだろう!?」

「お気持ちは判りますよ、市長」

　男臭い、野太い笑みを浮かべ、ヒューバートはドロイトンの肩を叩いた。





　　　　　






　街を出て北東に五キロほど行ったところに、その遺跡はある。ニコルにとっては初めてもぐる遺跡だった。

「〝奈落〟──ですか」

　ごくりと唾を呑のみ込こみ、ニコルはその巨大な穴を覗のぞき込こんだ。

　それは、森の中に突如として口を開いた、まさに巨大な穴としかいいようがないものだった。サーベイヤーや野生の動物が入り込んで転落しないよう、周囲には頑丈な金属製の格子の柵がめぐらされていて、そこにぺたっと張りつくようにして覗き込んでも、穴の底はまったく見えない。

「穴の直径は二○メートル以上ある。深さはまったく判らん」

　隣に立っていたクローが淡々といった。

「穴の内壁は未知の金属でおおわれていて楔くさびを打ち込むことができず、いまだに本格的な探索はおこなわれていない。──五○年前のリンデンブロッホ調査団が、ここは探索に際してあまりに危険がともなうと判断し、いっさい立ち入り禁止と定めた唯一の遺跡がこの七号だ」

「確かに地獄に通じてそうな感じですけど……」

　呆ぼう然ぜんと呟いたニコルは、はっとしてクローを見上げた。

「まっ、まさかクローさん、ここにもぐろうなんて考えてるんじゃ!?」

「立ち入り禁止の遺跡にいくらもぐったところで、処罰されるだけで報ほう奨しよう金きんはもらえないだろうが。……もしもぐることがあるとしても、その時はひとりでやる」

「えっ？」

　クローはいつも何を考えているのか判りづらいけど──意地悪なことを考えている時はさすがに判る──今のクローはまったくの無表情で、どういう意図でそんなことをいったのか、ニコルにはまるで読み取れなかった。

「きょうもぐるのはあっちの九号遺跡だ」

　クローはきびすを返し、女性陣たちのほうへ歩き出した。

「このへんには、四つの遺跡が集中して存在している。そのうちひとつは浅い上に崩落で完全に埋まっているし、ひとつはああして立ち入り禁止だから、実質的にオレたちが挑戦できるのは二か所だけだ」

「クロさ～ん、手続きすませたよ～」

　大穴から一○○メートルほど離れたところにある詰所の脇で、ラムがぶんぶん手を振っていた。

「あんたらもホントに物好きだな」

　九号遺跡の審査官は、五人揃った〝人間嫌い〟の面々を見て、呆あきれ顔がおであくびを嚙かみ殺していた。

「……ずいぶんヒマそうだな？」

「そりゃそうだろ。こんなキツい遺跡にもぐろうなんてチームはあんたらくらいだ。そもそも、俺が前にここで審査手続きしたのだってあんたらなんだぞ？　ひさびさに仕事した気がするよ」

「要するに、それ以来どこのチームもここにはもぐってないってことか」

「俺が知るかぎりではな」

「ならいい」

　クローは軽く首を回し、目の前の小さな石室に入った。

「この石室は……もしかして、遺跡の一部なんですか？」

「おそらくな」

　扉のない小さな石室の中には、地下へ続く階段があるだけだった。

「さっきのやり取りからすると、クローさんたちは前にもここへもぐったことがあるんですよね？」

「ああ」

「ここってどういう遺跡なんですか？」

「とにかく深い」

　クローは先頭に立って階段を下っていく。ほとんど外の光が射さないはずなのに、こうして視界が確保できるのは、天井に点々と小さな水晶玉のようなものが埋め込まれていて、それがぼんやりと淡く発光しているからだった。

「これ……この前のゴーレムの群れがいたところにもありましたよね、こういうの？」

「仕組みは判らんが、どうせ魔導の力を利用したカラクリだろう。人が足を踏み入れると勝手に光り出すらしい。ていねいに取りはずして持ち帰ろうかとも思ったが、残しておいたほうが探索には都合がいいからな」

「それにしても──この壁といい階段といい……」

　キーンホルツの遺跡群の中には、かなり質のいいコンクリートを使用したものも見受けられるけど、ここで使われているコンクリートの質の高さは群を抜いていた。質がいいことに加えて、それを塗り固める技術もかなりのものに思える。ここの話をしてやったら、きっとニコルの父は涎よだれを垂らして自分も行きたいといい出すだろう。

「──あれ？　あ、ちょっと！」

　壁を撫でながら感心したようにうなずいていたニコルは、さっさと先に行ってしまった一行を慌あわてて追いかけた。

「ねっ、ネフェティさん！　やたらペースが早すぎません？　っていうか、やけに無警戒というか──」

「このへん？　ていうかもっと下まで？　ある程度はもう危険がないって判ってるからねぇ。先は長いし」

「長い？　ど、どのくらい深いんです？」

「アタシは地下二六階までしかいったことないけど？」

「ちっ……二六階!?」

「まあ、事前にどこにもぐるって教えてくれないクローも？　たいがい意地が悪いけどねえ」

「ほ、ホントにそんなに深いんですか……？」

「っていうか、どこまで深いかはアタシも知らないけど」

　ネフェティによれば、さっきの七号とこの九号、それにすぐ近くにある六号遺跡は、約半世紀前、キーンホルツのすべての遺跡に番号をあたえ、それぞれのリスクレベルを厳密に制定する契機となったリンデンブロッホ調査団によって、初めて調査がおこなわれた大深度遺跡らしい。

　いわゆる〝キーンホルツの闇〟と総称される地下遺跡群の大半は、せいぜいが五、六層構造で、ときどき地下一○層を超えるものもあるけど、それも全体から見ればほんのひと握りである。

　でも、これら三つの遺跡は、いずれも地下三○階を超えると想定される大規模なもので、最終的に何階まで存在するのかいまだに判明していない。というより、そもそもこれらの遺跡の探索をするチームがいないというのが現実だった。

「だ、誰も探索しない……って？」

「ほら」

　ニコルがネフェティにあれこれ聞いている間に、いつの間にか一行はもう地下八階まで到達していた。

「構造そのもの？　は大雑把で単調なのよ、ここも六号も。階段があって、降りるとがらんとした部屋がひとつあるだけで、そこからさらに下に階段が続いてて……まったく同じ作りの階段と部屋が延々と続いてるっていうか」

「…………」

　確かに単純な構造だった。どの部屋もコンクリートで白っぽく塗り固められた味気ない箱という感じで、生活感がまったくない。いくら魔導の力で明かりが確保されているといっても、その無機質さのせいでかえって気味が悪かった。

「く、下ってくだけなら楽なんですよね……？　じゃあ、どうして地下二六階までしか到達してないんです？」

「それはまあ……邪魔？　が入るからでしょ？」

「邪魔？」

「……きみはアレか、ここが最初からこんなにスムーズに移動できたと思うのか？」

　先頭をシェーラとラムに任せたクローが、ニコルを振り返った。

「これは一階ずつ邪魔な〝門番〟や罠わなを排除しながら進んできた先人たちの努力の結果だ。……まあ、オレもかなりの部分、それにあやかっているわけだが」

「でもよ、クロ公はわたしらと組む前から、何度もここにもぐってんだろ？」

「そうだな。オレが最初にここへもぐった時は、確かまだ一○階までしか到達していなかった。ためしにもぐってみたら、ひとつふたつ下の階に進んだだけで、当時の仲間がもうオレとは組めないといい出してな」

「そりゃあこんなキツいところにつき合わされたんじゃあ、なまじの腕前じゃやってけねえだろ。命がいくつあっても足りねえぜ」

「そうそう。それでクロさんが実力のある新メンバーを揃えようとしたところに、ラムとの運命的な出会いがあったのよね～」

「いいからおまえは前を見て歩け、どぶドワーフ。勝手に運命にするな」

　くねくねと身体をくねらせるラムのお尻を軽く蹴飛ばし、クローは嘆息した。

「……待ち受ける障害物も問題だが、ここはとにかく未踏破のフロアに行くまでが長いからな。だから支局の発案で、一○階ごとに拠点が置かれている」

「拠点？」

「保存食に水、薬や包帯、あとは予備の剣や矢なんかを備蓄してある程度だがな。まずは二○階の拠点まで行って、ひと休みしてから二七階を目指すぞ」

「は、はい」

　大きくうなずきながら、ニコルはクローの態度にかすかな違和感を覚えていた。

「相変わらず？　こだわってるわねぇ、クローも」

「え？　何なんです？」

「何となく？　ニコルちゃんも感じたんじゃない？」

　包帯の隙間から、よく輝く瞳がニコルを見下ろしていた。

「感じたっていうか……まあ、いつもドライなクローさんが、何だかちょっと気負ってるっていうか──そういうのは感じますけど」

「ニコルちゃんてばそういうとこは鼻が利くわねえ。ふだんはお肉の匂いしか判らないわりに」

　ネフェティはどこからか取り出した香水をぷしゅぷしゅと吹き、小さく笑った。防腐剤と防臭剤をブレンドしたという香水の独特の香気が、あたりにふわっと広がってすぐに消えていく。

「……理由は誰にもいわないけど、どうもクローは、ここに強いこだわり？　か何かがあるみたいなのよね。固執してるっていうか」

「そ、そうなんですか？」

「でなきゃ、ロクにもうけの出せない遺跡に何度もメンバー揃えて挑戦なんかしなくない？」

「もっ、もうけが出せないって何ですか、それ!?　ぼく聞いてないですけど!?」

「だからぁ、ここは厄介な罠とかがしつこく仕掛けられてるわりには、支局に持ち帰れるものがほとんど見つからないのよ。……もちろん、未踏破部分の地図を作ればそれだってお金にはなるけど、ここの場合は先に進むのがとにかく面倒？　だからそれもなかなかうまくいかないし」

　こそこそと低い声でしゃべっていたネフェティは、ふと気づいたように、

「……そもそもニコルちゃん、ここのリスクレベル知ってる？」

「え？　ま、まさか──八、とか……？」

　ネフェティは無言で大きくうなずき、まるで墓前に祈りをささげるかのように両手を組み合わせた。

「じょっ……じゃあどうしてそんなところにもぐるんですか!?　未熟者のぼくへの嫌がらせですか!?」

「まあ、アタシはね？　この呪いを解く方法を捜すのが目的だから、とにかくまだ誰も足を踏み入れたことのない遺跡に行くのはアリだし、シェーラは自分を鍛えるためなら手て強ごわい遺跡もどんと来いって単純な子だし、ラムちゃんはそもそもクローの行くところなら喜んでついていくから──ねえ？」

「ぼっ、ぼくは違いますよ、ぼくは！」

「でもまあ仕方なくない？　クローが大丈夫って判断したなら大丈夫だと思うし。……どうしてもイヤなら、二○階で荷物番？　とかしてたら？」

「う──！」

　危険は冒したくないけど、だからといって名ばかりの五人目、荷物番もやりたくはない。ことに、最近はそれなりに地力がついてきたという自負のあるニコルとしては、ここで怖おじ気けづいたと思われたくはなかった。

「ま、まあ、そういうことなら、ぼくもごいっしょしますよ、ええ！　ぼくの実力を買ってくれたクローさんの判断をぼくも信じましょう！　レベル八くらい、どっ、どうってことないですよ、ええ！　何しろチームプレイですからね、探索っていうのは！」

「はいはい、頼もしい頼もしい」

　ぱちぱちとまばらな拍手を背に受け、ニコルはバックパックを揺すり上げた。

　確かにクローがいうように、ここの遺跡はとにかく深く、そのぶん移動距離が長い。二○階にたどり着いた時には、ニコルはもちろん、ラムやシェーラまで心なしかうんざりした表情を浮かべていた。

「水や携帯食料はここに置いていくぞ。少しでも身軽になったほうが、体力の消耗をふせげるからな」

　だだっ広い部屋の隅に置かれていた木箱を覗き込み、クローはいった。

「……ここの保存食は交換されたばかりだな。あの審査官、ヒマそうにしていたわりにはちゃんと仕事をしてるじゃないか」

「支局のほうで手配してくれるんですか、そういうの？」

「ここにかぎってはな。いつ誰がもぐってもいいように、ひと月に一度、新しいワインと保存食、消耗品を補充してくれる」

　ドライソーセージを取り出し、ニコルに一本投げ渡したクローは、軽く首を回して深呼吸した。

「空気にも妙な臭いはついていない……わけの判らん生物が入り込んで巣にしているということもなさそうだな」

「こんな地下深いところに巣を作る生き物なんかいねえだろ？」

「とは思うが……一応な」

　水分補給と軽い食事をすませた一行は、装備を軽くしてふたたび階段を降り始めた。

「いいか、ニコルくん」

「な、何です？」

「この遺跡には〝門番〟タイプのゴーレムが各階に配置されている」

「それって、この前の遺跡の隠し通路にいたようなアレですか？」

「ああ」

　遺跡の要所要所に配置され、ひとたび侵入者を感知すれば自動的に動き出して撃退行動に移るゴーレムを、サーベイヤーたちは俗に〝門番〟と呼ぶらしい。みんなが田舎いなか田舎とさげすむワジールの遺跡では、まったく見かけなかった強敵である。

「みなさん、以前は二六階まで降りたことがあるっていってましたけど、じゃあ……？」

「そこから下に降りたとたん、そいつが動き出す。そのほかにも侵入者を感知して攻撃してくるカラクリがあるが、まあ、きみはどのみち戦力には数えていないからな。後ろで見物でもしていろ」

「えっ？　いいんですか!?」

「……嬉うれしそうだな、ニコルくん？　頰ほおがゆるんでいるぞ」

「え？　そ、そんなことないですよ、イヤだなあ」

　ニコルは自分の頰をマッサージしながら、さりげなく一行の一番後ろへ移動した。

「──行くぞ」

　二七階へと降りてきたクローは、階段と部屋をへだてているサビのない金属のドアのノブに手をかけた。





















　地下二七階に躍り込んだクローは、ひとつ上の階を攻略した時の記憶を掘り起こし、内部の構造がまったく同じだということを瞬時に確認した。なら、罠わなやゴーレムの配置にも大差はない。

「来たぜ、クロ公！」

　同時に踏み込んだシェーラの背中から四つのガントレットが分離して飛ぶ。その正面には、侵入者に反応して動き出す奇妙な金属の箱があった。世のゴーレムは動く石像であることが多いが、ここで侵入者を待ち受けている〝門番〟は石よりもはるかに硬い金属でできている。石のゴーレムのようにたやすくは動きを止められない。

「そいつの相手はラムとシェーラに任せる」

　いいざま、クローは両手に持っていたショートソードを壁の上のほうに向かって投げつけた。

「！」

　つるりとした壁の上のほうに、横に細長い隙すき間まが音もなく開き、そこから明るいオレンジ色の細い光が走った。

　鋼のゴーレム以上に厄介な、この九号遺跡に特有の危険な罠──これこそが調査鑑定士サーベイヤーたちが〝矢狭間ムルトウリエ〟と呼ぶ、侵入者を無差別に攻撃する魔導のカラクリだった。侵入者を感知してゴーレムが動き出すのと同時に、四方の壁にこの矢狭間が開き、そこから魔導による灼しやく熱ねつの矢が立て続けにほとばしるのである。

　開いた矢狭間にショートソードの切っ先をめり込ませたクローは、炎の矢をかわしながらワイヤーをあやつって得物を手もとに引き戻すと、すぐさま別の矢狭間へと投げつけた。

「ひぇあ!?」

　鼻先を熱い矢がかすめ、足元に黒く残った焦げ跡を見たニコルが悲鳴をあげた。

「ニコルちゃんは部屋の外に出てて！」

　ネフェティが包帯の巻かれた腕をひらめかせると、そこからこぼれ落ちるように無数のスカラベが飛び立ち、淡い燐りん光こうを放ち始めた。

　その直後、クローやシェーラたちに集中していた炎の矢の狙ねらいが急に乱れた。

「一分？　か、もっと短いかも！」

「……充分だ」

　ネフェティのスカラベは、矢狭間からの狙そ撃げきの狙いを散らすための囮おとりだった。一匹一匹のスカラベは、矢に撃たれればすぐさま燃え尽きてしまうが、すべてが消滅するまでにはそれなりの時間を稼いでくれるだろう。

　クローはワイヤーでつながれた双剣を自在に振り回し、残りの矢狭間を次々に潰つぶしていった。

「──ラム公！　わたしが押さえてるうちにブッ叩たたけ！」

「判わかった！」

　金属の箱をつなぎ合わせてどうにか人の姿をかたどったようなゴーレムの四し肢しを、シェーラの四本の腕が押さえ込んでいる。それでもその動きが完全には止まっていないのは、それだけこのゴーレムの力がすさまじいということだろう。

　そこに、ラムが大きくジャンプして斬りかかった。彼女のスピードと、魔導によって強化されたパワーに加え、斧おのの柄を長く伸ばして遠心力を最大限に引き出した、前方宙返りからの一撃が、ボディとくらべればとても小さいゴーレムの頭部を叩き潰す。












「六ろつ臂ぴ岩がん砕さいの型かたァ！」

　その直後、浮遊するガントレットが恐るべき速さの連打を繰り出し、ゴーレムのボディを見る影もなくへこみだらけに変えていく。耳をつんざくような轟ごう音おんがやんだ時、大きくゆがんだゴーレムは完全に動きを止めていた。

「……久しぶりだったわりには悪くない」

　熱で焼け焦げた剣の切っ先を確認し、クローはひとりごちた。

　以前、地下二六階に挑戦した時は、五人目が攻撃的な魔導を使えるメンバーだった。そのメンバーがニコルと入れ替わったことを考えれば、実質的にひとり足りない状態で挑んだことになる。それでいてさほど手こずらずにすんだということは、ほかの四人の実力が以前より上がったと考えていい。

　ふと見ると、ニコルが戸口から顔だけを覗のぞかせて首をすくめている。このコンクリートの箱の中での戦いを初めて見たのであれば、唖あ然ぜんとするのも無理からぬことだろう。

「アレか、ニコルくん。怪け我がでもしたか？」

「い、いえ……ちょっと前髪が焦げ臭くなっただけで……」

「それはよかった」

「あ、あの……」

「何だ？　少し休んだら次に行くぞ？」

「いや、何ていうか──ここだけ、その、い、異質すぎないかなって……」

「当然の感想だ。ここへもぐったサーベイヤーの誰だれもがそう思うだろう。……が、その疑問をオレにぶつけられても何とも答えようがない。オレは専門家じゃないからな」

「おいクロ公、休憩が必要なほど疲れてねえだろ？　得物に問題がないんならさっさと先に進もうぜ。三○階くらいまでは行くだろ？」

「ああ」

　この遺跡にもぐっても、金銭的なリターンはほとんど望めない。たとえリスクレベルが低くても、ほかの遺跡にもぐるほうがよほど稼げる。にもかかわらず、ここにこうして定期的にもぐるのは、いわばクローのわがままだった。ほかのメンバーをそうたびたびつき合わせるわけにはいかない。

　きょう地下三○階まで到達したとして、次にまたここへもぐれるのはいつになるのか──最下層にたどり着けるのはいつになるのか、それはクローにも判らなかった。

「──？」

　ラムとシェーラを先行させ、一行の最後尾について階段を降りようとしたクローは、ぼんやりとした照明の明かりを跳ね返す何かが落ちていることに気づいた。

　それは、ずいぶんとくすんだ一枚のコインだった。

「…………」

　この九号遺跡には一度ならずもぐったことのあるクローだが、先行して全滅したサーベイヤーたちの所持品を除けば、ここで何かしらの生活感を感じさせるものを拾ったのは初めてだった。それも、ほかの遺跡でも見たことがない珍しいコインである。

「どうしたんですか、クローさん？」

　階段の下のほうで、ニコルがクローを見上げていた。

「……何でもない。ブーツの中に小石が入って気持ちが悪かっただけだ」

　コインをポケットに押し込み、クローは仲間たちを追いかけた。





　　　　　






　若い頃にサーベイヤーになりたかったというのは噓うそではない。

　が、いろいろと足りないものが多すぎた。

　結果として、ドロイトン・ガング・ボンゴは学問の道に進み、大学まで出て、今は政治家としてそれなりの成功を収めつつある。

　それでもこうして理由をつけて遺跡にもぐってしまったのは、やはり若い頃の挫ざ折せつが小さな棘とげとしてどこかに刺さっていたからなのかもしれない。

「市長さ～ん、ナニをカッコつけて『フッ……』とか笑ってるんです～？　ぜんぜん似あってないですけど～？」

「なっ、何をいい出すのかね、アギレッチェくん!?」

　慌あわてて否定したドロイトンの声が、暗い通路に大きくこだまする。

「べっ、別に小生は、に、ニヒルに笑ってなどいないが!?」

「ニヒルとはいってませんけど～？」

「と、とにかく！　ちゃんと前を向いて歩きたまえ！」

　照れにうわずる声を必死に低く抑え、ドロイトンは咳せき払ばらいをした。

「そう緊張なさらずとも大丈夫です、市長」

　先頭を歩いていたエルフのサーベイヤーが、ドロイトンを振り返って微笑ほほえみかけた。

「──万が一の場合に備えて我々がいるのですから」

「そ、そうか……いや、あなたがたのような腕うで利ききのチームにご同行いただけてありがたいかぎりだよ。あなたがたには世話になってばかりだが」

　遺跡探索の実態を我が目で確かめたいとねじ込んだドロイトンに対し、支局がガイド役に〝神秘の瞳エイ・ミステイク〟をつけるという条件で、しぶしぶもぐる許可を出したのが、この五五号遺跡だった。チームリーダーのルキナ・バーコフの言葉を借りれば、「完全に安全というわけではないが、人を死にいたらしめるほどの危険な生物もトラップも存在しない遺跡」ということらしい。すでに多くのサーベイヤーたちがここで経験を積み、次のステップに進んでいったという。

「キーンホルツの遺跡というのは……どこもこのように緻ち密みつな構造なのですか？」

　ドロイトンの隣に張りついていたヒューバートが、あたりを見回して溜ため息いき混じりに尋たずねる。

「どういうことかね、ブレイクロンドくん？」

「いや……私も軍にいた頃、何度か地方の遺跡に足を踏み入れたことがあるのですが、そこはもっと作りが荒いといったらいいか──ここほど洗練されてはいなかった記憶があります」

「ほう？」

「ああ、それは俺おれたちも感じます」

　一行の最後尾についていたサブリーダーのフラガ・バーコフが、ヒューバートの疑問に大きくうなずいた。

「俺たちも、あちこちの街で遺跡にもぐってきましたが、やはり建築物としての質は、キーンホルツの遺跡群がもっとも高いように感じますよ。現存する遺跡の数も段違いだし、このキーンホルツこそが古代ベルーガ文明の中心地だというのが、学界でもっとも有力視されている学説なんです」

「なるほど……つまり、古代においてはここが王都であり、人々の暮らしももっとも豊かで進歩したものだったということですな？　ふむ、むふふふ……ロマン！　これぞロマンですな！」

　もともとサーベイヤーになる夢をいだいていたドロイトンだから、古代文明に対する憧しよう憬けいも人一倍ある。隙間なく石のブロックを並べた通路の床や壁にも、古代人の知恵や技術がそそぎ込まれているのだと思えば、大人おとなげもなくワクワクしてくる心持ちを抑えきれない。

「む、むむむ……！　や、やはり小生は、このロマンをもっと広く人々に知らしめたいと思うのだが、どうだろう？」

「どう……とおっしゃいますと？」

「こうして腕利きのサーベイヤー諸氏をガイドにつけて、一般人に古代遺跡の何たるかを体験してもらうツアーのことだよ。ここの支局には計画案を提出したのだが、けんもほろろに断られてしまってね」

「それはまあ……仕方ないと思いますが」

　フラガが苦笑混じりにかぶりを振る。

「キーンホルツの遺跡の大半は、素人しろうとを連れてもぐるには不向きな危険なものばかりなんですよ。ツアーを組むにしても、それはやはり、完全に罠を排除して踏とう破はし終えた遺跡でないと……」

「むむむむ……！」

　支局側がドロイトンの計画を蹴るために持ち出してきた資料は、遺跡探索中に怪我をしたり死亡したりしたサーベイヤーたちのデータだった。もしここにツアーと称して一般人の観光客を放り込めば、犠牲者の数は確実に跳ね上がる。せっかく呼び込んだ観光客を危険にさらすなど本末転倒、それゆえにドロイトンも、すごすごと計画案をひっこめざるをえなかった。

「確かに俺たちも、市長のおっしゃるロマンというのは理解できますが……」

「現場の人間からそういわれると、確かに小生も返す言葉がない。それではまた別の手で行くか」

「え～？　偶然湧き出た温泉のほかに、まだ何か策があるんですか～？」

「……本当にきみはちょいちょい無礼だな、アギレッチェくん」

「それじゃ具体的なものがあるんですか～？」

「無論、小生の計画の欠点が安全性という部分にあることは判っていた。なればこそ、その点をクリアした次善の案も考えてある。つまりだな……本物そっくりの遺跡を作るのだよ」

「本物そっくりの遺跡～？」

「うむ。本物の遺跡が一般人には危険だというのなら、遺跡のレプリカを作ればよい。それなら安心してもぐれるではないか」

　本物のクマは危険だが、クマの剝はく製せいや細密画なら、何の危険もなく間近で眺めることができる。理屈はそれと同じだった。

「それはまた……大がかりな計画になりそうですな」

「いやいや、何も本物と同じサイズで作らなくてもよいのだよ。この街に来た観光客たちに、遺跡とはこういうものなのだという空気を感じてもらえるような──キモの部分を再現することが大切なのだ。そこに、実際に遺跡で発見された遺物などを展示しておくのもよい」

「それは……王都で建設計画が進んでいる、博物館というものではありませんか？」

「おお、さすがはキーンホルツ一のチームのリーダーだ、ご存じでしたか」

　実際にゴルトハウゼンでは、各地の遺跡から送られてくるおびただしい数の遺物を判りやすく分類し、見やすく展示するための施設の建設計画が持ち上がっている。完成の暁には、ゴルトハウゼン古代文明博物館と命名されるらしい。

「──もっとも、あちらは単に遺物をガラスの箱にしまって見物させるだけのものですが、小生が考えておるのは、遺物を展示する建物そのものが、遺跡を再現した巨大な展示物だということです。遺跡の構造や罠、そしてそれらをサーベイヤーがどのように乗り越えていくのか、そういったことまで判りやすく説明できるような学術施設こそが、人々の興味を惹ひくものと信じております。むっふっふっふ……」

「それならば確かに……面白そうなものができそうですね」

「わざわざ遺跡のレプリカを作るまでもなく、キーンホルツには街の中にいくつか小規模な遺跡がありますからね。危険な罠や生物を完全に排除した上で、そこを改築すればいい」

「なるほど、それなら建築費も抑えられて好都合。遺物の解説員として引退したサーベイヤーを雇用するのもよいですな。むふ、むほほほほ！」

　ドロイトンが得々として自分の考えを披ひ瀝れきしていると、ルキナとともに先頭を歩いていたヒューマンの戦士が、ふと足を止めて天井を見上げた。

「……何か？」

　ヒューバートがすかさずドロイトンをかばうような位置に立つ。大柄な戦士──キルガレンは、眉み間けんにしわを寄せ、

「今、妙な音が──」

　低くしわがれたその声を塗ぬり潰つぶすかのように、その時、轟音とともに床と天井が崩れ落ちてきた。





　　　　　






　ふたたび地上に戻ってきた時、日はすでに西に傾いていた。森では街よりも夜の訪れが少し早いような気がするが、それでも、日暮れまでには街に戻れるだろう。

　ただ、肉体的な疲れというより、精神的な疲れのせいで、少し身体からだがだるい。九号遺跡にもぐる際の緊張感は、明らかにほかの遺跡のそれとは違っていた。

「それにしても……みなさんすごいですよねえ」

　背中のバックパックを重たげに揺すり上げ、ニコルはうんざり顔で嘆たん息そくした。

「──ぼくなんか、ただ後ろでひやひやしながら見てただけなのにこんなに疲れてるんですよ？　よくあんなのと戦えますよねえ」

「ま、何ごとも修行だ、修行」

　シェーラは肩をぐりぐりと回した。

　確かにこの遺跡にもぐっても稼ぎにはならないが、自分の強さを確認することはできる。前にもぐった時より自分が強くなっていることが判って、シェーラはそれだけで満足だった。

「ねえ、クロー」

　ふりふりお尻しりを振りながらシェーラとニコルの前を歩いていたネフェティが、先頭を行くクローに尋ねた。

「──ホントにあの遺跡って、底？　っていうか最下層？　があるわけ？」

「ないということはないだろう」

「アナタの目標はどうなのよ？　やっぱり最下層まで行きたいの？」

「ああいう見返りの薄い遺跡だからこそ、誰かが自己犠牲の精神で探索する必要があるんだ。オレは純粋に学問の進歩のためにもぐっている」

　振り返りもせず、クローは即座に答えた。だけど、これほど心に響かないセリフもない。別にシェーラだけではなく、おそらくニコルやネフェティも、今の言葉を白々しく思ったことだろう。あまりに噓臭くさい今のセリフを聞いて「クロさんて意外に真ま面じ目め♥」などといいつつ腕にすがりつくのはラムくらいのものだ。

　ニコルは眉をひそめ、シェーラに耳打ちした。

「……何なんですかね、クローさんのあのセリフは？」

「たぶんあいつには、あの遺跡にこだわる深い理由があるんだろ？　ただよ、それを素直に他人に明かすヤツじゃねえし」

「他人の事情にずけずけ踏み込むなってことですか」

「にしても、あいつの場合はあまりに秘密主義だけどな」

「そもそもクローさんて、昔からああいう人だったんですか？」

「昔っていっても、わたしらがクローと組むようになったのだって去年からだからな。まだ一年くらいのつき合いしかねえし。──いつもの酒場の女将おかみにそれとなく聞いた感じじゃ、二年くらい前にふらっとやってきたみてえだぜ？」

「え？　じゃあ、よその街の出身なんですか？」

「あいつもはっきりとしたこといわねえから確証はねえけど、あいつのガキの頃のことを知ってる人間がこの街にいねえってことを考えると、そうなんじゃねえの？」

　少なくとも、シェーラが自分を磨く場としてキーンホルツにやってきた時には、すでにクローはいろいろと有名なサーベイヤーだった。

「この中で一番クローとつき合いが長いのはネフ公なんだが、たぶんあいつだって、クローの過去は知らねえはずだ」

「そうなんですか……」

「でな、ここからがわたしの推測なんだがよ。──おめえ、絶対によそでいうなよ？」

「は、はい？　何です？」

「わたしはよ……クローは支局長の隠し子なんじゃねえかって睨にらんでるんだ」

「か──」

　ニコルは慌てて自分の口を押さえ、梢こずえ越ごしの西日を受けるクローの背中を見やった。

「何か理由があって、支局長が自分で育てられなかったんじゃねえかなってな。……その息子むすこがデカくなって、母親に会うためにサーベイヤーになってここへ来た──支局長の若い愛人てウワサよりありえると思うけどな」

「た、確かに、クローさんが名字を名乗らないのも、支局長の不利になりそうなトラブルを命を懸けてまでたびたび解決するのも……ふ、ふたりが親子だって考えれば、ありえなくはないですね？」

「でもまあ、ンなこと本人に聞けねえしな」

　声をひそめるニコルの背をばしっとはたき、シェーラは含み笑いをもらした。これ以上あれこれ邪推するのは、聞こえよがしに愛人の噂うわさを口にする連中と大差なくなってしまう。

「──将来、そのへんが明らかになって、もしわたしの予想が当たってたらよ、その時はおめえが一杯奢おごれ。もしはずれてたらわたしが奢ってやる」

「あー……まあ、そのくらいなら──」

「じゃあこの話は終わりだ。おたがい、他人の素す性じようを詮せん索さくしてる場合じゃねえしな」

　クローが何者であろうと、自分自身が強くなるという目標に向き合っていられるうちは、このチームを離れるつもりはなかった。このところ何となくぎくしゃくしてしまっているが、そろそろネフェティとの関係改善を考える時期かもしれない。ニコルと並んでネフェティのお尻を眺めながら、シェーラは何となくそんなことを考えた。

「……何？」

　その時、ネフェティが後ろを振り返った。

「ねっとりした物欲しげな視線？　をさぁ、さっきから感じるんだけど？」

「もっ、物欲しげな視線なんて、ぼっ、ぼくじゃないですよ、それは！」

　ニコルは即座に否定してシェーラの背後に隠れた。

「──だっ、だいたいネフェティさんは、マミーになりかけとはいえ、れっきとしたヒューマンでしょう？　ぱっ、パイパンの人間はぼくの好みじゃないっていってるじゃないですか！　ぼくは短毛種の女性が好きなんですっ！」

「それってすっごく失礼じゃない？」

「何とでもいってください！　ぼかぁ尻尾しつぽの生えてないお尻に欲情するようなヘンタイじゃないんです！　──そ、そもそもシェーラさんでしょ、物欲しげな視線て！」

「え？　わ、わたしかよ!?」

「そうですよ！　同じパイパン女性として、ああいうぷりんとしたお尻がうらやましいんでしょ、シェーラさんは！　素直にそういえばいいじゃないですか！」

「あー……まあ、シェーラがうらやむのも判る？　っていうか、当然？　だけどさぁ」

「へっ、別にうらやましくなんかねえけどな」

　唇を吊つり上げ、シェーラは鼻を鳴らした。

「おめえだってウチのねーちゃん知ってんだろ？　あいにくだけどよ、あれがわたしの数年後の姿なんだぜ」

「うっ、ウソだあ！」

「……どうしておめえが絶叫してまで否定する？」

「だ、だって──うぐっ！」

　シェーラに脇腹を小突かれたニコルは、痛みに身をよじりながらもネフェティのほうへ逃げていった。

「い、今の時点でぼくより背の低いシェーラさんが、ほんの数年で、あっ、あんなにすらっとするはずないでしょ!?　だったらぼくだって、もっと積極的に背が伸びてもいいはずですよ！」

「そうよねえ。シェーラがあんなスタイル抜群の美人になれるなら、中身？　はともかくとして、ニコルちゃんだってお父さん似の美男子になれなきゃ不公平よねえ」

「ちょ、ちょいちょい引っかかる部分はありますけど、とっ、とにかくそういうことです、おおむね！」

「あー、はいはい、好きにいってりゃいいだろ。おめえらにもそのうち判るだろうぜ、わたしのオンナとしてのポテンシャルがどれほどのものかってな」

　憎まれ口を叩きながら、シェーラは内心、ほっと安あん堵どの吐息をもらしていた。

　何となくその場の流れで、ネフェティといつものように会話することができた。きっかけを作ってくれたのはネフェティで、ニコルが咄とつ嗟さにシェーラを巻き込んでくれたおかげだと思う。サーベイヤーとしての実力とはまた別のところで、シェーラが自分よりネフェティのほうが大人だと感じるのは、結局はこういう部分だった。シェーラでは、あんなふうにさりげなく、いつもの他た愛わいないやり取りに持っていくことはできなかったかもしれない。

「──ねえ、今晩のごはんどうする？」

　雪解けの空気を感じているのかいないのか、ラムがシェーラたちに提案した。

「今夜はひさしぶりにいつものお店に行かない？」

「〝東の明星亭〟ですか？　確かに前にオススメされたヒツジのシチューは絶品でしたからね。きょうはもっと野趣あふれる肉にしましょう！」

「アナタ、いつも野趣あふれるお肉ばっかり食べてるじゃない」

「だよなあ。おめえ、ここんとこ毎日、食堂行くとかならずイノシシ肉の料理を選んでるじゃねえか。アイアンバックより野趣あふれる肉って何だよ？」

「勝手に話を進めるな。……そもそもきょうは一ギルダンも稼いでいないのに、酒場で騒ぐ余裕があるか」

「それをおめえがいうなよ、クロ公」

「きょうの稼ぎがないのだって、アナタの学問的？　な義務感とやらのせいでしょ？」

「だったら……うん、きょうはクロさんに奢ってもらえば丸く収まると思うの」

「……おまえも何をいっているんだ、どぶ？」

「や～ん！　せめてドワーフってつけて！　どぶだけだと聞こえがよくないから！」

「大差ないと思いますけど……」

　クローとラムのやり取りに苦笑していたシェーラは、その向こうから、どこかくすんだ白衣姿のウルフリングがやってくるのに気づいた。初めて見る獣人の男だが、どことなく見覚えがある。

「おーい！　ニコルー！　おーい！」

　こちらに気づいたウルフリングの男が、包帯の巻かれた右手をさかんに振り始めた。確かニコルの父は、白衣を普段着にしている冴さえない学者だと──ほかならぬ息子の口から──聞いている。

「おい、ニコ坊。ひょっとして、ありゃあおめえの親おや父じじゃねえのか？」

「え？　ああ……はい、そうです。──どうしたんだろ？　料理に失敗して指でも怪我したのかな？」

「おめえんちの親父は、それをわざわざ息子に報告に来るのか？　っていうか、仕事はどうしてんだよ？」

「そういえば、きょうは何か特別な仕事があるって朝いってたような──」

「いやー、よかった！　みんな無事だったんだな！」

　息を切らせて駆けてきたニコルの父は、息子を見て安堵の表情を浮かべた。

「え？　コルくんのおとうさん？」

「そういわれると、確かに全体的な雰囲気？　がそっくりよねえ。……種族として規格外というか、種族イメージを裏切るガッカリ感？　というか。ブラティカ次長がご執心だっていうから、てっきり美男子だと思ってたのに」

「確かにこの父にしてこの息子ありって感じだな」

「はっはっは！　おまえのチームの人たちはみんな冗談がうまいな、ニコル」

「……冗談じゃないと思うよ、ぼく」

「取ってつけたような親子の会話は家でやってもらうとして、きょうはまた何の用だ、教授？　フィールドワークに出るには遅すぎる時間帯だと思うが──」

「それによ、ニコパパ……あちこち怪我してるじゃねえか」

　よく見てみれば、ニコルの父は右腕だけでなく左腕にも、肘のあたりから手首にかけてしっかりと包帯を巻いていたし、鼻の頭や頰ほおには絆ばん創そう膏こうを貼っている。

「いや、それがねえ……きょうは遺跡探索の実態を見たいという市長のワガママにつき合って、五五号遺跡にもぐってきたんだが」

「とうさんもいっしょに？」

「市長と護衛役の大男に、秘書のお嬢さん、あとは探索のガイド役として、〝神秘の瞳〟の──」

「────」

　予想外のタイミングで姉の話題を持ち出され、シェーラの鼓動が瞬間的に速くなった。

「あのチームをガイドにつけて五五号遺跡にもぐって、それでどうして怪我なんかしたんだ、あんたは？　あそこはそんなに危険な遺跡じゃないだろう？　階段でつまずいて転んだのか？」

　クローが冷ややかな視線でニコルの父を見つめる。

「いや、それが、探索中にいきなり通路の天井が崩落したんだよ」

「ほっ──ねーちゃんとにーちゃんは!?」

「うわ!?」

　シェーラはニコルの父に飛びつき、ゆさゆさと襟首を揺さぶった。

「〝神秘の瞳〟のリーダーとサブリーダーは？　無事なのか!?」

「だだだ、だいっ、だいじょぶっ、ぶ、無事だよ！　ま、まったくの無傷ってわけじゃなかったが、か、かすり傷ってところで──い、今頃は、医務課で手当をしてもらってるはずだよ……っ！」

「そ、そうか……」

　シェーラはほっと溜息をつき、ニコルの父の身体から飛び降りた。

「……まあ、あのふたりなら、そうそうドジは踏まねえだろうしな」

　今すぐ姉たちの様子を見にいきたいという気持ちはあったが、ただ、これまでのルキナとの過去が、いまだにシェーラをためらわせていた。

「シェーラさぁ、そんなに無理しなくてもいいんじゃない？」

　うつむいてしまったシェーラに、ネフェティがいった。

「……っ！」

　また自分のテリトリーに不ぶ躾しつけに踏み込まれたような気がして、シェーラはネフェティを睨みつけた。しかし、こちらに背を向けているネフェティの姿が、シェーラにはなぜかさびしげに見えた。

「今回？　はさぁ、たまたま運がよかっただけかもしれなくない？　こんな稼業を続けてたら、どこでどんな事故に遭うかも判らないんだし、だったら会って話し合える時にとことん話し合ったほうがいいって思うけど？」

　だいたい──と、ネフェティは溜息混じりに続けた。

「アナタはゼイタクなのよ。世の中には、家族に会いたくたって会えない人間だっているんだから。すぐそばに家族がいるって、実感？　しにくいかもしれないけど、すっごく恵まれてることだと思う」

「ネフ公……おめえ……」

　神妙な面持ちでネフェティの言葉を聞いていたシェーラは、大きくうなずいてきびすを返すと、街へ向かって走り出した。支局まではまだ三キロ以上あるはずだが、今の身体の軽さなら、ものの一○分もかからずに到着するだろう。

　姉たちに会ったら何を話そうか──これといった考えもまとまらないまま、シェーラは走り続けた。





　　　　　






　シェーラの姿が遠ざかっていくのを見送り、ニコルはぽつりと呟つぶやいた。

「それにしても、ぼく、ネフェティさんが天てん涯がい孤こ独どくだなんて知りませんでしたよ」

「天涯孤独？　って、誰が？」

「は？　ですから、ネフェティさんが──」

「誰がそんなこといったの？」

「え？　いや、でも、さっきの口ぶりだと、ネフェティさんには家族がいないみたいなふうに聞こえるっていうか……」

「アタシの家族は田舎いなかにいるわよ？　ふつうに。ただ、そこまで会いたいって思わないから、何年も帰ってないだけで」

　悪びれるどころか、ネフェティは呑のん気きにあくびまでしている。ニコルはネフェティを見上げ、軽く地じ団だん駄だを踏んだ。

「じゃっ、じゃあさっきのは何なんです!?　ちょっとしんみりして、ぼ、ぼく、軽く涙ぐんでたのに……あれはウソだったんですか!?」

「別にウソついてなくない？　あくまで一般論？　をいってみただけだし、それを聞いて想像力をたくましくするのはそっちの勝手だし」

「ひ、ひどいな！　こうなるって判ってて、わっ、わざとミスリードするようなことをいうんだから！　ことと次第によっては、こっ、告発しますよ、ぼかぁ!?」

「あ～、いいんじゃなぁい？　アナタにとっての告発って、ちょっとした健康法みたいなもの？　だもんねぇ。告発健康法」

「なっ、何ですか、その健康法って!?」

「そう激げつ高こうするな、ニコルくん」

　クローがニヤついた笑みとともにウルフリングの少年をなだめた。

「……別にあいつは噓はいっていない」

　ラムとおしゃべりをしながらふたたび歩き出したネフェティの背中を見やり、クローは小さな声でいった。

「考えてもみろ。あんな変わり果てた姿で、家族のもとに帰れると思うか？」

「あ──」

　それが当たり前のようになってしまって、つい忘れがちになっていたけど、ネフェティは呪いによってマミーになりかけてしまっている。サーベイヤーを続けているのも、その呪いを解く方法を捜しているからだった。

「そうか……ぼく、悪いことをいっちゃったのかな……」

「何も悪いことはいってないと思うが」

「でも──」

「そもそも自分のしくじりでミイラになりかけたなんて話、恥ずかしくて親にも打ち明けられんだろう。特にあいつは見栄張りだしな。オレがあいつの立場でも、家に帰ろうとは思わん」

「そ、そういうことじゃなくてですねえ──」

「──ねえ、ニコパパさーん」

　眉間にしわを寄せるニコルのセリフをさえぎるように、ラムが呑気な声をあげた。

「結局ニコパパさんは、どうして息を切らせてここまで走ってきたんです？　怪我をしてるなら家でおとなしく寝てればいいのに」

「あ、そうだ、忘れてた」

　ごく当たり前のように、父パウルは一行の最後尾にくっついて歩いている。ニコルは父を振り返り、あらためて尋ねた。

「──別にそこまで大騒ぎするほどの怪我じゃなさそうなのに、いったいどうしたの、とうさん？」

「なっ、何をいう、ニコル!?　最近あちこちで落盤だの崩落だのが起こっているから、おまえが心配で駆けつけてきたんじゃないか！」

「え？　そ、そうだったの？」

「そうだよっ！　特にきょうは、何やらリスクレベルの高い遺跡にもぐっていると聞いたから、とうさんはいても立ってもいられず──さ、さっきあのミイラくんがとてもいいことをいったのに、おまえの心には響いてないのか!?　家族がそばにいることのありがたさが、おまえには判ってないっ！」

「ちょっと～、ホントに失礼？　な親子じゃない？　息子どころか父親のほうまで初対面で人のことミイラっていったし～」

「とっ、とうさん！　ネフェティさんはミイラじゃなくて、ミイラ女になりかけの人間なんだよ！　古代の呪いでそうなっちゃっただけなんだよ！」

「む？　そういわれてみれば……本物のミイラよりは生っぽい匂いがするね、確かに。本物のミイラはもっとこう、コショウやシナモンの匂いが強いんだよ。防腐剤と虫むし除よけに大量に使うからね」

「…………」

　あからさまに不機嫌そうなネフェティの周りを、パウルが鼻をくんくんさせながらうろついている。仮にも若い女性の匂いを嗅かぎながら、匂うだの匂わないだの、これまたヒドく失礼な気がするけど、学者としての探究心を何より優先するパウルはまったく気づいていない。かたわらではらはらしているニコルも、ネフェティの放つ雰囲気が怖くて、おいそれと指摘できなかった。

「──ところで教授、その事故のことなんだが」

「うん？　何かね？」

　クローの問いに、ようやくパウルが失礼なフィールドワークを中断する。ニコルはほっと胸を撫なで下ろすと、声には出さず、ネフェティに向かって何度も頭を下げた。

「あんたはその程度の怪我ですんで、シェーラの兄弟もかすり傷というのは判った。だが、ほかの連中はどうなんだ？　無事なのか？」

「そうそう、肝心なことを忘れていたよ」

　パウルは眼鏡めがねを押し上げ、いまさらのように困惑の表情を浮かべた。

「実は、市長とそれをかばった護衛役が行方不明なんだ」

「ええ!?」

「天井と床がほぼ同時に崩れて、市長本人と、市長をかばった護衛役が生き埋めになっちゃってね。運がよければ、下の階に落ちただけで無事かもしれないんだが──まったく、困ったことになったよ。無事に救出されてほしいね」

「あんたは市長の改革に賛成な口か？」

「急進的な部分はあるにせよ、彼の主張は大枠では間違っていないからね。何より、教育庁から予算をぶん取ってきて、ここに大々的な博物館を建設しようという彼の計画には賛同せざるをえないよ。……判るかな、博物館？　博物館というのはだね──」

「……妙よねえ」

　誰も聞いていないのに、博物館について饒じよう舌ぜつに説明を始めたパウルを横目に、ごそごそと包帯をずらして防腐剤のタブレットを口の中に放り込んだネフェティは、渋い表情で呟いた。

「確か五五号って、キーンホルツで一番？　事故が起こりにくいっていわれてた遺跡よねぇ？」

「うん。地盤はしっかりしてるし、構造的にも脆ぜい弱じやくな部分はないから、初心者が遺跡探索の基本を学ぶのに最適って、支局がオススメしてるくらいなのに」

「そのあたりのことは技研か大学の専門家が調べるだろうが、まずは救出が先だな」

「生き埋めになった人を救出するって、それ、遺跡の奥の現場から瓦が礫れきを撤去するってことですよね？　……た、たいへんそうだなあ」

「そうだな。ふつうはやらん」

　よほど広くて浅い階層で起こったものでもないかぎり、遺跡内の崩落事故で瓦礫の撤去なんかまずやらない。瓦礫を撤去しようにも、それを地上まで運び出すのが困難で、しかもその作業中に、またあらたな崩落が発生しないともかぎらないからである。だからサーベイヤーたちは、そういう事故に巻き込まれた場合、支局側では特に救出作業をしないということを理解した上で──自分の身は自分で守るものと覚悟して、遺跡にもぐっているのだった。

　とはいえ、今回行方不明になったのは市長である。リスクを承知のサーベイヤーとは違う。だからこそ、困難を承知で救助しようという流れになっているんだろう。

　ニコルはクローの顔を見上げ、注意深くその表情の変化を見守りながら尋ねた。

「こ、こういう時って、誰が責任を取るんですかね……？」

「さあな。支局では危険だと再三止めたらしいが、最終的には護衛をつけるという条件つきで折れて、結果、こういう事態になった。それでもオレは市長の自己責任だと思うが、当の市長がもし死んだということになると──」

　クローはその先の言葉を呑のみ込こんだ。

　クローにもどう転がるのか判らないのか、それとも判っているけど予想を口にしたくないのか──ニコルには何とも判断がつきかねたけど、でも、何となく後者のような気がした。

「その現場にいた素人の、まあ、的はずれな感想かもしれないんだがね」

　いつの間にか、クローたちの会話にじっと聞き入っていたパウルが、眼鏡のレンズを拭ふきながらいった。

「──どうもあの事故は、自然に起きたものじゃないような気がするんだよなあ」

「し、自然に起こったものじゃないって──とうさん、それ、どういう意味？」

「いや、もしあれが自然に発生したものなら、神はずいぶんと意地が悪いなと思っただけだよ」

　こちらはこちらで意味ありげなことを呟いたパウルは、眼鏡をかけ直し、クローを見やって小さく笑った。





　　　　　






　顔見知りの職員から姉の病室の場所を聞き出し、シェーラは独特の薬臭さのある廊下を急いだ。

　毎日数十人単位の怪我人が世話になるキーンホルツ支局の医務課は、この街では大学病院に次ぐ規模を誇る医療機関でもある。長期の入院が必要な怪我人は大学病院に転院になるが、ほんの数日なら入院できるだけの多くの病室が、東棟の一階にはずらりと並んでいた。

　その一番端までやってきたシェーラは、病室の番号を確認して扉を開け放った。

「──ねーちゃん！」

　声をうわずらせるシェーラを出迎えたのは、頭に包帯を巻いたベッドの上の姉と、そのかたわらの椅い子すに座る兄の、ぽかんと目を丸くした驚きのまなざしだった。

「やれやれ……今のセリフだと、姉は心配だけど兄は心配じゃないっていってるように聞こえるぜ？　いや、おまえの気持ちは理解できるけどな」

　逸いち早はやく現実に立ち戻ったフラガが、シェーラを見て唇を吊り上げた。

「…………」

　シェーラはふたりの顔を何度か交互に見くらべたあと、長々と溜息をついてその場にへたり込んだ。

「何だよ、ホントにかすり傷かよ──」

　ゴーグル越しに広い額にこつこつと拳こぶしを当て、シェーラは顔をしかめた。

　ニコルの父はかすり傷だといっていたが、シェーラはそれよりも怪我が重いと想像していた。遺跡内での崩落事故というのは、それだけ悲劇的な結果に直結しかねないものだからである。

　しばらく呼吸をととのえていたシェーラは、膝に手を当てて立ち上がると、あらためて姉たちを見つめた。

　兄のフラガのほうは、包帯を巻いているのは額の周囲だけのようだった。おそらく降ってきた瓦礫か何かで怪我をしたのだろう。

　ルキナの怪我は、それよりはもう少し重いようだった。頭のほかに左の手首と、それにベッドの上に投げ出された右脚にも包帯がしっかりと巻かれている。特徴的な薬草の匂いからすると、打ち身か捻ねん挫ざといったところか。

「シェーラ──」

　ようやくルキナが口を開いた。が、その続きが出てこない。シェーラのほうでも、いまさらながらに頭の中が真っ白になってしまって、ここで何をいえばいいのかまるで判らなかった。

「すごい汗だな、おい」

　椅子から立ち上がったフラガは、ほんのり湯気まで立ち昇らせているシェーラを見て苦笑した。

「──よし、この兄上が可か愛わいい妹のために冷たいモンでも持ってきてやる。ちょっと待ってろ」

「あ？　いや──」

　シェーラが止める間もなく、フラガはさっさと病室を出ていってしまった。フラガがいなくなったあとを、居心地の悪い沈黙が埋めていく。

　しばらくその場に立ち尽くしていたシェーラは、大きく息を吸い込んで、兄が空あけてくれた椅子に腰を降ろした。

「シェーラ──」

「ねーちゃんはよ」

　ルキナのほうからなにか切り出してくる気配を察して、シェーラはそこにかぶせるように口を開いた。ルキナの言葉をただおとなしく聞いているだけでは、以前の自分と変わらない。そうならないように、とにかくまずは自分がいいたいことをすべてぶちまけてしまおうと思ったのである。

「ねーちゃんはさ……何でもできちまう人間だから、そうじゃない人間のことが判らねえんだと思う」

「わたしが……？」

「鈍感とかそういう意味じゃなくて、要は……想像もつかねえっていうかさ」

　シェーラは床につかない両足をぷらぷら揺らし、医務室の壁に立てかけられていた杖つえを見やった。

「──たとえば、もしわたしが実は魔導師を目指してるっていったら、ねーちゃんはどうする？」

「目指してるの？　だったらわたしが……」

　ルキナは目を輝かせ、身を乗り出した。妹の世話を焼けるのが本当に嬉うれしい──そんな様子が見て取れる。

　チームリーダーとしてのルキナは、万事そつがなく沈着冷静、おまけにこのルックスのせいもあって、ドライで近寄りがたい完かん璧ぺきな人間のように思われることが多いが、実際には、シェーラに対してはむしろべたべたと甘く、ウエットな、過保護な姉でしかない。ふたりがいっしょにいるところを見る機会がほとんどないために、これまでその事実を知る人間がフラガしかいなかっただけのことである。

　姉が以前とまったく変わっていないのを知って、シェーラはかぶりを振った。

「……それがダメなんだよ、ねーちゃん」

「な、何がダメなの？　わたしなら、あなたがどんな道に進もうと、あなたをうまくみちびいてあげることができるのよ？　魔導師でも剣士でも──」

「確かにねーちゃんは天才だよ。それだけいろいろ手を出して、全部ちゃんとものになるっていうのは。──けど、わたしは別にねーちゃんの手助けなんか必要としてないんだよ」

「どうして……なぜそんなつれないことをいうの、シェーラ？」

「いや、だ、だってさ！」

　涙ぐむ姉を見て、シェーラは椅子から腰を浮かせた。チームメンバーを率いる凜り々りしいふだんの姿と違い、妹絡みとなると急に涙もろくなるのが、ルキナ・バーコフの素顔なのである。

「たとえば──野生の動物とか、ほ、ほら、ヒョウとかワシとかヘビとか、獲物を獲るのに親がいちいち手伝ったりしないだろ？　生まれてすぐはともかく、いずれはひとり立ちして、自分の力だけでやってくもんだろ？」

「……人間と動物は違うわ」

「違わねえよ！　っていうか、周り見回してみなよ！　いつまでも親兄弟に手伝ってもらってるヤツがこの支局にいるか？　もしいたとしたって、そんなのみんなの笑い者になるだけじゃんか」

「別にわたしだって、あなたのすることを一から十まで手伝おうだなんて思ってない。ただ、あなたが進みたい道に合わせて、ほんの少し背中を押してあげられたらって……そう思うことがそんなにいけないことなの？　わたしたちの前から逃げ出したくなるほど嫌なことだった？」

「何なんだ、これ……？　わたしが男だったらもうちょいハナシは楽だったのか？」

　話が通じているようで通じていない、姉との会話の難しさに首をかしげ、シェーラはゴーグルを首のところに引き下げた。

「だから──ねーちゃんの背中を押すっていうのは、わたしからしたらやりすぎなんだよ。もっと突き放してくれたほうがいい。だって、身体を鍛えるには適度に負荷をかけなきゃダメだろ？　ぬるい遺跡にしかもぐってなかったら勘だって鈍にぶるだろ？　それと同じなんだ。ねーちゃんのやさしさは、わたしの心を甘やかすんだよ。甘やかされてばっかりじゃ、わたしはひとりじゃ何もできない人間になっちまう」

「あなたの……心」

「そうだよ。ねーちゃんにしたがってりゃ間違いない、いうこと聞いときゃそれでいいなんて、自分で考えることを放棄したら、そこでわたしの心の成長は止まっちまうし、もし急にねーちゃんがいなくなったら何もできなくなるだけだ」

「…………」

「……わたしだって、もうガキじゃねえんだよ」

　それこそ子供に語って聞かせるかのように、シェーラは姉にいった。

「これまでみてえなねーちゃんのやり方じゃ、わたしはねーちゃんのできの悪い複製品みてえになっちまう。この世の中、いつどんなことが起こるか判らねえのに、ねーちゃんに教えられたことしかできねえなんて、そんなのまずいだろ？」

「それは……意地とか、仲間への見栄でいっているわけではなくて？」

「そういうのがまったくないとはいわねえよ。でも、見栄にしろ意地にしろ、それは誰かに対してのものじゃなく、わたし自身に対してのものだけどさ」

　他人に対しての見栄だけでは、第三者の目がない時に、自分をささえてはくれない。たったひとりで絶望的な状況に放り込まれた時に、最後まで自分をささえてくれるものは、結局は自分自身に対する見栄であり意地であると、シェーラは思っている。

「…………」

　何度もつっかえながら、どうにかそのことを伝えようとするシェーラを、ルキナは静かに見つめていた。

「つまり……わたしの助けは必要ない、ということ？」

「そうじゃねえけど……都合がいいのは承知の上でいわせてもらえるなら、わたしが必要だって思う時に、ちょっとだけ助けてもらえるのがありがたいかな？」

　それを虫がよすぎるというのなら、手助けはしてくれなくていい。いずれにしろシェーラは、自分が進む道は自分で切り拓くと決めている。自身で編み出した魔導拳法におのれの名前をつけたのは、その意志表示のつもりだった。

「……あなたのいいたいことは判ったわ」

　間に長い沈黙をはさんで、ようやくルキナが口を開いた。

「わたしの独善……というより傲ごう慢まんね。あなたがそこまで深く考えていたと気づかなかったことこそが、すでにわたしの傲慢さだわ」

「ねーちゃん……」

「確かにこれまでのわたしは、あなたにとってよかれと思うあまり、あなたの考えをまったく尊重せずに口を出していた。それはあなたのためという以前に、あなたをみちびいてやりたいという、わたしのエゴを満たすためだったかもしれない」

　自分の言葉に深くうなずき、ルキナは嘆息した。

「……何か釈然としないよなー」

　まるでタイミングを見計らっていたかのように、病室の扉が開いて、ワインの皮袋とジョッキを持ったフラガが入ってきた。

「おい、ルキナ。おれはずっと前からそういうことをおまえにいってきたはずなのに、まったく相手にされなかった。それが何だ、シェーラからいわれたとたん、神妙に聞き入れるっていうのはどういうわけだ？　不公平にもほどがあるだろ？」

「……ごめんなさい、にいさん」

　かすかに頰を赤らめ、ルキナは気恥ずかしそうにいった。

「あの時は、この人は何をいってるのかしらと本気で思ってたの」

「は!?　おまえ、やっぱり内心じゃ俺のことを──」

「べ、別に馬鹿にしたりしてないわ。でも、シェーラのことはわたしが誰よりも判ってるつもりだったから……」

「頭がよすぎることの弊へい害がいだな」

　フラガは肩をすくめ、ジョッキにワインをそそいで妹たちに手渡した。

「俺は凡人でよかったぜ。おかげで感受性豊かな人間になれた」

　ルキナとくらべるからそう見えづらいだけで、フラガも決して凡人ではない。ただ、確かに彼には、妹たちの関係、妹たちの心のひだを見通す観察眼があった。それは彼が非凡だからというわけではなく、たぶん、血を分けた兄だからだろう。

　なかなか見られない照れるルキナに笑っていたシェーラは、ふと思い出したように、

「──そういや、今になって思うんだけどさ」

「何だ？　兄の偉大さについてか？」

「にーちゃんに聞くよりねーちゃんに聞いたほうがいいな」

　ふふんと笑う兄をスルーし、シェーラはルキナに尋ねた。

「──わたしも昔ちょこっと入ったことあるけどよ、五五号って、事故なんか起きそうにない遺跡じゃないか？　そこで天井と床が同時に崩れたって、そんなことなかなかないと思うけど」

「……そうね」

　話題が切り替わると同時に、ルキナの表情がいつもの怜れい悧りなものに戻った。

「市長といっしょということで、慎重に慎重をかさねて進んでいたのだけど……少なくとも、本当に直前になるまで、特に崩落の予兆は見当たらなかったわ」

「そうだな。見落としたってことじゃなく、見当たらなかった。俺とルキナに、それにキルガレンまでが揃そろって危険のサインを見落とすってのは、ちょっと考えにくい」

　ワインをすすり、フラガが妹の分析に同調する。

「その……ほかの仲間は大丈夫だったのか？」

「ああ。うちの新人ふたりはキルガレンがかばってくれたからな。手首の骨がポッキリいっちまってるが、もとが頑丈な男だから、半月もあれば復帰できるだろ」

「そっか。そりゃあよかった」

「問題は、市長と護衛役の安否よ。支局は警察に協力してあすの朝から瓦礫の撤去と捜索を始めるらしいけど……」

　確かにこのまま市長が死亡などということになれば、ガイド役のルキナたちが責任を問われるのはもちろん、最終的に視察の許可を出した支局にとっても大問題となる。ルキナが顔を曇らせるのも無理はない。

「よっしゃ」

　シェーラは膝を叩いて立ち上がった。

「──あしたはその撤去作業ってのを手伝ってくるよ」

「おい、判ってるのか？　想像以上に危ないんだぞ、遺跡内の瓦礫の撤去ってのは？」

「せまっ苦しい遺跡の中だからこそ、わたしの腕が役に立つだろうし、それに、少しでも情報が欲しいしさ」

「シェーラ……無理をしないでね」

「おう」

　姉の気き遣づかいに、シェーラは大きくうなずいた。





















　もはや何十個目になるのかも判わからない大きな石せつ塊かいを運び出し、シェーラは木陰に腰を降ろした。

「ふぅ」

　崩落した五五号遺跡の瓦が礫れきの撤去作業は、森に朝日が射し始める頃から始まり、すでに六時間以上が経過している。作業にたずさわっているのは圧倒的に警察の人間と支局警備部の職員ばかりで、シェーラのような調査鑑定士サーベイヤーはほとんどいなかった。作業を手伝えば、それなりに高額の日当が支払われることになっているが、それはあらたな事故に巻き込まれるリスクのぶんが上乗せされているからであり、それを誰だれよりもよく承知しているサーベイヤーたちが、あえて危険なバイトに手を出さないのは当たり前のことなのかもしれない。

「──お疲れさん」

　遺跡から出てきたギド・ブロードソンが、陽光に隻せき眼がんを細め、木陰で休むシェーラのところにやってきた。警備課のトップであるブロードソンは、ここでも警備部の職員たちのまとめ役として先頭に立ってはたらいている。

「おまえさんのおかげでずいぶん作業が楽になったって、警察の連中が喜んでたぞ」

「たいしたことはしてねえよ」

　シェーラはそういってかぶりを振ったが、実際、彼女がここまで汗だくになっているのは、安全な撤去作業のために、彼女がその特技をフルに活用したせいだった。魔導によって同時に四本の腕を浮遊させることを可能とするシェーラ・バーコフ流魔導拳法なら、足場を組んでテコを用意できないようなせまい遺跡内でも、巨大な石を動かすことができる。大きすぎる瓦礫を砕いたり、撤去の際に崩れそうな天井をささえたり、文字通り八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍だった。

　流れ作業で遺跡の奥から無数の建材が運び出されていくのを眺め、ブロードソンは冷たいシードルをすすった。

「……ところで、おまえさんの身内の怪け我がはどうなんだ？」

「にーちゃんはほぼ無傷、ねーちゃんも打ち身と捻ねん挫ざくらいで、すぐにでも復帰できるってさ。──ただ、キルガレンとかいうオッサンが骨折したって話で、チームとしての活動はしばらく休むんだと」

「キルガレン？　あいつはまだオッサンなんて年じゃないぞ。まだ二五、六だし、頑丈な男だから回復も早いだろう」

　ブロードソンはサーベイヤー上がりの支局職員で、警備部の人間としては一番典型的なタイプだった。この街で長く暮らしてきただけあって、現役時代にいっしょに遺跡にもぐったことのあるサーベイヤーも、まだ何人かいるらしい。

　そのブロードソンも、探索中の事故で左目を失い、現役をしりぞいた。遺跡内で大規模な崩落事故が起これば、巻き込まれた人間にとっては致命的だとよく知っている。シェーラはちらりと警備課長を見上げ、尋たずねてみた。

「……なあ、市長は無事だと思うか？」

「判らん。──ただ、妙な話だとは思う」

「妙って？」

「立場上、事故の直後に、〝神秘の瞳エイ・ミステイク〟のメンバーや、同行していた秘書や大学の先生にも個別に事情を聞いてみたんだがな」

　あたりにいる警察の人間に聞かれたくないのか、ブロードソンはことさら声を低く落としてぼそりともらした。

「おまえさんの兄貴と姉貴、それにキルガレンもだが、実力でいえばここの支局でも間違いなくトップクラスだ。新人の双子は別としても、その三人が揃そろって事故の予兆を見落とすはずがない──と思う」

「……ねーちゃんたちもそれはいってた」

「それに、大学の学者先生も何やら難しい専門用語を並べてたが、要するに、奇跡みたにな事故だといってたな」

「奇跡？」

「トップの実力を持つサーベイヤーが、三人揃って事故の予兆を見落とすこと自体が稀まれなのに、そんな事故が、床と天井、同じ場所で同時に発生したんだぞ？　確率的にいえばもはや奇跡の範はん疇ちゆうだそうだ」

「なら、可能性はふたつだな」

「！」

　いきなり木の上から降ってきた声に、シェーラとブロードソンは同時に首をすくめた。

「く、クロ公じゃねえか──」

「おまえ、いつからそこにいた？」

「遺跡の様子を見にきたら、あんたとシェーラが怠なまけているのが見えたんでな。ふたりで何を話し込んでいるのか気になって、気配を殺して接近してみた」

　平然といってのけたクローは、まるでずっと前からそこにいたかのように、背の高いブナの木の枝に腰かけ、のんびりとアマンドをかじっている。

　シェーラは立ち上がり、クローに尋ねた。

「さっき出し抜けにいってたけど、可能性って何だよ？」

「大学の学者先生というのは、アレだ、ニコルくんの父親のことだろう？　あの男は変人だが、知識は豊富だし頭の回転も速い。その口から出た言葉は一考する必要がある」

「だからどういう意味だって聞いてんだよ」

「あの教授が示し唆さしたように、もしこれが事故でないのだとすれば、残る可能性はふたつしかないという意味だ」

「そのふたつってのは？　おまえには判ってるんだろう？」

　ブロードソンが問いただすと、クローは軽くうなずいた。

「ひとつは単純に──いや、単純でもないな。つまりアレだ、本当に奇跡だったという可能性だ。ありえないほどに低い確率でしか起こりえない事故が、奇跡的にふたつかさなっただけという何の面白味もない可能性がひとつ。そしてもうひとつが、単なる事故ではなく、何者かによって仕組まれたものだという可能性だ」

「市長を狙ねらったということか？」

「本人の人となりはオレも知らんが、キーンホルツの市長ということは、キーンホルツ準州の知事ということでもあるからな。地方行政のトップなら、充分に暗殺の標的になりうるだろう」

「しかしなあ……」

　ブロードソンはがっしりした顎あごをごりごりと撫なで、溜ため息いき混じりに首をかしげた。

「あのちんちくりんの市長が消えて喜ぶ奴やつがいるのか？　誰が得をする？」

「さあな。──オレはただ、これが事故じゃない可能性もありえるといいたいだけだ」

「課長！　ブロードソン課長！」

　遺跡の中から、職員のひとりが駆け出てきた。

「どうした？　何か見つかったか!?」

「邪魔な瓦礫をあらかたどかして、事故現場の床に開いた穴から下の階の様子が見えるようになったんですが……何もないといいますか、だ、誰もいないんです」

「何？」

　シェーラは眉み間けんにしわを寄せてクローと顔を見合わせた。

　この場にいた全員が想定していた最悪のケースは、市長が瓦礫の下敷きになって圧死していることだった。現実的に考えればその確率がもっとも高く、無傷で生存していることなどほとんど誰も期待していなかっただろう。

　だが、瓦礫をどかしたあとに、死体すらないというのはおかしい。

「……死体も残らないくらいに薄っぺらく潰つぶれたか？」

　クローが不謹慎な冗談を口にしたが、実際にそんなことが起こりえないのはシェーラにも判っている。瓦礫を撤去したあとに市長の死体がないということは、下敷きになる前にそこから移動したからだろう。

「……様子を見てくる」

　足早に遺跡の中に入っていくブロードソンを見送り、シェーラはクローに尋ねた。

「どう思う、クロ公？」

「その市長の人物像を聞くかぎり、咄とつ嗟さに瓦礫を避けてことなきを得るというようなことができそうにはない。となると、いっしょに巻き込まれたとかいう護衛役に助けられたとも考えられるが──」

「だったらすぐに見つかるはずだろ？　事故に遭ったのはきのうなんだ、救助を待つ間に飢うえ死じにして骨まで朽くちたなんてことはありえねえし──生きてるにしろ死んでるにしろ、影も形も見つからねえのはおかしくねえか？」

「ふん……これは二番目の可能性を本気で考えたほうがいいかもしれんな」

「……マジでいってんのか？」

　何者かが最初から市長を狙って人為的に事故を引き起こした──もしそうだとしたら、単なる事故よりもっと大きな騒ぎになるのは目に見えている。

「そのほうがおまえにとっては都合がいいだろう？」

　木から飛び降りたクローは、規制線をまたぎ越して街のほうへ歩き出した。

「お、おい、どういう意味だよ、それ？」

「自然に発生するような事故を見抜けなかったのならおまえの姉の責任問題だが、誰かが人為的に事故を引き起こすのを予知できなかったとしても、それは仕方ないと判断されるだろうからな」

「そりゃそうだけど……」

　それでルキナたちの立場が多少はよくなるにしても、支局としての責任問題はなくならない気がする。それでおまえはいいのかとクローに問おうとして、シェーラは口ごもった。

「──何だ？」

　足を止めて肩越しに振り返ったクローは、言葉に詰まったシェーラをしばし見つめていたが、少女からこれ以上は何もないと判ると、ふたたび歩き出して二度と振り返ることはなかった。





　　　　　






　どこか遠いところで、水のしたたり落ちる音がする。

　ぼんやりとそれを聞いていたドロイトン・ガング・ボンゴは、混濁していた意識が次第に鮮明になりつつあるのを自覚し、身体からだを動かそうとした。

「うぐお……ぅ」

　そのとたんに全身に激痛が走る。手足は思うように動かず、目を見開いてもあたりは真っ暗で何も見えない。

「そ……そうか、そういえば──」

　パニックになりかけた心を必死に落ち着かせたドロイトンは、ようやく、自分が遺跡の探索中に事故に巻き込まれたのだということを思い出した。

　確か轟ごう音おんとともに足元が崩れ、同時に頭上から大量の瓦礫が降ってきた。瓦礫に押し潰される寸前、護衛役のヒューバートがかばってくれたような気がするが、その直後あたりから記憶がない。

　ただ、そこまで思い出せれば、自分が置かれている状況は何となく想像できる。

「こ、ここは瓦礫の山の中か──」

　真っ暗なのはここが地下の遺跡の奥底だからだろう。全身が痛いのはおそらく崩落事故であちこちぶつけたからであり、身動きが取れないのは瓦礫の間にはさまってしまっているからだろう。かろうじて感覚が残っている頰ほおのあたりに、ひんやりとした何かが押し当てられているが、これは遺跡の建材か何かかもしれない。

　不幸中のさいわいというべきか、空気は綺き麗れいで呼吸するのに苦しさは感じなかった。ドロイトンは何度も深呼吸を繰り返して心を落ち着かせ、闇に向かって叫んだ。

「おおい、ブレイクロンドくん！　いないか!?　小生は無事だ！　きみのほうはどんな感じかね!?　おーい！」

　ドロイトンが崩落に巻き込まれてこの闇の中にいるのであれば、自分をかばってくれたヒューバートもそばにいるかもしれないと思ったが、しばらく待ってみても、頼もしい護衛役からの返事はない。

「うむむむ──」

　状況としては絶望的だったが、身体の痛みのせいで絶望感にひたっていられない。ドロイトンは身をよじろうとして、その時初めて奇妙なことに気づいた。

「……む？」

　どうにか身体をひねった拍子に、ごろりと身体が回転した。ついさっきまで、瓦礫と瓦礫の隙すき間まにはさまれていると思っていたが、実際にはそうではないらしい。

「なっ……ど、どういうことだ、これは!?　ここはどこだ!?」

　あらたな疑問にひとりごちたドロイトンは、自分の声が妙に響いていることにも気づいた。冷静になってみれば、ほんのわずかだが、空気の流れが髭ひげを揺らしているのも感じる。

　明らかにドロイトンは、光の射さない広い場所に転がっている。身体が思うように動かないのは瓦礫にはさまれているからではなく、全身の打ち身による痛みとしびれのせいかもしれない。

「……むう？」

　耳を澄ませていると、どこからか規則正しい足音が近づいてくるのが判った。それまで闇一色だった視界の中に、ぼんやりと小さな明かりが浮かび上がる。

「お目め醒ざめですか、市長」

「ぶっ、ブレイクロンドくんか!?　い、いったい何がどうなっている!?　きっ、きみは大丈夫なのか!?」

「お気き遣づかいありがとうございます。……だが、今はまずご自身のことをお考えになったほうがよろしいのでは？」

「な、何？」

　揺らめく明かりは、ヒューバート・ブレイクロンドがかかげるランタンのともしびだった。それが近づいてくるにつれて、ドロイトンにも、今の自分の状況が次第に判ってきた。

「むお!?　こっ、これは──」

　ようやく照らし出された自分の身体を見てみると、両足は足首のところで縛られ、両腕も背中のほうで手首をくくられている。これで石造りの床の上に転がされていたのなら、全身がしびれていろいろと勘違いするのも仕方ない。

　どうやらここは広い地下室か、さもなければ遺跡内の一室のようで、床から壁、天井にいたるまで、青黒いブロックによっておおわれている。ドロイトン自身を除けば、ほかに何も置かれていない。

　ドロイトンは必死に首をひねり、かたわらにしゃがみ込んだヒューバートを見上げた。

「きっ、きみい、は、早く縄をほどいてくれたまえ！　そ、そもそもどうして小生がこんなありさまに──」

「あなたが余計なことばかり考えるからですよ」

「な──!?」

　もぞもぞと身をよじっていたドロイトンは、異様に冷淡なヒューバートの呟つぶやきに目を見開いた。

「あなたは中央政府のお偉方から、ここの支局長を失脚させろといい含められて赴任してきたのでしょう？　私も陰ながらそれをお手伝いしようと考えていたのに、あなたは街の経済がどうの一○○年計画がどうのと、どうでもいいことばかりに血道をあげて、肝心な仕事にはいっこうに手を出す様子がない……」

「なっ、何をいっておるのだね、ブレイクロンドくん!?　政治家の仕事とは、政治理念が衝突する政敵をおとしいれることではなく、そういった相手とも必要であるなら手を結んで、人々の幸福な生活のために──」

「それですよ」

「うひ!?」

　寝転がったまま熱く語り始めたドロイトンの鼻先に、ナイフと呼ぶには大きすぎる刃物が突きつけられた。












「困ったことに、あなたは存外に真ま面じ目めだった。てっきり功名心を最優先させる小心者の、長いものには躊ちゆう躇ちよなく巻かれるタイプの政治家だと思っていたが……」

「ななな……な、何なのかね？　しょ、小生が真面目で、こっ、困るとは、どどっ、どういう、意味、かね!?　そっ、それにきみは、し、小生の理想にっ、き、共感してくれていたのではなかったのか!?」

「社交辞令をそのまま受け取られても困りますな、市長」

　これ見よがしにちらつかせていたナイフを腰の鞘さやに戻し、ヒューバートは冷たく笑った。それは、これまでドロイトンが感じていた、頼もしく気のいい護衛役のイメージを土台からくつがえす、ひどく酷こく薄はくそうな笑みだった。

「──要するに、我々の計画のためには、あなたは不真面目な小悪党であることが望ましかったということですよ。お偉方にいわれた通り、支局長のアラを捜しているだけでよかったというのに、よりによってこの街を観光地にしようなどと──ものの価値も判らない素人しろうとどもが大挙してこの街に押し寄せてきたら、あなたのいう一○○年先を待たずに、貴重な遺跡が失われることになりかねないというのに」

　憤ふん慨がいしたように大きく溜息をつくと、ヒューバートは膝に手を当てて立ち上がった。

「……この街の価値を判っていないのはあなたのほうだ」

「ブレイクロンドくん！　そ、それはいったい、どういう意味──」

　そのドロイトンの言葉を最後まで聞くことなく、ヒューバートは市長のみぞおちに爪先をめり込ませた。

「──ぐぅ」

　空気がもれる音にも似た呻うめき声ごえを吐き出し、ドロイトンの意識が途切れた。





　　　　　






　マルディーグがキーンホルツの第四区で経営している〝双頭の鴉からす亭〟は、いつも夜の八時頃には店を閉めてしまう。この界かい隈わいは安宿が多く、流れ者や食い詰め者がおのずと集まってくるところで、そうした治安の悪さから、深夜には客を招き入れない──というのが建前になっている。そのぶん、朝は早くから店を開くために、夜通し飲み明かして最後にもう一杯という酔っ払いには重宝されているが、総じて見ればあまり繁盛しているとはいいがたい。

　この日も、宵よいの口くちになる頃には居座り続ける客たちをなかば強引に追い出し、マルディーグは店じまいに取りかかっていた。闇が濃くなる深夜は深夜で、マルディーグにはいろいろとやることが多いのである。

　そんな頃合いに、先日も来たマントの客がふたたび現れた。

「…………」

　ひと言のあいさつもなく戸口に立った大男を見て、マルディーグはカウンターの内側で握り締めていた剣を置いた。

「……あんな騒ぎを起こしておいて、よくもまあのこのこと顔を出せるな」

　低い声で毒づき、マルディーグはジョッキにワインをそそいだ。

「例の事故はおまえさんの仕し業わざだろう？」

「それほどの騒ぎになっているか？」

「当たり前だ。現役の市長が遺跡にもぐって事故で行方不明なんてのは、この街始まって以来の椿ちん事じだからな」

「私もここまで荒っぽい手段を取るつもりはなかったんだが」

　カウンター席に腰を落ち着けた男は、マントのフードを降ろして嘆たん息そくした。

　ヒューバート・ブレイクロンド──本名はマルディーグも知らないが、少なくともこの街ではその名前で知られている。市長とともに事故で行方知れずとなっているはずの男が、今、カウンターをはさんでマルディーグの前にいた。

「……市長はどうしている？　殺したのか？」

「いや、まだ生かしてある」

「……しくじったな」

「何？」

　ワインをひと息にあおったヒューバートは、マルディーグの言葉にいぶかしげな表情を浮かべた。

「それはどういう意味だ？」

「すでに警察のほうでは、市長といっしょに消えた護衛役に疑いの目を向け始めてる。何しろ事故現場を掘り起こしても死体が出てこなかったんだからな」

「あの事故現場を──もう掘り起こしたのか？」

　ヒューバートの顔には驚きの色があった。完全に予想外だったのだろう。

「俺も最初は耳を疑ったが、どうやらそういうことらしい」

　マルディーグは柱に寄りかかり、よく冷えた炭酸水をあおった。

「……事故現場にふたりがいなかったことをかんがみて、おそらく警察のほうでは、どさくさにまぎれて市長を連れ去るために、おまえさんが事故を引き起こした可能性についても調べるだろう。市長がおまえさんを連れ去るというのはまずありえんからな」

「まさかこんなに早く露見するとは──」

「見通しが甘かったな。市長を拉ら致ちしたかったのなら、替え玉の死体でも用意しておけばよかったんだ。ふたり揃って事故死したということにしておけば、市長を連れて街を出るのも楽だったろうに──」

「それはできない。私の〝仕事〟は、市長を使って支局長を失脚させ──」

「おい、よせ」

　マルディーグは眉をひそめてさえぎった。

「〝仕事〟の内容は、たとえ俺おれが相手でもかるがるしく口にするな。各エージェントがおのおの責任を持って成し遂げるのが鉄則だろう？　俺はただの〝調達屋〟だ」

「そんなことをいってる場合じゃない」

　ヒューバートはカウンターに手をついて立ち上がり、マルディーグにいった。

「あの市長は私が思っていたより穏健で青臭い理想論者だ。このままでは、任期が満了するまで待っても支局長を失脚させられない。──何かいい薬はないか？」

「薬？」

「市長を完全に我々の傀かい儡らいにできるような……せっかく殺さずに手もとにあるんだ、手駒として使えるようにしたい」

「ああ……その手の薬か。なくはないが」

　マルディーグはカウンターの内側の床板をはずし、隠し金庫の中から小さな木箱を取り出した。

「この中に、小さな丸薬が一○個ほど入ってる。それをワインに溶かして飲ませろ。ただし、一日に三回、それ以上は身体に負担がかかる。死なせたくないならそれ以上はやめておけ」

「飲ませるだけでいいのか？」

「飲んでしばらくたつと薬が効いてきて、一種の酩めい酊てい状態になる。その時に暗示をかける。十とお日かほど続ければ、あんたの言葉にしたがうのに何の疑問も持たなくなるだろう」

「十日!?」

「もちろん、そこにある薬だけじゃ足らんのは判ってる。残りはすぐに俺が手配してやるから安心しろ」

「……判った」

「食料はいるか？　数日分なら、ここにあるものを持っていってかまわんが」

「頼む」

　ヒューバートは木箱を懐ふところにしまい込み、ふたたびフードをかぶった。

　ブタ肉の塩漬けやチーズを油紙で包みながら、マルディーグはいった。

「薬を調達したら、追加の食料といっしょに届けてやる。おまえさんもそうそう街をうろつけんだろうしな。──今はどこに身を隠してるんだ？」

「二一号遺跡だ。この前用意してもらった切り札を配置してあるから、万が一何者かが踏み込んできても、十日なら持ちこたえられるだろう」

「二一号か……おまえさんの前任者が万一に備えて確保しておいた隠れ家だったな、確か」

　背負えるように梱こん包ぽうした食料と、それにワインの入った小さな樽たるをヒューバートに渡し、マルディーグは皮肉の笑みを浮かべた。

「このへんはたちの悪い連中がうようよしてる。気をつけて戻れよ？」

「ああ。いろいろと助かったよ」

　かなりの重さがあるはずの荷物を苦もなく背負ったヒューバートは、さらに左の小脇にワインの樽をかかえた。さすがに元軍人、これなら小柄な市長をかかえて連れ去るのもたやすかっただろう。

「……二一番遺跡、か」

　ヒューバートを送り出したマルディーグは、燭しよく台だいひとつを残して店の明かりをすべて消すと、紙とペンを用意して手紙を書き始めた。





　　　　　






　正面ロビーの掲示板を見上げていたニコルは、きのうのうちに瓦礫が撤去されたはずの五五号遺跡が、リスクレベル四の遺跡として探索可能になったという通達を見て首をかしげた。

「あれ？　あそこのレベルって二じゃなかったんでしたっけ？」

「事故が起こるまではな」

　ニコルと並んで掲示板を見ていたクローが、いつも通りの冷ややかさで呟く。

「崩落が起こるとリスクレベルが上がるんですか？」

「それも無縁じゃないが、もっとほかに理由がある」

「えーと……」

　ニコルは貼り紙に並んでいた細かい字を読み上げた。

「あらたな未踏破部分の存在が判明したため……って書いてありますけど？」

「隠し通路が発見されたからな」

「隠し通路？」

「瓦礫が撤去されたあと、警備部と警察の混成チームがいくつももぐって、市長と護衛役の捜索が始まったんだが、そこですぐ近くの五七号につながる隠し通路が見つかったらしい。で、五七号のリスクレベルが四だから、行き来できる五五号のほうもそっちに合わせたというところだろう」

「市長さんと護衛役の人、まだ見つかってないんですよね？　それってもしかして、その通路から──？」

「おそらくな」

　きのうの撤去作業に参加していた警備部の職員たちが口にしていた話では、どうやら市長は何者かに連れ去られた可能性が高いらしい。それが誰の仕業なのかはまだ意見が割れていて、いっしょに消えた護衛役が犯人だという説と、護衛役もろとも未知の犯人グループがさらっていったという説がある。いずれにしても、その隠し通路が逃走経路として使用されたことはまず間違いない。

「ということは、その犯人は、ここのサーベイヤーか関係者ですかね？」

「どうしてそう思う？」

「だって、誰も知らないような隠し通路を知ってたんでしょ、その犯人は？　だったらサーベイヤーとかの仕業って考えるほうが無理がないと思いますけど」

「……きみはアレか、バカをよそおう利口か？」

　クローは目を細めてニコルを見下ろした。

「ときどき、本当に稀にだが、きみは頭のいいことをいうな、ニコルくん。……まあ、どちらかといえばまぐれ当たりのような気もするが」

「どっ、どうしてですか!?　正当に評価しましょうよ、そこは！」

「──よう、どうしたんだ、おまえら？　支局では静かにしろよ、みんなの迷惑になるじゃねえか」

　ニコルがクローに嚙かみついているところにやってきたのは、心なしか明るい表情をしたシェーラだった。ロビーに面した中庭のほうじゃなく、屋内を東棟のほうからやってきたところを見ると、たぶん、早朝からおねえさんの見舞いにでも行ってきたのに違いない。

「おはようございます、シェーラさん。──あ、見ました、これ？」

「ああ、そのニュースか」

　クローとニコルの間に立ち、腕組みをして掲示板を見上げたシェーラは、ふんふんうなずきながら呟いた。

　そこに、眠たげな顔をしたラムとネフェティが現れた。

「あー……みんなもう来てるよ、ネフちゃん……」

「ちょっと～、どうして起こしてくれなかったわけ、シェーラ？　ひとりで先に行くとかありえなくない？」

「だって、わたしはねーちゃんの見舞いがあったからよ、いつもより一時間早く起きたし──」

「すす、すいませえん！」

「は？」　掲示板の前でチームメンバーが揃ったところに、細身のハウンドリングが大おお慌あわてで駆け込んできた。

「し、しっ、支局長室は、ど、どちらですか!?」

「支局長室……？」

「そこの階段を三階まで上がってわりとすぐだ。あんたが文もん盲もうじゃなけりゃプレートを読め」

「あ、ありがとうございます！」

　礼を述べるのもそこそこに、ハウンドリングの女性は風のような速さで階段を駆け上がっていった。

「……誰です、今の？」

「職員？　じゃないわよねえ、支局長室の場所を知らないんだから」

「おい、クロ公。確か例の市長の秘書って、ハウンドリングって話じゃなかったか？」

「そんなようなことを聞いた覚えもあるな。……さては何か動きがあったか」

　クローは何かを確認するかのようにあたりを見回すと、そっとネフェティに目配せをした。

「……食堂からやれるか？」

「距離的にはギリギリ？　だけどまあ、大丈夫じゃない？　代わりに朝食は奢おごってよ？」

「ああ」

　小さくうなずいたクローは、大おお股またで食堂のほうへ歩き出した。

「な、何なんです？　何をするんですか？」

「覗のぞきじゃない？」

「覗きだろうなあ」

　ラムとシェーラがニコルの疑問にほとんど同時に答える。

「覗き覗きっていわないでよ。外聞？　が悪いから」

　食堂の窓際の席に陣取ったネフェティは、眉間に右手の人差し指を押し当て、目の前で左手を開いた。そこに、例の小さな光輝くスカラベが現れ、かすかな羽音を残して飛び立っていく。

「い、今の、どこへ行くんです？」

　食堂を出ていくスカラベを見送り、ニコルはネフェティに尋ねた。でも、ネフェティは目を閉じたまま両手で耳をふさぎ、何事かぶつぶついっている。

「ネフちゃんは、これで離れたところの物音を聞くことができるのよ」

　首をかしげているニコルに、ラムがそっと教えてくれた。

「あの虫が音を拾ってくれるのは、せいぜい二、三○メートル先までってところだが、便利にゃ違いねえ」

「ピカピカ光って目立つから、盗聴には細心の注意が必要だけど」

「そうか……それでネフェティさん、支局内のいろんな事情に詳しいんだ」

　ネフェティの耳の早さの理由が判って、ニコルはようやく得心がいった。

「……どうだ、何か判ったか？」

　ふたりぶんのトレイを持ってテーブルにやってきたクローは、そのうちのひとつをネフェティの前に置いた。けさの黒板メニューと照らし合わせると、どちらもイノシシのローストセットで、クローはともかく、ネフェティにはいささか重すぎる朝食かもしれない。

「……やっぱり市長の秘書ね、さっきの人」

　ネフェティが絞り出すようにいった。

「市庁舎に届いた匿とく名めいの投書？　を持ってきたみたい。──例の事故のあと、護衛役の何とかさんによく似た男が、大きな荷物をかかえて歩いているのを見たって」

「知らせる相手が違うだろう。まずは警察に駆け込むところじゃないのか？」

「それ、今まさに指摘されてるわよ」

「そんなことより、その男が目撃されたのはどのへんなんだ？」

「二○……？　二○号遺跡の近く？　っていってるみたい」

「あのへんにある遺跡っていうと──二○、二一、二三号ってトコか」

「二一号は除外してもいいんじゃない？　あそこって立ち入り禁止に指定されてるはずだし」

「え？　どうしてですか？」

「確か地盤がゆるくて崩落が起こりそうとかどうとか──」

「それ自体が怪しいがな」

「え？」

「ちょっと資料課に行ってくる。──ニコルくん、よかったらこれはきみにやろう」

　自分のぶんとして用意した朝食のトレイをニコルの前に置き、クローは足早に食堂を出ていった。

「ちょっと、クロさん!?」

「ほっとけよ。きっとまた何かろくでもねえこと考えてんだろ」

「だったらなおさら止めないと──」

「でもラムさんて、クローさんが何をやるにしてもほとんど無批判で手伝うじゃないですか。クローさんを好きすぎるにもほどがありますよ」

「や～ん、それはいっちゃダメでしょ、コルくん！」

　くねくねしながらパンケーキをフォークで滅多刺しにするラムを横目に、ニコルは天から降ってきたイノシシ肉にかじりついた。





　　　　　






　カンテラをかかげて天井の低い通路を歩いていたヒューバートは、手もとの地図を一いち瞥べつし、眉間にしわを寄せた。

「……リスクレベルとやらが低いのもうなずけるな。構造は単純、障害らしきものは何もないと来ている。出入り口が無数にあるというのも守る上では不利だが──万一の場合の脱出路と考えれば、そこはむしろ利点か」

　ぼそりともらし、ヒューバートは上の階に通じる階段のところに四角い石の塊かたまりを並べていった。

「並みのサーベイヤーならこれで防げるだろう。──警察軍も、しばらくは足止めできるはずだ」

　ヒューバートが軍人上がりというのは噓うそではない。それも、特務部隊〝魔導遊撃隊バツツエンジユート〟出身の、エリート中のエリートである。平原や森林地帯での尋常な戦闘訓練に加えて、遺跡内部のような特殊な環境下での訓練も積んできた。屋内に罠わなを設置するような作業にも慣れている。

　遺跡内のあちこちに罠を仕掛け終えたヒューバートは、遺跡の最深部に戻ると、持ち込んだ食料の中からベーコンを取り出してかじり始めた。

「…………」

　空からの樽に腰かけたヒューバートの目の前には、うつろな目をしたドロイトンが転がされている。すでに四回、例の薬を飲ませているが、まだ効果が出ているとはいいがたかった。とはいえ、今はマルディーグの言葉を信じて続ける以外にない。

　ここであと一週間以上、身をひそめてドロイトンに暗示をかけ続け、完全なあやつり人形となったところで生還させれば、キーンホルツの市政はほぼ〝組織〟の思うがままにできるようになる。もちろん、常識はずれの好き勝手な真ま似ねを繰り返せば、ドロイトンが中央政府から罷ひ免めんされて元も子もなくなるが、政治的な決定を恣し意い的てきにゆがめ、支局を追いつめていくことは充分に可能だろう。

　上が何を考えているのか、ヒューバートには判らないし、知る必要もない。ただヒューバートは、マルタ・リンデンブロッホを支局長の座から引きずり下ろせばいいのである。単純に暗殺するという手もあるが、それはほかの策が失敗に終わった場合の最後の手段にしておけと釘くぎを刺されていた。ヒューバートとて、〝組織〟の中でさらに上を目指そうという野心がないわけではなく、であるならば、上の人間の期待に添うよう行動すべきだとわきまえている。

「……あなたがもっと金や女にだらしのない人間なら、もっと楽にことが運んだんだ。そうしてつらい思いをしているのは、あなたがらしくもなく気骨のあるところを見せたせいですよ、市長」

　どうせ答えないと知りつつ、そうぼやいたヒューバートは、指先についたベーコンの脂あぶらをなめ、少し仮眠を取ることにした。





　　　　　






　悪漢にさらわれたのが深窓の令嬢や一国の姫君というのであれば、救出に向かう勇者たちの士気も上がるというのが定番だが、それが小太りの中年男、しかも決して二枚目でもないドワーフとノームのハーフとなれば、ロマンスを期待して危険に飛び込む人間はほぼ皆無だろう。

　結局のところ、そういう現金な連中を釣るには現金しかない。キーンホルツ市が新市長ドロイトンの救出に懸けた懸賞金は五○○万ギルダン──そこそこ物価の高いこの大都市でも、一年は仕事をせずに食っていけるだろう。

　また、誘拐犯との戦闘が予想されることから、キーンホルツ支局からは危険手当と諸経費としてもう二○○万、警察からは生死を問わず犯人を捕らえれば賞金一○○万ギルダンが支払われることになっていた。いずれも成功報ほう酬しゆうなのは当然だが、すべて合わせて八○○万ギルダンなら、チームメンバーが五人いてもかなりの稼ぎになるし、市長からの謝礼も期待できる。

「──まあ、みんなそういういい部分しか見ないですよね、人間て」

　きょうもまた二一号遺跡から、何人ものサーベイヤーたちがボロボロになって戻ってきた。まだ死人は出ていないのは不幸中のさいわいといえるかもしれない。南門から中庭を突っ切って医務室に直行する怪我人の群れを見て、ニコルは溜息混じりに鼻の頭をかいた。

　ラムは巨大な戦せん斧ぷを磨きながら、こちらも小さく嘆息した。

「──身のほど知らずの新米くんたちが返り討ちになるのはまだ判るけど、〝白金の盾アイギス・ラ・プラータ〟とか〝火蜥蜴サラマンデル〟とか、そこそこ腕の立つ中堅クラスのチームまで、命からがら逃げてきたっていうわよ？」

「じゃあ、犯人はそれ以上に腕が立つってことですか？」

「さあ？　誰もまだ犯人の姿は見てないらしいわよ？」

　クローのツリーハウスのハンモックに勝手に寝そべり、ネフェティはいった。でも、彼女のことだから、それは口から出まかせじゃあなく、逃げ帰ってきたサーベイヤーたちが、医務室で口にしている泣き言を盗聴して手に入れた情報なんだろう。

　誘拐犯らしき不審人物が目撃されたのは、キーンホルツの街を出て樹海の中を南に三キロほど行ったところにある、二○号遺跡のあたりだった。その周辺にはいくつかの遺跡が固まって存在していて、支局では、犯人が隠れているとすれば、二○号遺跡のすぐそばの二一号遺跡だと分析していた。

「そもそも二一号遺跡は、地下五階まであるわりには構造が単純で、一方では出入り口が多い。かなり早い段階で踏破され尽くしたあとは、アレだ、もっぱら新人指導課が新米サーベイヤーの研修用に使っていた遺跡だ」

　ウッドデッキの階段に腰を降ろし、クローは愛用の剣に砥と石いしをすべらせている。クローの戦い方はふつうの剣士のそれとはかなり違うため、剣にはそれほどの鋭利さは求めていないらしいんだけど、それでも剣を打ち直すたびに、最後の研ぎは自分でやることにしているといっていた。

「──その二一号遺跡が、半年ほど前に、崩落の危険性があるということで立ち入り禁止になった」

「ラムも昔もぐったことあるけど……そんなふうには見えなかったわよ？」

「そんな危なっかしい遺跡に犯人が逃げ込んでるって、どうして支局ではそう判断したんですか？」

「不審な男が二○号遺跡近辺で目撃されたと判明して、支局の資料課が時間をさかのぼって報告書を調べたところ、そもそも最初に崩落の危険性を報告したのが、例のハンカチ次長だったと判明した」

「あのオルフセン次長──の偽物？」

「ああ。それでこれはちょっと怪しいってハナシになってな。あらためて調査のために警備部の連中がもぐってみたら、崩落の危険性なんぞまったくなかったらしい」

　研ぎ終えた刃を水で清め、さらに乾いた布で水気をぬぐって鞘に納めたクローは、首をくりくり回して立ち上がった。

「──ハンカチ次長は安全なはずの遺跡を危険な遺跡といつわり、誰も近づかないように小細工をしていた。いざという時の隠れ家か何かにするつもりだったんだろうというのが、男前のブロードソン課長の考えだが……実際、その言葉を頼りに二一号にもぐった連中が次々に返り討ちにされてるってことは、たぶん正解だったんだろ」

　今回の探索の目的はあくまで市長の救出である。市長が怪我をしていることを想定して、いつもより本格的な救急セットを詰め込み、ニコルはバックパックを背負った。

「で、でも、遺跡としてはほとんど危険がないんですよね、そこは？　じゃあ、いったいみんなどうしてボロボロになって戻ってくるんです？　まだ誰も犯人には出くわしてないんですよね？」

「おーい」

　支局のロビーのほうから、探索の身支度をととのえたシェーラが、金属製のグリーブをがしゃがしゃ鳴らして走ってきた。

「──まだ掲示板にも出てねえ情報、医務室で唸うなってる連中から聞き出してきたぜ。やっぱりおめえの予想通りみてえだ、クロ公」

「そうか」

「クローさんの予想って何です？」

「危険のないはずの遺跡にもぐった連中が手傷を負って逃げ戻ってくるということは、当初はなかったはずの罠があらたに設置されたということだろう。だから想定外のところで想定外のダメージを負い、犯人のところまでたどり着けない」

「なるほど……」

「それと、気になることをいってたヤツがいたぜ」

　クローの家に入って水瓶の水を柄ひ杓しやくで一杯、勝手にいただいてきてのどを潤したシェーラは、大きく深呼吸して続けた。

「……地下三階で妙なゴーレムを見たんだと」

「妙なゴーレム？」

「すぐに逃げたんで詳しくは判らねえけど、なまじの武器はまったく通用しなかったっていってたぜ」

「現物？　を見るまで何も判らないってことじゃない、それ？」

「別にかまわん。どのみち、そこで待ち受けているものがどれだけ危険かはっきりしてからじゃ、おそらく手遅れだろうからな。──そろそろ行くぞ」

　シェーラが到着して五人揃ったところで、クローは出発の号令を出した。

　街の南門に向かう道すがら、またあらたに数人のサーベイヤーたちが、尾お羽はうち枯からしたようなありさまで支局に戻っていくのとすれ違った。このぶんだと、遺跡に着くまでにさらに多くの敗残者を目にすることになりそうだった。

「──ねえ、クロさん、さっきいってた手遅れってどういう意味？」

「いくら遺跡の中はサーベイヤーの独どく擅せん場じようとはいえ、あくまでオレたちは民間人だからな。あまりに成果が出ずに怪我人ばかりが増えるようなら、支局としては、警察にあとを託すしかなくなる。実際、すでにそういう話し合いが始まっててもおかしくはないだろう。たった一日半でこれだけの怪我人が出てるんだからな」

「つ、つまり……懸賞金つきでぼくらがもぐれる時間的な余裕は、そう長くはないってことですか？」

「ニコルくん、そんないい方をしたら角が立つだろう？」

　クローはニコルを振り返ってにやりと笑った。この笑みを見て、クローが何もたくらんでいないと考える人間はまずいないだろう。

「──オレたちが急いでいるのは、あくまで市長の身を案じてのことだ。決して金のためじゃあない。たとえ心の中では金貨の山を思い描いていたとしてもな」

「お金が欲しくないわけじゃないですけど、ぼくはとにかく無事に帰りたいですよ。とうさんには絶対に二一号にはもぐるなっていわれてたのに、きょうはウソついて出勤してきたんですから」

「ああ、そういえばシェーラ、アナタはどうなの？」

「んあ？」

「だからぁ、誘拐犯を捕まえにいくって、お姉さんたちにはいってきたの？」

「いや、いおうと思ってたんだけどなあ……」

　シェーラはぎこちなく微笑ほほえみ、ほっぺたをかいた。

「──ねーちゃんたちのところって、チームメイトがまだベッドから起きられない状態だろ？　そこでさらにわたしが心配かけるのも悪いしな。別に今こん生じようの別れになるわけでもなし、事後報告でいいかなって──」

「あ～あ、それってよくなくない？　あとから知ったら、またお姉さんの過保護病？　がぶり返したりして～」

「何だよ、過保護病って。……あとでバレたってどうってことねえよ。どのみち時間かけるような仕事じゃねえって、今もクロ公がいってたじゃねぇか」

「んー……あとでバレなければいいの、シェラちゃん？」

「まあな」

「でも、もうバレてるみたいよ？」

「あ？」

　ラムの呑のん気きな言葉に、シェーラだけでなく、ニコルやネフェティもいっしょになって振り返った。

「──うわ」

　街から森へと続く木々のアーチの下を、すらりと背の高い美男美女が大股でこっちへやってくる。あれは確か、シェーラの兄と姉──フラガとルキナだった。

「ねーちゃん!?　……とにーちゃん！　どっ、どうしてこんなとこに!?」

「おまえね……毎度毎度、俺をルキナのオマケみたいにあつかうのはやめろよ。兄上への敬意が足りないぞ、敬意が」

「うづっ」

　やってきたフラガは、わざわざシェーラのゴーグルをずらして広い額にデコピンを叩たたき込こんだ。

「最初にいっておくが」

　無言で歩み寄ってきたルキナを見て、クローがいった。

「別にオレはシェーラを無理矢理引きずってきているわけじゃない。あくまで本人の意志に任せている」

「わたしも別に、そんなことであなたを責めようと思ってここへ来たわけではありませんから」

「じゃあどうしてここへ来たんだ？」

「決まってるでしょう、シェーラが心配だからよ」

　何のてらいもなく、ルキナは即答した。確かにシェーラから聞いていたように、このお姉さんの妹に対する保護欲ぶりはすさまじい。

「ちょっ──ね、ねーちゃん！　何いってんだよ!?」

「あなたたちが何をしようとしているかは予想がつきますから。……わたしたちも同行します」

「はあ!?　どっ、同行するって──やめてくれよ！」

　シェーラは顔を真まっ赤かにしてぶるぶると首を振った。ルキナたちが同行するということは、シェーラにしてみればいわば保護者同伴なわけで、それはとても気恥ずかしいことに違いない。

「シェーラ、あなたには聞いてないわ。チームのリーダーはクローさんでしょう？」

「……あんたたちの腕前は認めるがな」

　クローはエルフの兄妹を交互に見やり、首をこきっと鳴らした。

「頭数が増えるとこっちの稼ぎが減る」

「失敗することは考えていないのね」

「オレは特別だと何度もいってるんだが、なぜかなかなか信用してもらえんらしい」

「それはあなたのふだんの大言壮語が問題なだけです」

「おいおいおい、よせよ、ふたりとも。な？」

　いつも通りニヤニヤしているクローと、にこりともせず腕組みしているルキナの間に割って入り、フラガは苦笑混じりに両者をなだめた。

「俺にいわせりゃ、ふたりとも腕は立つけど人づき合いがヘタすぎるんだよなあ。もうちょい融ゆう和わ性せいってモンを考えようぜ、な？」

「確かに、あんたのほうが上の妹よりは話がしやすそうだ」

「クローさん──」

「まあまあまあ」

　何かいいかけたルキナの頭をかかえ込むようにして黙らせ、フラガはいった。

「おまえさんならもう察してるとは思うが、たぶんこのままだと、支局とサーベイヤーの出番はなくなる。もともと誘拐犯を捕まえるなんてのは俺たちの業務じゃないわけだしな」

「それで？」

「俺の見立てでは、おそらくチャンスは一度きりだ。一回チャレンジして、無理だと思って支局に引き返して態勢をととのえようにも、その時にはもう、二一号へは立ち入り禁止になってる可能性が高い」

「そう思うなら邪魔をするな。こっちは急いでる」

「だからだよ。……助すけっ人とがいたほうがいいんじゃないか？」

「オレもいったはずだ。実力的にはともかく、頭数を増やすとそのぶん稼ぎが減る。もともと五人揃ってないあんたらにはおいしい話かもしれないが、オレたちにとっては微妙な申し出だな」

「ならば、わたしたちのぶんの懸賞金は必要ありません」

「あ、ちょっと待て、ルキナ!?」

　兄の腕を振りほどき、ルキナは凜りんとした声でいい放った。

「──わたしたちはあくまで家族の身を案じているだけです！　懸賞金欲しさに尻しり馬うまに乗ろうとしているわけではないのですから！」

「すっ、少しは懸賞金も──」

「にいさんは黙って！」

「あー、諸君」

　ああだこうだやっている美形のエルフたちをよそに、クローはチームの仲間に向き直った。

「──唐突だが、こちらはルキナさんにフラガさん、今回の仕事を手伝ってくださるボランティアのおふたりだ。ノーギャラで危険な任務に挑む、オレからしたら頭がおかしいとしか思えない連中だが、アレだ、とりあえず仲よくやってくれ」

「はああ!?　クロ公、てめえ、そう簡単に認めんなよ！」

「シェーラ、サーベイヤーは危険な職業よ。リーダーの指示にしたがえないメンバーがひとりでもいれば、チーム全体が危機におちいることもある」

　懸賞金にこだわるフラガといい争っていたルキナが、いきなりその舌ぜつ鋒ぽうの矛先をシェーラに向けてきた。

「──そんな基本的な鉄則が守れないようなら、あなたにサーベイヤーは無理だわ。わたしといっしょに家に戻りましょう」

「じょっ、冗談じゃねえ！　わたしはまだまだ戻るつもりはねえんだよ！」

「くくく……うるわしい姉妹愛だな」

「く、クローさんにはそう見えるんですか……？」

「仲が悪そうに見えても実は仲がいいというアレだろう？　いくらオレが人の心が判らないろくでなしでも、その程度は見当がつく」

　ぬけぬけといってのけたクローは、懐から二一号遺跡の最新の構造図を取り出すと、フラガを手招きしてさっさと歩き出した。

「い、いいんですか、クローさん？　シェーラさん、お姉さんとまだやり合ってますけど──」

「別にいいだろ。どうせじきに追いつく。──それよりボランティアのあんた」

「いや、クローちゃん、ルキナはともかく俺はボランティアはちょっと──」

　小走りでクローに追いついたフラガは、頭をかいて苦笑いしている。同じ兄弟でも、フラガはルキナよりずっと俗っぽい──いい換えるなら親しみのもてる性格の持ち主みたいだった。

「どうだろう？　せめて俺とルキナでひとりぶんってのは？」

「駄目だな。稼ぎが減るとオレたちのモチベーションが下がる。だったらいっそ助っ人がいないほうがいい」

「意外にケチだな、おまえさん」

「そりゃどうも。この仕事で稼ぎたかったら、遺跡内で何か換金できそうなものでも見つけて持ち帰るんだな」

「そっちで稼ぐぶんにはオレたちの好きにしていいんだな？」

「この遺跡に金になるようなものが残っていればな」

　クローは広げた構造図を指差し、フラガにいった。

「……ここは迷宮というような複雑な構造じゃないが、ただ、地下五階まであって無駄に広い。出入り口も複数ある。まだ誰も犯人のところまでたどり着いてないのは不幸中のさいわいだが、もし追い詰められそうな気配を察したら、犯人は市長を連れて逃げる可能性がある」

「だろうな。……もし例の護衛役が犯人だとしたら、かなり厄介だぜ」

　クローとは違う意味でいつも笑っているフラガが、不意に真面目な表情を見せてうなずいた。

「──あの日、道中でちらりと小耳にはさんだんだがな、その男、バッツェンジュートの出身だといってた。どこの出入り口にも今は警備部の審査官が張りついてるが、その気になれば強行突破も可能だろうぜ」

「そ、その……バッツェンジュートって何ですか？」

「王国軍の特殊部隊だよ。少数精鋭の王国軍の中でも特に腕の立つエリート揃いで、あらゆる戦場での戦い方をマスターしてるらしい」

　フラガが気さくに答えてくれた。

「そういう連中なら、遺跡内での戦い方も熟知してるだろう。これまでのチームが引っかかって退散するはめになった罠も、そいつが仕掛けたと考えるべきだろうな」

「そ、そこに乗り込んでくんですか？　これから？」

「誰が犯人だろうとやることは変わらん。──でだ、ボランティアのあんたがいうように、チャンスはおそらくこれっきりだろうし、しかもアレだからな、遺跡内は無駄に広くて敵の逃亡の恐れもある」

「……いちいちボランティアって強調するなよ、クローちゃん。俺のモチベーションが下がるから」

「そんなことはどうでもいい。とにかく、一回のチャレンジで犯人を逃のがさず捕らえるためには、ふた手に分かれたほうがいいとオレは思うんだが、あんたはどうだ？」

「そうだな……」

　フラガはクローの肩越しに構造図を覗き込み、こめかみのあたりをかいた。完全にこのふたりだけで作戦を練っているけれど、シェーラをどうにか説得しようとしているルキナを除けば、あとはクローについていく以外のオプションはないにひとしいラムと、面倒なことは基本的に他人任せのネフェティ、それにニコルしかいない。そういう流れになるのも当然だった。

「──確かにこの遺跡の構造だと、罠を突破して最下層にたどり着いたとしても、それ以前に別方向から逃げられる可能性がありそうだな。完全に逃走ルートを封じるには最低でも五、六チームは必要だろうが、今の状況だとそうもいかない、か……」

「チームを分けて別々のルートから最下層を目指せば、犯人に逃げられるリスクはそれだけ低下する」

「だが、それぞれのメンツが少なすぎると、犯人が複数いた場合、逆に各個撃破されかねないぜ？」

「判ってる。だから三人と三人で分けるのがベストだろう」

「クローさんクローさん、全員合わせたら七人ですよ？　三人と四人ですよ？」

　ニコルがそう指摘すると、クローはニコルを一瞥してから、わざわざいい直した。

「……三人と三人半で分けるのがベストだろう」

「そういうことになる……かな？　おい、ルキナ！　おまえもそれでいいよな？」

「わたしたち三人で組むのであれば、文句はいいません」

「ちょ、な、何だよ、それ!?」

　後ろからやってきたシェーラが、ルキナとクローの顔を見くらべてわめいた。

「──ねーちゃんたちが助っ人に入るだけでもアレなのに、わたしをねーちゃんたちに押しつけるつもりかよ、クロ公!?」

「非常に自然な分け方だと思うが？」

「そうね。初めてあなたと意見が合った気がするわ、クローさん」

　クローとルキナは静かに睨にらみ合いながら、けれどもチームの分割方法についてはたがいに文句はないらしい。ニコルたちが口をはさむ余裕なんかまったくなかった。

　森の奥に審査官の詰所が見えてくると、クローは声をひそめ、ルキナにいった。

「──一応、審査をパスするためにいっしょに一番口から降りるが、そのあとは別行動だ。あんたら三兄妹はそのまま東側から、オレたちは西側に回ってから地下五階へ向かう。うまくいこうがいくまいが、日没までにはおたがい自己責任で脱出する。……それで文句はないな？」

「ええ」

「ま、仕方ないか」

「わっ、わたしは納得してねぐぶぶぶ──」

　わめき続けるシェーラをルキナとフラガがふたりがかりで押さえ込む。ニコルは眉をひそめてそれを見ながら、ネフェティに尋ねた。

「……ああいうのもしあわせっていうんですかね？」

「でしょ？　心配してくれる家族がいるんだから、あんなに文句いうなんて、ホントなら罰ばちが当たってもおかしくなくない？」

「……とうさんに黙って来たの、まずかったかな……？」

「それも別にいいんじゃない？　無事に帰ればただの武勇伝？　になるわけだし」

　ネフェティはニコルの肩を叩いて、二一号遺跡への階段を下っていった。

　このチームのサブリーダー格はシェーラだ、なんてニコルは勝手に思い込んでいたけど、ここ数日のことを振り返ってみると、やっぱりネフェティが、そうと思わせないけどやっぱり一番の大人おとなだった。

　それとくらべたら、ニコルやシェーラはもちろん、ラムだってまだまだ子供にしか思えない。たぶん、ネフェティがニコルたちの本音を聞くことはあっても、ニコルたちに聞いてもらう側に回ることはないだろう。

　ふりふり揺れるネフェティのお尻をぼんやりと眺めながら、ニコルはそう思った。





















　クローたちといっしょにルキナとフラガが現れたのを見て、審査官はあからさまに驚いた顔をしていた。〝人間嫌いミザントロープ〟と〝神秘の瞳エイ・ミステイク〟は、キーンホルツ支局でも一、二を争う実力を持ったチームで、なおかつ仲がよくないことでも知られている。

　その両者が、一時的にとはいえ、同じ目的のために特別編成で遺跡にもぐるわけだから、審査官たちが驚くのも当然だろう。きょうの食堂のディナータイムの話題は、おそらくそれ一色になるに違いない。

「……周りからあれこれいわれて恥かくのはこっちなんだぜ？」

　姉の後ろを歩きながら、シェーラは小声でぼやいた。すでにクローたちとチームを割って三○分ほどが経過している。今のところはこれといった罠わなもなく、シェーラたちは順調に地下五階に進んでいた。

「最後に一度くらい、あなたと同じチームで仕事をさせてくれてもいいんじゃない？」

　妹を振り返ることなく、ルキナがいった。

「──えっ？」

　ルキナは今、最後といった。いったような気がした。しかしシェーラは、そこをもう一度はっきりと聞き返すのがなぜか怖くて、曖あい昧まいな声をもらすことしかできなかった。かざした杖つえの宝珠に淡い魔導の光をともして歩むルキナの表情は、影の部分が多くて、シェーラの位置からでは確認することができない。

「──待て」

　三人の最後尾を歩いていたフラガが、前を行く妹たちを呼び止めた。

「どうした、にーちゃん？」

「…………」

　左手に弓を持ち、右手はつねに壁面に触れながら歩いていたフラガは、眉をひそめてその手をそっと見つめた。

「……血だ。まだ新しい」

「何？」

「罠らしきものはないわ」

　すばやくあたりを確認し、ルキナが呟つぶやく。

　だが、ここに真新しい血が飛び散った痕跡が残っているということは、ここで誰だれかが──おそらく懸賞金目当ての調査鑑定士サーベイヤーたちが、罠にかかるか何者かに襲撃されるかしたのは間違いない。そして、ルキナが罠はないと断言する以上は、後者の可能性が高かった。

　シェーラが拳こぶしを握り締めて身構えると、背負っていた四つのガントレットが分離して浮遊を始めた。

「間近で見るとすごいな。いろいろ使えて便利そうだ」

　フラガの声は、その口ぶりほどにはふざけて聞こえない。すでにそういう状況ではないということを察しているからだろう。

「……出発前、医務室に担ぎ込まれた連中に聞いたらよ」

「何を？」

「この遺跡にゃ、ついぞ見たことのねえゴーレムがいるらしいぜ」

「なるほど。大型の爬は虫ちゆう類るいが棲すみ処かにしていてもよさそうなのに、その気配がまったくないから妙だと思ってたんだ。そのゴーレムに、あらかた追い出されたあとか……な？」

「何か聞こえる──」

　ルキナの耳がひくっと震えた。

「少し明るくするわ」

　背後のふたりにそう予告し、ルキナは魔導杖をかかげた。その宝珠に宿っていた光がわずかに輝きを増し、杖から離れてふわふわと通路の先のほうへと飛んでいく。その動きに合わせて、薄暗かった通路から闇が追い払われていった。

「何かが待ち受けてる……か？」

　通路はほんの数メートル先で大きな広間のような場所につながっていた。何かがきしむようなかすかな音は、その広間のほうから響いてくる。

「行きましょう」

　ルキナがふたたび歩き始めた。

「ねーちゃん……い、いいのか？」

「よく見れば床の建材にも、何かで激しくこすったような跡が残っているわ。あの場所に血痕があったことと合わせて考えれば、戦闘がおこなわれたのはこの通路よ。ぐずぐずしていたら、わたしたちもここで敵と対たい峙じすることになる」

　当面の目的が最下層に達することである以上、敵と戦うよりは少しでも先に進むことを考えなければならない。あまり幅の広くないこの通路で戦うかぎり、挟きよう撃げきされたり包囲されたりする恐れはないが、それは裏を返せば、すべての敵を真正面に集中させる形となり、つまりは、それらをすべて排除しなければ先に進むことができなくなる。

　ルキナの言葉でそれを察したシェーラは、拳を打ち鳴らして走り出した。

「援護頼んだぜ！」

「シェーラ！」

　追いかけてくるルキナの声よりも早く、一気に広間へと駆け込む。淡い光は広間の全体を照らしてくれるわけではなかったが、それでも、広間に人間以外の影が無数にあるのはすぐに判わかった。事前に聞き込みをしていなかったら、この遺跡には特に何の障害もないと思い込んで見すごしていたかもしれない。

　それは、鈍にび色いろの輝きを放つ円柱状の物体だった。先刻から聞こえていたきしみは、その円柱の表面に細かな線が走り、ぱっくりと展開していく音だったのである。

「!?」

　シェーラの腰回りほどの太さの円柱がいくつかのパーツに分かれて展開していくにつれ、その内部から、ねっとりとした水色の粘液質の物体があふれ出てきた。あたりを見回せば、ほかにも同じような円柱が無数に並んでいる。

「何だこいつ？」

　深く考える前に、シェーラの四つのガントレットが唸うなりをあげた。

「──風ふう魔ま連れん拳けん！」

　四つの拳による連続攻撃を受けた水色の物体は、大きく吹き飛ばされてべちゃっと床に叩たたきつけられたが、何ごともなかったかのようにふるふると震えながら、またたく間に形を変えていった。

「な、何だ!?　気持ち悪わりィな──」

「スライムに似ているけど……でも違うわね」

　スライムは、遺跡の天井から哀あわれな獲物の上に落下し、そのまま包み込んで消化、吸収してしまう肉食性の不定形捕食生物である。刃物も鈍器も通用せず、激しい炎で焼くくらいしか対処法がないが、基本的に動きが遅く、不意をつかれさえしなければ、熟練のサーベイヤーにとってはそう恐ろしい敵ではない。

　しかし、シェーラたちの目の前にいるそれは、いまや四し肢しを備えた人ひと形がたになりつつあった。円柱状の容器はいくつかに分割され、まるで鎧よろいのように、その怪人の各部をおおう装甲と化している。

「もしかして……逃げてきた連中のいってたゴーレムってのはこれのことか!?」

「もともとこのあたりの遺跡にいるゴーレムも、古代魔導文明が生み出したものよ。おそらくこれは、スライムの特性を利用した生物兵器──」

　ルキナが燐りん光こうをあたりにばらまくと、広間の中が明るくなった。

「……これ、突破できるか？　なあ？」

　一度に三本の矢を弓につがえ、フラガがひきつった笑いをもらした。

　すでにほかの円柱からも、同じような粘液が染み出し、ゴーレムに変わっていた。いくつかの通路の接合地点でもあるこの広間の突破を防ぐために、犯人がここへ配置しておいたのだろう。いったいどこからかき集めてきたのかは判らないが、少なく見積もっても二○体はいる。

「くそぉ……！」

「シェーラ！　そのままじゃたいしたダメージはあたえられないわ！」

　ルキナが杖の宝珠のほうでシェーラのガントレットを指ししめすと、その四つの拳に明るい朱色の炎がともった。

「助かったぜ、ねーちゃん！」

　外からあたえられる衝撃をほとんど吸収してしまうスライムのボディも、炎の拳なら焼いてダメージをあたえることができる。

「シェーラ、脳ミソを捜せ」

「は？」

　さっそく炎のガントレットをゴーレムたちに向かって飛ばしたシェーラに、フラガがいった。

「──単純な命令しか受けつけないゴーレムにも、一応は脳ミソみたいなもんがあるんだよ。そいつを破壊すれば、たぶんすぐに動かなくなる。数をこなすには、ピンポイントでそいつを狙ねらってったほうがいい。時間と体力の節約になるしな！」

　フラガの弓の弦が軽く唸り、三本の矢が空を裂いて飛んだ。

「……頭にはなさそうだな」

　フラガの放った矢は、ゴーレムの頭らしき部分に、三角形を描くように綺き麗れいに突き刺さっている。しかし、それで動きが止まる様子はない。

「はっ！」

　ルキナが魔導印を描いて杖をひと振りすると、大だい蛇じやのようにうねる灼しやく熱ねつの炎がほとばしり、周囲にいたゴーレムたちを包み込む。ぶよぶよしたボディが業ごう火かに炙あぶられて痩やせおとろえていく異音は、何ともいえず気味の悪いものだった。

「──旋せん風ぷう轟ごう拳けんの型かたァ！」

　四つのガントレットが、三人を守るように大きな円を描いて高速で旋回し、接近しようとするゴーレムたちをはじき飛ばした。

「っていうかよ！」

　ゴーレムたちを遠ざけたシェーラは、その中から一体だけ摑つかんで引き寄せると、思い切り床に叩きつけ、燃え盛る腕で無造作にそのボディを引きちぎり始めた。

「この……いかにも守ってますっていう、金属装甲の下とか怪しいだろ！」

　たいていの衝撃はうまく逃がしてしまうこのスライムのようなボディも、四つの腕で摑み、怪力でひねり上げれば、力任せにねじ切ることができる。それはそれで面倒な作業だったが、このゴーレムの弱点を捜すにはそれしかなかった。

「──これか!?」

　人間でいえばみぞおちのあたりに拳を叩き込んだシェーラは、そこにこのぶよぶよしたボディとは違う何かを感じ、そのまま摑んでぐりんとひねるようにもぎ取った。

「お」

　引きちぎったボディの一部の中から、子供の拳くらいのサイズの、精せい緻ちな紋様が刻み込まれた金属球が出てきた。

「……技研に持ってったら高値で売れそうだな」

「持ち帰るにしても残骸にしてからだろ……よ！」

「判ってるって」

　ぐしゃっと金属球を握にぎり潰つぶすと、それまで未練がましくうごめいていたゴーレムが一瞬で粘性を失い、異臭を放つ液体と化して床の上に広がった。

「決まりだ。──見たか、ルキナ？」

「ええ」

　ルキナの魔導が生み出した風の刃やいばが、迫りくるゴーレムのボディをえぐる。胴体の真ん中を守る装甲板がはじき飛ばされ、そこにすかさずフラガの矢が突き刺さった。

「判りやすくていいんだ……がな！　全部つき合ってたらかなりかかるぞ!?」

「強引に突破するか!?」

「でも、この先にも同じものが仕掛けられていないという保証はないわ！」

　ここを強行突破したとしても、途中でまたゴーレムの群れに足止めされないという保証はない。万が一せまい通路ではさみ撃ちにされたら、かなり不利な戦いをしいられかねなかった。

「じゃあ、突破したらすぐに天井崩して、こいつらが追いかけてこられねえようにしようぜ」

「……ひょっとして、クローさんはいつもそんな大おお雑ざつ把ぱなやり方をしているの？」

「いやいや、確かに乱暴だけど、今はそれが一番面倒がないかもしれないぜ？」

　またあらたにフラガの矢がゴーレムを打ち倒す。そこを突破口にして、シェーラがまず駆け出した。

「決まりだな！」

　ここでぐずぐずしていたら、別ルートのクローたちに先を越されてしまう。〝人間嫌い〟の一員としての自負はあるが、だからといって自分の姉たちが軽んじられるような結果になるのも面白くない。三人で組んでいる以上は、クローにさすがといわせるくらいの活躍を見せたかった。





　　　　　






　仲間たちを黙らせ、しばらく壁に耳を押し当てていたクローは、何やらひとりで納得したようにうなずき、すぐそこにある階段を指差した。

「……行くぞ」

「え？　な、何だったんですか、今のは？」

「ほかに誰か近くにいないかどうか調べただけだ。とりあえず、オレたちとシェーラたちのほかに、まだ何組かもぐってるヤツらがいるようだが、この近くにはいない」

　ニコルたちは今、地下三階にいる。いつも強気で進むクローにしてはというか、ニコルの尺度から考えても、きょうのクローは慎重だった。

　むしろわざとじゃないかというくらいにのんびり歩いているクローに、ニコルが思い切って提案してみた。

「あの……ほかにももぐってる人たちがいるなら、合流して協力したほうがいいんじゃないですかね？」

「きみは面白いことをいうな、ニコルくん」

「ニコルちゃん、それじゃ稼ぎがまた減るじゃない」

　またあらたな発光スカラベを飛ばし、ネフェティが肩をすくめた。彼女が召喚するスカラベの寿命はとても短いらしく、ものによっては数分おきにあらたに召喚しなければならないという。

「お、お金のことも大切ですけど、やっぱり複数のチームが協力することによるシナジーをですねえ──」

「っていうか、無駄に難しい言葉使ってるけど、コルくんもう忘れたの？　コルくんがここへ来たばっかりの頃は、入り口近くで荷物番をさせようなんて話も出てたでしょ？」

「あ」

　どうにかニコルは荷物番候補から脱することができたけど、基本的にクローたちは、未熟なサーベイヤーは探索の足手まといと考える集団である。

「……あの兄妹はどっちも腕が立つからな。分け前が必要ないのなら手を組んで損はないが、それ以外のチームの連中じゃ、行動をともにしてもメリットよりデメリットのほうが大きい。いないほうがましだ」

「自分で引っかかるならともかく？　他人が引っかかった罠でこっちまでヒドい目に遭うとかごめんだしぃ」

「でも、それにしたってきょうのクローさんはヘンじゃないですか？」

「……何がだ？」

「いや、いつもより慎重だから」

「それはアレか、いつものオレはまったく慎重じゃないといいたいわけかね？」

「ちっ、違いますよ！　し、慎重さの中にも大胆さがあるというか、慎重を期しながらも大胆さを忘れないというか──」

「きみはアレだな、サーベイヤーとしての腕以上に、咄とつ嗟さの弁明がうまくなったな、ニコルくん。きみはもしかすると、サーベイヤーより法ほう曹そう界かいではたらくほうが向いているのかもしれない。告発も得意だし」

　ニコルを振り返ってにやりと笑うクローに、ラムが首をかしげて尋たずねた。

「だけど、それはラムも思ったのよね。きょうのクロさん、不自然に慎重っていうか」

「別に慎重だから歩みが遅くなってるわけじゃない。最初はシェーラたちを先行させようと思ったから、あえてスピードを抑えていただけだ。そろそろ先を急ぐぞ」

「シェーラさんたちを先行させるって……どういうことです？」

「ここに見たこともないゴーレムがいたといっていたろう？　おそらく侵入者を撃退するために犯人が仕掛けたんだろうが」

「ああ……確かにいってましたね、そんなこと」

「だからそいつらに見つかるのを遅らせるために、シェーラたちを先行させてる。ほかの連中じゃ、どのみちたいした囮おとりにはならんだろうしな」

「おっ、囮!?」

「声がデカい」

　ニコルをたしなめたクローは、歩みを止めてその場にしゃがみ込み、右目をぐっと細めた。

「……ここにも細い鋼線が仕掛けられてる。気づかずに踏みつけたり切ったりすると、何かそのへんの天井から降ってくるんだとは思うが、ためす気にはならんな」

「珍しい罠ね」

「敵兵を攻撃するための軍隊式の罠だ。遺跡に仕掛けられている罠とは根本的に違う」

「誘拐犯が仕掛けたってことですか？」

「どうやら犯人は軍人上がりらしい」

　クローにいわれた通り、罠を作動させないように鋼線をまたぎ越したニコルは、中途半端になっていた話題をふたたび振った。

「──それで結局、シェーラさんたちが囮ってどういうことですか？」

「別にオレが囮にしようと思ってやっているわけじゃない。あいつらが勝手に派手にやらかして、結果的に囮役をやってくれているだけだ」

「派手にやらかすって……もっ、もしかして、どこかで戦ってるんですか、シェーラさんたち!?」

「おそらく犯人が仕掛けた〝門番〟と遭遇して戦闘になってるんだろう。だが、そのへんの二流と違って、あいつらはそう簡単には排除されない。それでほかの場所にいたゴーレムどもも、シェーラたちの排除に動き出した」

「壁に耳を当てるだけでそんなことまで判っちゃうんですか？」

「オレは特別だと何度もいっているだろう？　音は聞こえなくても、何かが東のほうへ移動していくのが震動で判った。──そのぶん、オレたちの邪魔をする〝門番〟の数は減ったはずだ」

「お、囮ってそういうことですか……」

　ニコルは感嘆の吐息をもらすと、てろんと垂れた耳を持ち上げ、壁に押し当てた。

「──あー、確かに何かがズリズリ動いてるような音が聞こえますね。だんだん遠くのほうに移動してる感じというか」

「何？」

　ニコルの言葉にクローが眉をひそめて驚きの声をあげた。

「え～？　ラムには特に何も聞こえないけど」

「……わたしも聞こえないけど」

「驚いたな。ニコルくんに意外な長所があることが発覚したぞ。オレより耳がいいかもしれん」

「えっ!?　そ、そうなんですか!?」

　びくっと耳を震わせ、ニコルは思わず聞き返した。でも、ついつい口もとがゆるむのは止められない。ニコルがクローからほめられるなんてめったにないことだった。

「疑問なのは、きみの鋭敏さがなぜ鼻ではなく耳に出たかということだな。……実はウルフリングじゃないんじゃないのか？」

「といって、ウサギ系の獣人でもなさそうだし──」

「しっ、失礼だな、みんな！　どうして素直にほめて、『すごいすごい』でそのままにしておけないんですか!?　なぜ最後にはかならずぼくを落とそうとするんです!?」

「そこはまあ、オチ要員？　だからじゃないの？　ニコルちゃんが」

「そんな要員聞いたことないですよっ！」

「だから声がデカいといっている」

　構造図を確認しながら、クローはニコルの尻しりに軽い蹴りを入れてきた。

「うぐぅ……」

「そこの角の階段から地下四階に降りると、すぐにまた下りの階段がある。──シェーラたちのおかげでかなり体力を温存して最下層にたどり着けそうだ」

「あ、あとでこのやり口がばれて怒られませんかね？」

「ばれる以前に、シェーラの姉ならもうオレの狙いに気づいているだろう。だが、気づいていてもほかにどうしようもない。あっちはシェーラが突っ込んでいくタイプだし、シェーラが出るなら姉は派手な魔法で援護せざるをえないからな」

「そこまで考えてシェーラさんをあっちにやったんですか」

「何も考えずに貴重な戦力を別チームに送るわけがないだろう？」

　階段を続けてふたつ下り、ニコルたちは地下五階──最下層に到達した。さいわい、前方に伸びる通路に敵らしきものの姿はない。

　クローが持つ構造図を覗のぞき込こみ、ラムが尋ねた。

「それで、肝心の市長さんはどのへんにいそうなの、クロさん？」

「犯人が籠ろう城じようするとしたら……フロアの中央、いざという時にどの方向へも逃げやすいこのあたりだろうな」

「け、けっこう近くないですか……？」

「計算通りだ。もともとゴーレムだの罠だのをすべて回避できれば、最下層に到達するのにそう時間がかかる遺跡じゃないしな、ここは」

　策を弄ろうして一気に犯人の近くまで来られたのは何よりだけど、でも、考え方を変えれば、これからはいきなり犯人に不意討ちされる可能性もありえるということだった。ニコルは軽く身震いし、あらためて耳を澄ませてみた。

「……あれ？」

「どしたの、ニコルちゃん？」

「いえ、何か唸り声みたいな──」

　これまでに一度も聞いたことのない音を聞きつけ、ニコルはさっきやったように壁に耳を押し当てた。

　その瞬間、

「ひっ!?」

　壁を伝って聞こえてきた凶悪な金属音に、ニコルは思わず壁から離れて身をのけぞらせた。

　その鼻先を、黒光りする何かがかすめていった。

「なっ──え!?　な、何か飛んでかなかった!?」

「しいていうなら……コマだな」

　ラムとネフェティの頭を押さえて身を低くしていたクローが、小さな舌打ちとともに呟いた。

「こ、コマ!?　おもちゃの？」

「一瞬見ただけだからはっきりとは断言できないが、ガキのおもちゃには向かないできだな。……そこを見てみろ」

　クローは軽く顎あごをしゃくって壁をしめした。まるで何か巨大な猛獣が爪で引っかいたかのような跡が、そこにくっきりと残っている。

「それこそガキのアタマくらいのサイズで、おそらく金属製だ。縁の部分は鋭利な刃物か何かになっているのかもしれん」

「そっ、そんな物騒なものがどうして飛んでくるんですかぁ!?」

「オレに聞くな」

「でも──っ」

　泣き言をいいかけたニコルは、そこで背後の闇を振り返って息を呑のんだ。さっきも聞いた独特の唸りが、後ろのほうからまた近づいてきたのである。

「もっ、戻ってきました！」

「……ただの飛び道具じゃないってことか。軍の秘密兵器かもしれんな」

「おっ、落ち着いてる場合じゃなくない!?」

「何ごとも焦あせったら負けだからな」

　クローはかったるそうに首を回して立ち上がった。

「ニコルくん、そいつらといっしょにそのへんで伏せていろ」

「どっ、どうするんですか、クローさん!?」

「まずはひと当たりしてみる」

　腰から双剣を引き抜いたクローは、目を凝らして薄闇を見据えた。

　そこに、耳障りな異音をともなって、何かが高速で突っ込んできた。

「！」

　ショートソードを交差させてそれを受け止めたクローの身体からだが、衝撃を殺しきれずに大きくたたらを踏んだ。二枚の刃ではじかれたコマは、斜め上に跳ねて天井をがりっと削り、そのまま溝を刻むようにして奥のほうへと飛んでいく。

「……無理だな」

　剣を腋わきにはさんで手をぷらぷらさせ、クローはあっさりといった。

「む、無理って……？」

「あのスピードと重さだと、撃ち落とすのもはじき返すのもまず無理だ」

「あきらめるの早すぎないですか!?　クローさん、自分のことをいつも特別だっていってるじゃないですか！」

「確かにオレは特別だが、オレの剣はそこまで特別じゃない。まともにはじき返そうとしたら剣が折れかねない」

「だったらラムのこの血に飢えた斧おので──」

「おまえじゃ反応できないだろ」

　鼻息荒く斧を握り締めたラムの意気込みを無造作に斬り捨て、クローはあらためて歩き出した。

「シェーラならどうにかできたかもしれんが……この肝心な時に、あいつがここにいないとはな」

「そっ、それだってクローさんが──」

「まあ、シェーラがいないならいないでどうにかする。オレは特別だからな」

　さっき見た構造図によると、この通路をまっすぐ五○メートルも行けば、最下層のほぼ中央、かなり広い空間に出る。クローたちが当面の目的地にしていた場所だ。その方向からさっきのコマが飛んできたことを考えると、クローの見立て通り、犯人はそこにいるのかもしれない。

「！」

　その時、みたびあの唸りが聞こえてきた。

「クローさん！　また正面から来ます！」

「そいつをやりすごしたら、そのまま広間まで突っ走れ。おそらくやりすごしてもすぐに戻ってくるだろうが、このせまい通路でかわすよりは広間のほうが──」

　クローの言葉が終わらないうちに、壁をえぐり取る金属音が接近してきた。

「うぇあ!?」

　最初は壁際、戻ってくる時には通路の真ん中を、ほぼまっすぐに飛んできた重金属のコマが、今度は左右の壁に何度も激突しながら、ジグザグに飛んでくる。高さはだいたいニコルの腹のあたりで、飛び越えるのも身を伏せてかわすのも難しい。

「これなら──ラムに任せて！」

　ラムは一行の前に進み出ると、斧の柄を短くして両手で握り締め、身体の正面にかざすように構えた。

「ジャストミートできなくたって、はじくくらいなら──」

　魔導によって強化されたラムの腕力なら、あの一撃を受けても大丈夫かも──というニコルの期待はあっさり打ち崩された。確かにラムの腕力はどんなドワーフのそれにもおとらないほど強化されているけど、強い衝撃に対してその場に踏ん張るには、単純なパワーだけじゃなく、やっぱりそれなりの体重というのも必要らしい。

「きゃああ!?」

　前がかりに斧を構えたポーズのまま、ラムは大きく吹き飛ばされた。コマの進路を上のほうに逸そらすことはできたけど、やっぱり完全に止めることはできない。

「走れ！」

　尻しり餅もちをついたラムを抱き上げ、クローはすぐさま走り出した。

「ら、ラムちゃんは役得よねえ……！」

　走るということにかけてはニコルより不得手なネフェティが、うんざりしたようにぼやく。つねに耳をひくひくさせ、Ｕターンしてくるコマの唸りを聞き逃すまいとしていたニコルは、ネフェティを横目に見やってわめいた。

「ねっ、ネフェティさんのスカラベは、た、たくさん召喚して壁にするとかできないんですか!?」

「アレを跳ね返せるくらいの壁？　にするには、何万匹も呼び出さなきゃダメだし、一度にそんなに召喚したら、精神的な疲労で卒倒しちゃうわよっ！」

「おい、おまえら」

　ラムを丸太のようにかついでいたクローは、前方を見据えてニコルたちにいった。

「──広間に飛び込んだらすぐに左右によけろよ。ただ、そこに敵がいるつもりで油断はするな」

「ゆっ、油断なんかしてるヒマないんですけどぉっ！」

　足の速さにはそこそこ自信のあるニコルだけど、背後からの唸りは確実に近づいている。追いつかれずにあと何秒走れるか、それを思うと不安で不安で仕方がない。ニコルでこれならネフェティの恐怖はいかばかりか。

「ぎゃあああ！」

　その恐怖についに耐えられなくなったのか、ネフェティはバックパックをその場に放り出し、身を軽くしてニコルを一気に追い抜くと、クローさえ抜き去るほどの速さで広間に駆け込んだ。

「あぶっ──」

「気を抜くな。左右どっちかによけろといったろう？」

「あぎゃあ!?」

　疲労困こん憊ぱいでその場にくずおれかけたネフェティに、容よう赦しやのない飛び蹴りをお見舞いしつつ、クローはその反動を利用して逆側に飛んだ。それに一瞬遅れて広間に飛び込んだニコルは、ひと息つく間もあればこそ、床を引っかくようにしてすぐさまネフェティと同じく右のほうへよけた。

　その二秒後、例のコマが空を切って通路から広間へとカッ飛んできた。

「ねっ、ネフェティさん！」

　お尻だけを高くかかげた恥ずかしいポーズで、ネフェティは前のめりに突っ伏している。どうやらクローに蹴られて軽い脳のう震しん盪とうを起こしているらしい。

「──早く、ほら！　明かり明かり！」

「ひ、人使い、荒いわね、ニコルちゃん──」

　こめかみを押さえて頭を振り振り、ネフェティは数匹の発光スカラベを飛ばした。

「……え!?」

　申し訳程度に闇が押しのけられた広間の中を見回し、ニコルは思わず驚きの声をあげてしまった。





　　　　　






　ドロイトンをここへ拉ら致ちしてきて三日目、ヒューバートは奇妙なことに気づいた。

「……偶然にしては妙だな」

　この二一号遺跡は、ヒューバートの前任者ともいうべきボグート・オルフセン──と名乗っていた男が、万が一の場合に備えて用意しておいた、いわばセーフスペースだった。あらためて探索する価値が薄い上に崩落の可能性ありと資料をひそかに書き換えることで、この遺跡には誰も近づかない。市長をひそかに監禁しておくには絶好の隠れ家だった。

　そして十日後、完全な傀かい儡らいとなった市長を解放し、ヒューバート自身はそのまま行方ゆくえをくらませば、それで計画は完了する。

　──するはずだった。

　本来なら誰も近づかないはずのこの遺跡に、すでに一○組を超えるチームがやってきている。その大半は地下三階まで到達することなく、ヒューバートが配置した〝門番〟たちによって逃げ帰ったようだが、この時点ですでにヒューバートは強い違和感を覚えていた。

「この遺跡の危険性を知らないサーベイヤーたちが、偶然同じ日にここへやってきたというのは考えにくい……前任者が資料に細工をしていたのが露見したのだとしたら、こういう事態もありえなくはないが──」

　残り少なくなったワインをちびちびすすり、ヒューバートはドロイトンを見やった。

　この三日間、いわれた通りに薬を飲ませ続けてきたせいか、ドロイトンはつねに意識が混濁しているようで、すでに明確な言葉を発することはなくなっていた。口もとにパンを押しつけて食えといえばかじるし、飲めといえば薬といっしょにワインを飲みもするが、それだけだった。ヒューバートの言葉に従順にしたがうようになったところを見ると、やはり薬が効能を発揮しつつあるのだろう。

　しかし、その薬ももう尽きてしまった。三日したら追加の薬と食料を持っていってやるといっていたマルディーグも、まだ姿を現さない。好意的に見れば、サーベイヤーたちの目があるから遺跡に近づけないとも考えられるが、幸か不幸か、戦場で嫌というほど過酷な現実を見てきたヒューバートは、あいにくとそこまで他人を信用できないたちだった。

「見かぎられた……というより、切り捨てられたか？」

　空からの木箱から立ち上がり、ヒューバートはドロイトンに歩み寄った。

　本来ヒューバートの任務は、もっとひそやかに、時間はかかっても淡々と進めるべきものだった。前任者が功を焦って太古の魔導兵器を復活させ、ベルーガ政府はおろか、周辺諸国の耳目まで集めてしまった今、いかに〝組織〟の宿願のためとはいえ、これ以上の騒動は慎まなければならないと念を押されていたのである。

　だが、結果的にヒューバートは、視察中の事故に見せかけて市長を拉致するという強硬手段に出てしまった。それが〝組織〟の上層部の怒りに触れたのだとすれば、その意向を受けたマルディーグが、このままヒューバートを見捨てるという可能性は大いにありえる。それどころか、サーベイヤーたちが陸続とこの遺跡に集まってくるのも、ここに市長の誘拐犯がいるという情報を、何らかの方法でマルディーグがリークしたという可能性さえあった。

「……もし本当に〝組織〟が私を切り捨てるというのであれば、さっさと姿をくらますにかぎるが……」

　ここで市長を始末し、今すぐ遺跡を抜け出して森の奥にまぎれ込んでしまえば、まず追跡は不可能だろう。特殊部隊出身のヒューバートにならそういうこともできる。しかし、まだ自分が切り捨てられたという確証はない。確証がない段階でみずから〝組織〟を抜けるのはリスキーすぎる。

「…………」

　ヒューバートはふと眉をひそめ、壁に耳を押しつけた。

「……〝門番〟どもが妙な動きをしている……？」

　軍隊時代、星明かりすらない暗夜での訓練を何百時間もこなしてきたヒューバートにとって、自分の周囲の様子を耳で探るのはそう難しい芸当ではない。ヒューバートが遺跡の最深部に隠れひそもうと考えたのも、ここならどこから侵入者が来ようとすぐに察知できるという自信があればこそだった。

　その耳に伝わる音と振動で、ヒューバートは、あらたな侵入者が地下三階まで降りてきたことを知った。そこにいたるまでの道中にあった罠が作動した気配はない。ということは、これまでのサーベイヤーたちと違い、ヒューバートの仕掛けた罠をすべてクリアしてきたということだろう。

　その侵入者に対して、〝門番〟たちが排除行動に移っていた。

　ヒューバートが万一に備えてマルディーグに用意させていた〝門番〟は、ベルーガ軍が魔導文明の技術を解析して作り出した軍事用のゴーレムともいうべきもので、すでに一部の軍事施設に配備されている。通行証代わりになる指輪を持たない人間には容赦なく襲いかかり、撃退するまで攻撃の手を休めない〝門番〟は、警察軍の魔導士たちならまだしも、サーベイヤーたちでどうにかできる障害ではない。

　しかし、そのゴーレムたちがこれまでにない動きを見せているのが、ヒューバートには判った。数か所に分散して配置されていたゴーレムが、地下三階、東の広間に向かって移動しているのである。

「……何だ？　もともとあそこには一○体以上のゴーレムがあったはずだ。それで排除できない侵入者だというのか？　まさか警察軍まで──？」

　最悪の可能性に表情を曇くもらせたヒューバートは、その時、もっと深い──もっと自分に近い階層で何かが動いているのを感じた。

「まさか──東の侵入者は囮か!?」

　ヒューバートは広間から西のほうへと伸びる通路を見やった。何者かの、複数の足音がそちらのほうから近づいてくるのが判る。複数という時点でマルディーグではありえなかった。

　ドロイトンのそばにゴーレムの入った円柱を三つ並べたヒューバートは、広間の中央に立つと、腰の後ろにぶら下げていた大きなコマを手に取って宙に投げ上げた。

「…………」

　鋼鉄の外がい殻かくを持つこのレブスピナーは、内部にチャージされた魔導の力によって、ゆっくりと回転しながら浮遊する殺人兵器である。あつかいには非常に高度な技術が必要とされるが、遺跡内部のような閉鎖空間では恐るべき殺傷力を発揮する。ヒューバートはその一流の使い手だった。

　ヒューバートは指先ですばやく魔導印を描くと、その右腕をひと振りし、ガントレットに巻きつけていた金属製の太いワイヤーを伸ばした。

「よもや自分の手で侵入者を始末するはめになるとはな──」

　ヒューバートはワイヤーを鞭むちのように振り回し、宙に浮いていたスピナーをひと打ちした。

「いずれにしろ、潮時だ！」

　ヒューバートに鞭打たれたスピナーは、高速で回転しながら虚空を駆け、西側の通路へと飛んでいった。インパクトの瞬間、ヒューバートから魔導力をチャージされたスピナーは、それ自体が危険な凶器となって閉鎖空間を駆けめぐり、回転する鋭利な刃で敵を切り裂くのである。壁と壁の間を反射しながら飛び、手もとに戻ってくる頃には、その金属製の外殻は鮮血にまみれているはずだった。

「──？」

　遠くのほうで、かすかに金属同士が激しく激突する音がした。

「まさか……初見で受け止めたのか？」

　レブスピナーは〝組織〟が開発したものである。〝組織〟以外の人間がその存在を知っているはずはない。だが、聞こえてきた音は、明らかに何らかの金属によってスピナーをはじいた音だった。

　やがて、西の通路からスピナーが戻ってきた。ヒューバートはふたたびワイヤーを振るってスピナーを通路のほうに打ち返した。一度目は偶然だとしても、そんなものは二度は続かない。もし今度も何かしらの手段でかわしてのけるとしたら、相手をただのサーベイヤーと考えるのは危険だった。

　数秒後、さっきよりも近い場所で、さらに激しい金属音がした。そして、複数の人間の足音が近づいてくるのがはっきりと聞こえた。

「……例の〝掃除屋〟とかいう輩やからか！」

　以前マルディーグがいっていたことを思い出し、ヒューバートは奥歯をきしらせた。このキーンホルツには、支局にとって──より厳密にいうなら支局長マルタ・リンデンブロッホにとって──不都合となる障害をひそかに排除する、腕うで利ききのトラブルシューターがいるという。おそらく前任者のボグート・オルフセンを倒したのもそれに違いない。だとすれば一筋縄でいかないのも納得がいく。

　ヒューバートは左手を腰の後ろに回し、めったに使うことのない予備のレブスピナーを取りはずした。





　　　　　






　広間に駆け込んだクローは、すぐさまラムを放り出すと、腰の双剣を引き抜いた。

　一瞬遅れて、クローたちを追いかけてきた金属のコマが広間に飛び込んでくる。クローはすかさずそれを後ろから思い切り叩き落とした。

「……こっちに向かって高速で飛んでくるのをまともに打ち落とすのは難しいが、後頭部を殴なぐりつけるのはさほどでもない」

　がしゃんと床に落ちたコマを、さらにラムの斧で殴りつけてぐにゃりと変形させたクローは、大きく深呼吸して広間の中央を見やった。

「……聞いていた風ふう体ていと一致するな。あんた、市長の護衛役だろう？」

　クローの視線の先には、たった今壊したばかりのコマと同じものを持つ、大柄な男が立っていた。おそらくこれがヒューバート・ブレイクロンドだろう。

「──おまえが支局長子飼いの〝掃除屋〟か？」

　クローの問いには答えず、逆にヒューバートは質問を返してきた。

「私の前任者もひどい目に遭ったらしいが……何の義理があってこんな危険な仕事を請うけ負おう？　金のためか？」

「よく判らないんだが……アレか、あんたら悪人たちの間では、オレのことをどういう人間だと思ってるんだ？　エージェントだとか掃除屋だとか……憶測で勝手なことをいわれてもな」

　クローはちらりと右手の剣に視線をやった。

　突進力に逆らわない一撃でコマを撃ち落とすことはできたが、その激しい回転のせいで、切っ先の近くに大きな刃こぼれができている。そう何度も同じことを繰り返していては、すぐに剣が折れてしまうだろう。

　何よりクローには、ヒューバートの両腕のガントレットから垂れた、太い金属のワイヤーが気になっていた。あれが鞭だとしたら、クローたちにとってはかなり厄介な敵といわざるをえない。

「いずれにしても、悠長におまえたちの相手をしているわけにもいかん。侵入者はほかにもいるようだしな」

「くっ、クロさん！」

　床に放り出されて尻をさすっていたラムが、広間の奥のほうを指差して叫んだ。

「あ、あれ！　もしかして市長さんと違う!?」

「かもしれんが、とりあえずはどうでもいい。……自分でやとった護衛に誘拐されたんだから、完全な自己責任だろうしな」

　実際のところ、あの厄介なコマを使いこなす敵が目の前にいる以上、それ以外に意識を向けていられる状況ではない。むしろ大騒ぎして邪魔になるより、気を失って転がってくれているほうが助かる。

「あの男はオレがどうにかする」

　ラムやニコルたちにそう告げ、クローはこきりと首を回した。

「──おまえらはさっさと市長を連れてここを離れろ。そのほうがオレもやりやすい」

「あいにくだが、この小男は私にとっても生命線だ。そう簡単には返すわけにはいかん」

　ヒューバートの手から離れたコマが、ワイヤーにはじかれて飛んできた。

「そういう──アレか、その武器は!?」

　チームで一番頑丈な胸当を着込んでいるラムでも、あの一撃をまともに食らえば大おお怪け我がをする。軽量で薄い革かわ鎧よろいしか着けていないクローならいわずもがなだった。

「────」

　紙一重のところでコマをかわし、クローは一気にヒューバートとの距離を詰めにかかった。だが、その鼻先へと、今度はワイヤーの鞭が伸びてくる。

「っ……！」

　反射的にサイドステップに転じて難を逃れたが、あと一歩踏み込みが深ければ、顔面に直撃を食らって即死するか、即死はしないまでも、結局は戻ってきたコマに無防備な背中を切り裂かれていたに違いない。

「くっ、クローさぁん!?」

　ニコルの情けない叫び声に視線をずらすと、市長を助けに向かった三人の前に、水色のふるふると揺れる巨人が出現していた。

「……よそのチームの連中を撃退したゴーレムというのはアレのことか──」

　火力不足のネフェティとニコルでは、ふたりセットでもあのゴーレム一体すら相手取ることはできない。ラムひとりに残りのゴーレム二体を任せるのはさすがに無理がありすぎる。

　といって、今のクローには彼らを助けにいくことはできない。おそらくヒューバートなら、ほんの二、三分もあれば、ニコルたちを容赦なく虐ぎやく殺さつすることができるだろう。そうした展開になっていないのは、こうしてクローがヒューバートと正面から対峙しているからだった。ヒューバートもまた、クロー以外の侵入者に意識を向けた瞬間、クローから致命的な一撃を受けかねないことを警戒しているに違いない。

「だとしても──私が圧倒的に有利なことに変わりはないが」

　間近に戻ってきたコマを、ヒューバートがふたたび鞭で叩く。そのタイミングを狙って、クローは小さなナイフをコンパクトなモーションで投げつけたが、それはあっさりもう一本の鞭によって防がれてしまった。

「──ちっ」

「ここが障害物の多い樹海の中であれば、まだおまえにも勝機はあっただろうが──」

　いったん低い位置へと飛んだコマは、床にぶつかって角度を変え、さらに天井で反射してからクローの肩口へと急降下してきた。

　その上下の動きを正確に追いかけていたクローの視界に、まったくベクトルの違う動きで鈍色の鞭が飛んできた。

「────」

　コマをよけると同時にその鞭をはじき返そうとしたクローの右手から、逆にショートソードがはじき飛ばされた。





　　　　　






　円柱の中からあふれ出た粘液が、たちまちのうちに水色の巨人と化すのを見て、ラムは果敢に斧を振るって斬りかかった。

「やあっ！　──!?」

　人間でいう首筋のところにラム渾身の一撃を受けても、ゴーレムはぐにゃりと形をゆがめて半歩後ずさっただけで、ろくにダメージを受けているようには見えない。それどころか、オーバーなモーションからすさまじいパンチで反撃してきた。

「きゃっ！」

　慌てて身を沈めたラムの頭から、風圧だけで兜かぶとが吹っ飛ばされていた。

「ねっ、ネフちゃぁん！　これ、どうしたらいいの!?」

「あ、アタシに聞かれても──た、たぶん火で焼けば、それなりにダメージはあたえられると思うけど……」

「じゃあやって！」

「無理！　アタシ、ほら、そういうタイプの、ま、魔導士じゃないし！　さっきクローに蹴られて、ほっ、骨折れたし！　ぼきぼき～、って！」

「くっ……！」

　なぜかネフェティを背後にかばう恰かつ好こうでじりじりと下がりながら、ニコルはバックパックの中から油の小瓶を取り出した。見た目はずいぶん違うけど、火で焼けばいいというのなら、大ミミズ相手の戦い方が応用できるかもしれない。高くジャンプして相手の頭に飛びつき、自慢の爪でざしゅっと引き裂いてから油をかけ、離れると同時に着火する──イメージだけならカンペキに動けている。頭の中で何度もその手順を繰り返していると、何だかやれそうな気がしてきた。

「しっ、仕方ない！　ここはぼくに任せてください！」

「ニコルちゃん!?　無茶はよくなくない？」

「今こそ下積みの成果を見せる時！　でやああああ！」

「あひゃっ!?」

　ニコルは意を決して走り出すと、孤軍奮闘するラムの背中を踏み台にして天井すれすれまで飛び上がった。狙いは一番右側のゴーレムの頭部──。

　そんなニコルの目の前に、ゴーレムの大きな拳が迫った。

「──えひゃい!?」

　やばい！　と思った瞬間、ニコルは尻尾しつぽを巻き込むようにして身体を丸めた。どうにか直撃は免れたものの、バックパックを引っかけられて跳ね飛ばされてしまった。

「ちょっ……ぎゅふっ！」

「ぎゃふっ！」

　慌てて逃げようとしたネフェティもろとも壁際まで吹き飛ばされ、ニコルは息を詰まらせた。

「うぐぐぐぐ……」

　全身がきしむように痛い。おかげで意識を失うことはなかったけど、さすがにすぐには立ち上がれそうになかった。

「れ、練習でできないようなことが、本番でできるかもなんて、よっ、世の中甘くないのよ、ニコルちゃん……おまけに、アタシまで巻き込んでくれて……」

「すっ、すいません……」

「告発するっていうのはねえ、こういう時に使うのよ……」

　ニコルと壁の間でプレスされたネフェティが、途切れがちにぼやいた。もし彼女が本物のミイラだったら、きょうだけで二回は全身ばらばらになっていただろう。

「ふっ、ふたりとも大丈夫!?」

　六本の剛腕を相手に、長い金髪を振り乱して何とかしのいでいるラムの声も、ずいぶんと荒くなっていた。まともに受けようとすれば吹っ飛ばされるし、隙すきをついて斧を叩き込んでもろくに効かない。ラムの疲労はそろそろ限界に達してしまうだろう。

　──と、そんなことをぼんやり考えていたニコルの目の前で、ラムがよろめいた。

「あ──」

　極度の疲労が足に来てしまったらしい。スピード以外にゴーレムに勝てるところのないラムにとって、それはもはや敗北を意味していた。

「きゃあ──」

「ラムさん!?」

　無駄と知りつつ、斧をかかげて身を守ろうとするラムに、ゴーレムが両手を振り上げてのしかかる──まさにその直前！

「──屠と龍りゆう斬ざん空くうの型かたァ！」

　広間に景気のいい少女の声が響き渡り、同時にラムの身体がゴーレムたちの攻撃を空すかすように大きく後方へ飛んだ。

「ああっ!?」

　間一髪のところでラムを救ったのは、宙に浮かんだ黒光りするふたつのガントレットだった。

「シェラちゃん……？」

　呆ぼう然ぜんとするラムの前で、ゴーレムが一体、さっきまでとは違う震え方をしていた。その腹部からは、やはりふたつのガントレットの拳が覗いている。

　粘液まみれのガントレットは、みりみりみりっ……と異様な音を立ててゴーレムの背中からみぞおちへと貫通した。

「へへっ……どうにか間に合ったみてぇだな」

　ゆっくりと倒れていくゴーレムの頭を飛び越え、シェーラ・バーコフがニコルたちのもとにやってきた。

「シェーラさん！　無事だったんですね!?」

「ま、何とかな。……ってか、おめえはこんな時にネフ公と何してんだ？」

「あ」

　ネフェティに抱っこされるような恰好でへたり込んでいたニコルは、シェーラの指摘に慌あわてて立ち上がった。さっきの衝撃でかすかにめまいが残っているけど、ネフェティがクッションになってくれたおかげでこれといった怪我もない。

「……おい、ネフ公は何でぐったりしてるんだ？」

「クローさんに蹴られた直後、さらにぼくの下敷きになりまして……」

「はァ？」

「くっ、詳しい説明はあとでしますから！　それよりお姉さんたちは？」

　あたりを見回しても、ルキナとフラガの姿は見当たらない。シェーラは肩をぐるぐる回しながら、

「いやー、わたしらのルートはよ、そのヘンなゴーレムがやたらたくさんいたんだよ。で、いくら潰してもきりがねえってんで、ねーちゃんたちがわたしだけ先に行けっていってくれてな」

「そ、そうでしたか……」

　それはクローさんがそっちにゴーレムが集中するように仕向けたからです、とはいえずに、ニコルはぎこちなく笑った。これまでのなりゆきはどうであれ、ここにシェーラが合流してくれたのは心強い。しかもシェーラは、背後からの不意討ちとはいえ、ゴーレムを一匹、謎なぞの液体に変えてくれたのである。

「おい、ラム！　こいつらの弱点はみぞおちだ！」

　四つのガントレットを自分の周囲に浮遊させ、シェーラがいった。

「──そこの装甲板の裏っ側に金属のタマがあるから、それを壊せ！」

「そうなの？　でもこいつら、なかなかダメージがあたえられないっていうか──」

「確かに魔導がなきゃなぐってもなかなか効きやしねえしな。……けど、一対一なんだからどうにかしろよ！　おめえ、わたしらなんか三人で四、五○体は相手にしてたんだぞ？　ってか、ねーちゃんたちはまだやり合ってんだぞ!?」

「それをいわれると……まあ、これで最後と思えばね」

　呼吸をととのえ、ラムはあらためて斧を構えた。さっきより足元がしっかりしているのは、シェーラという頼もしい援軍を得たからだろう。やっぱり仲間っていうのはとても大事だ。

「……ネフェティさん、しっかりしてくださいよ」

　ニコルはラムたちの戦いに巻き込まれないよう、ネフェティを広間の隅のほうへずるずる引きずっていった。ほとんど意識がないせいか、彼女が召喚した発光スカラベはすでに消滅していて、この空間を照らす明かりはもともとヒューバートが持っていたカンテラひとつしかない。

「あ、明かり明かり──」

　ニコルはネフェティのバックパックを開き、小さなランプに火を入れた。広間全体を照らし出すにはとても足りないけど、こんな明かりでもないよりはマシだろう。

「シェーラさん！　使ってください！」

「おう！」

　ニコルが投げたランプをガントレットがキャッチする。これでとりあえず、ラムたちの視界は確保できた。それより問題はクローのほうだった。何しろクローは、高速で飛ぶ殺人ゴマを使うヒューバートと対峙しているのである。

「──うわ!?」

　ニコルは今度は自分のバックパックからランプを取り出そうとしたが、さっきゴーレムのパンチに引っかけられたせいか、ぐにゃりと変形して完全に使えなくなっていた。

「どっ、どうしよう──？」

　ニコルはクローのほうを振り返り、耳をひくつかせた。

　この薄暗い状況で、クローはヒューバートに対して一歩も引かずに戦っている──ように見える。でも、よく目を凝らせば、クローは全身あちこちから出血していたし、二本あるはずの剣も一本しか持っていない。致命傷こそ負っていないけど、完全にかわしきれてもいないということだろう。ただでさえ高速で移動するコマには手を焼くのに、ヒューバートの両腕にはリーチの長い鞭があるし、おまけにこの視界の悪さだから、あのクローが押されるのも無理はないのかもしれない。

「……！」

　ごくりとのどを鳴らし、ニコルは立ち上がった。自分のぶんとネフェティのぶん、ふたつのリュックをおなかを守るように逆向きに装着する。

「ラムさん！　ラムさんの兜、借ります！」

「えっ!?」












　ラムの返事を待つことなく、ニコルは転がっていた少女の兜を摑んで走り出した。

　この状況で、何かできるとしたらニコルしかいない。そして、自分に何ができるか考えたら、これくらいしかなかった。

「────」

　ラムの斧やシェーラのガントレット、それにクローの剣とヒューバートの鞭──それぞれの武器が発する金属音とは別に、独特の唸りが聞こえる。意識を集中して耳を澄ませば、あのコマがどちらから飛んでくるのか、何となくニコルには判った。

　その時、がきんと石の壁が削れる音がした。

「！」

　あのコマはすさまじい速さで飛ぶ半面、それ自体ではほとんど軌道を変えることはできないようだった。軌道が変化するのは壁に当たって角度を変えた時だけ──なら、壁に当たった位置が判れば、その後の軌道は、クローを狙うかヒューバートのもとに戻るかの二択しかない。

　そしてニコルはコマがクローを狙うほうに賭かけた。

「クローさん！　ここはぼくに任せてください！」

　さっきも叫んだ言葉をもう一度繰り返し、ニコルは飛んだ。

　薄闇の中、わずかな光を跳ね返してぎらつくコマが見えた──と思った時には、すでにそれはニコルの目の前に迫っていた。

「──っぐ！」

　コマとクローの間に割って入ったニコルの身体が、不自然ないきおいで吹き飛んだ。腹部にすさまじい衝撃が走り、意識が遠のきかけたけど、ニコルは歯を食いしばってそれに耐えようとして、うっかり自分の舌を嚙かんでしまった。

　結局、ニコルがどうにか自分の役割を果たすまで意識を失わずにすんだのは、いつもしまい忘れてだらしなく垂れている、肉の味しか判らないその舌のおかげだった。





　　　　　






「な──に!?」

　驚きの声を発したヒューバートの動きが、一瞬だけ遅れた。

　ヒューバートほどの男なら、一見してすぐに、ニコルがほとんど戦闘スキルのない素人しろうとだと判っただろう。それはヒューバートの甘さというより、極限まで理論化された戦闘哲学ゆえの落とし穴というべきかもしれない。

　真っ先に倒すべき敵はクローであり、それからシェーラ、次いでラムを始末し、そのあとがニコル、意識を失ったネフェティは最後でいい──もしクローがこの場で初めてニコルたちを見たのであれば、ヒューバートと同じ判断を下しただろう。一対多数で戦う際に、どういう順番で敵を確固撃破するかは、最初に明確にしておかなければならないことだからである。

　確かにニコルは素人同然だったが、しかし、ヒューバートの読みを狂わせるくらいには、完全な素人でもなかった。素人同然であるということをわきまえない身のほど知らずさが、予想外の行動となってヒューバートを驚かせたのである。

　もちろん、クローにとってもニコルの身を挺ていした行動は予想外だった。むしろネフェティを連れてもっと安全な場所に逃げるかと思っていたし、そのほうがいいとさえ思っていた。

　とはいえ、同じ予想外の展開に対して、ヒューバートよりクローのほうがすばやく現実に立ち返ることができたのは、ニコルなら無茶なことをやってもおかしくないかもしれないという予感が、クローの脳裏のどこかにあったからだろう。

「……どうやらおまえには、これ以上の切り札はないらしいな。なら、そろそろいいだろう」

「!?　──ぐっ？」

　はっと視線を戻したヒューバートの胸に、真っ赤な血の線が刻み込まれた。

「な、ん……ば、馬ば鹿かな──!?」

　ヒューバートの胸を切り裂いた剣が、大きな弧を描いてクローの手元へ戻っていく。それは、さっきヒューバートの鞭を受けた拍子にはじき飛ばされて転がっていたはずの剣だった。

「こんな暗がりであんな物騒なコマを平然と回すくらいだ、どうやらおまえは自分の耳に絶対の自信があるらしいな。……だが、聴覚に頼りすぎて視認することをおろそかにしたのがおまえの敗因だ」

　クローは戻ってきたばかりの左の剣をヒューバート目がけて投げつけた。

「ぐっ……！」

　傷をかばいながら、ヒューバートがそれを鞭ではじこうとする。が、まるでフェイントをかけるかのように、クローの手を離れた剣はすぐにその手もとに戻っていった。

「っ!?」

　もしヒューバートにフクロウのように闇を見通す目があれば、その柄から黒く細いワイヤーがクローの腰まで伸びていたことに気づいただろう。はじき飛ばされた剣をクローが拾いにいかずにそのまま放置していたのは、その存在をヒューバートが忘れた頃、逆転の切り札として使うつもりだったからである。

「……まあ、その機会が思いがけず早く訪れたのは、ニコルくんのおかげだがな」

　ヒューバートが狼ろう狽ばい気味に鞭を引き戻すのに合わせて、クローは一気に間合いを詰めにかかった。もう一方の鞭がクローを迎え撃とうと伸びてきたが、もはやヒューバートの動きに、先刻までのキレはない。

　たやすく鞭をはじいて逸らしたクローは、逆に距離を取ろうとするヒューバートに肉薄し、その胸に双剣の切っ先で魔導印を刻み込んだ。

「……終わりだ」

　ひょいとヒューバートの膝頭を蹴って後方に飛んだクローが着地するのと同時に、避けようもない近距離で魔導印が爆裂し、ヒューバートが吹き飛んだ。

「ぉ……ぁ──」

　かぼそい悲鳴とともに転がったヒューバートは、そのまま二度と立ち上がることはなかった。

「──やれやれ」

　深手を負ったヒューバートが完全に意識を失っているのを確認し、クローは仲間たちを振り返った。

「そっちは大丈夫か？」

「な、何とか──」

　シェーラとふたりでどうにか残りのゴーレムを倒したラムが、斧をささえにしてかろうじて立っていた。

「おい、それよりニコ坊は大丈夫なのかよ!?　そこにボロキレみてえに転がってんの、ニコ坊だろ!?」

「ああ、ニコルくんなら問題ない。たぶん床に落ちた時に頭でも打ったんだろう」

　クローは剣を鞘さやに納めると、うつぶせに倒れているニコルに歩み寄り、爪先でひっくり返した。

「なるほど……短絡的だが、それでも彼なりに考えてはいたようだな」

　ニコルが気を失ったままかかえ込んでいたのは、ヒューバートのコマが入ったラムの兜だった。どうにかしてコマを止めるために、ニコルはこの兜で受け止めることを思いついたのだろう。

　もっとも、頑丈なはずの兜はあちこちゆがみ、穴が開いているところもあった。ふたつのバックパックとこの前新調したばかりのガントレットがなければ、殺人ゴマの回転が止まるまでに、ニコルの腕や腹はズタズタになっていたかもしれない。

「助すけっ人とを頼んだ覚えはないが……ま、ガントレットの修理代はオレ持ちだな」

　クローは唇を吊つり上げ、ニコルの襟首を摑んで肩にかつぎ上げた。





















　市長を無事に救出して三日後、シェーラはルキナたちの見送りに駅へやってきた。キーンホルツ市内だけでなく、遠隔地との流通の拠点でもある第五区は、早朝から夕刻まで人波が途絶えることはなく、姉妹の別れもその喧けん騒そうの中に埋もれがちだった。

　シェーラといっしょに見送りにやってきたニコルが、小さな声でそっと尋たずねた。

「どうしてこのタイミングでご実家に戻るんです？　まさか調査鑑定士サーベイヤーをやめるなんてこと──」

「そりゃあないだろ。単なる個人的な事情だよ」

　シェーラがフラガから聞いたところによれば、〝神秘の瞳エイ・ミステイク〟がチームとして再始動する前に、いったん故郷に戻って家族に顔を見せてくるのだという。シェーラもいっしょに帰省しないかと誘われたが、それは断った。以前のルキナならここで食い下がってきただろうが、意外にすんなりとシェーラの主張を受け入れてくれたのは、やはりふたりでとっくりと話し合った成果なのかもしれない。

「──ルキナさんもフラガさんも、できるだけ早く戻ってきてくださいね」

「それまでキルガレンさんのお世話はわたしたちに任せてください！」

　駅馬車に荷物を積み込むフラガをよそに、ルキナは半泣きになっている双子の頭を撫なでている。たぶんあの少女たちは、自分よりよほどうまくルキナに甘えられるのだろうと考えると、かすかな嫉しつ妬とに心がちくりとした。

　少し離れたところからそれを見ているシェーラに、ネフェティが声をかけた。

「──シェーラ」

「んー？」

「アナタ、ちゃんとお別れいわなくていいワケ？」

「お別れっつったって、いったん家に帰って、すぐにまた戻ってくんだぜ？」

「シェラちゃんてば、思ったよりドライなのねえ」

「そりゃあおめえ、修行の道に親兄弟の情は禁物だからな」

　キルガレンの骨折も来月には完治する。ルキナたちもそれに合わせてまたキーンホルツへ戻ってくるだろう。別れがどうのと騒ぎ立てるほどのこともない。そもそも〝神秘の瞳〟がブルームヘルトに出向していた間は、半年以上も顔を合わせていなかったのである。

　だが、明らかにその時とはまた違った感慨があるのも事実だった。

　荷物を積み終え、馬車に乗り込むという段になって、初めてルキナはシェーラを見つめた。

「…………」

　何かいうかなと思ったが、ルキナは大きく息を吸い込んだだけで何もいわない。シェーラに声をかけたいのを我慢している──顔にはっきりとそれが出ていた。すぐ後ろにいるフラガが苦笑混じりに肩をすくめているのが妙におかしかった。

「そういえば、シェーラさんのご家族って何人いるんですか？」

「えーと……何人だったかな？　とにかくいっぱいいるよ。じーちゃんをてっぺんに、とーちゃんとその兄弟みんな、同じ敷地に住んでるからな」

「へー……大家族なんですねえ。ずっと父子家庭のぼくには想像もつかないや」

「もしかしてシェーラって、村長？　みたいなヒトの孫なわけ？」

「あー、いわれてみればそんな感じだな。じーちゃん、長老って呼ばれてるし」

「シェラちゃんだけ残るにしても、手紙でも書いて渡せばよかったんじゃないの？」

「必要ねえよ」

　シェーラは親指を突き立て、姉と兄にいった。

「──じーちゃんたちによろしくな！　わたしは元気でやってるって！」

「伝えたきゃ自分でいえよ。……里帰りまで横着しやがって」

　フラガはルキナの肩を叩たたいてさっさと馬車に乗り込んだ。

「じゃあね、シェーラ」

　最後にひと言、当たり障りのない言葉をかけて、ルキナも馬車に乗り込んだ。妹を溺でき愛あいする彼女にしては、おそらく我慢したほうなのだろう。馬車が街から出たあたりで号泣するに違いない。

　御者が手た綱づなを打ち鳴らし、駅馬車が走り始める。双子の少女は手を振りながらそのあとを追いかけていったが、チームの仲間の手前、シェーラはあいにくとそこまで無邪気にふるまえなかったし、何よりそれでは余計にルキナを泣かせることになるだろう。

「──さーて、そんじゃまあ、せっかく五区まで出てきたんだし、たまにはこっちの店で何か食って帰ろうぜ」

　馬車が見えなくなるまで手を振っていたシェーラは、大きく伸びをしてからみんなを振り返った。

「──まだ精算がすんでねえけど、けっこうな収入になるんだよな？」

「そりゃあね？　額面？　はそれなりだけどさぁ」

「それなりだけどねえ」

　ラムとネフェティが、何か物言いたげな口ぶりでニコルを見つめた。当のニコルは首をすくめて細かく震えている。

「何だ、ニコ坊？　何かやらかしたのか？」

「そっ、それは──いや、あれは不可抗力というか」

「わたしのお気に入りの兜かぶと、コルくんにボロボロにされちゃったし」

「アタシもさぁ、バックパックと中の装備一式？　ニコルちゃんにズタズタにされちゃったしぃ」

「でっ、ですからそれは、クローさんの窮きゆう地ちを救うためにですねえ！」

「それは判わかってるわよ？　クロさんを助けるためだったんだもんね。だからラム、別にコルくんに弁償しろなんていってないもん」

「アタシもそんな酷なことはいうつもりないわぁ。ただ、全部買い直すのにけっこうお金かかるわ～って、そう思って。──あ、いたたたた……ニコルちゃんをかばった時の打ち身が痛むわ～」

「どっ、どう思いますか、シェーラさん!?」

　それが激しいいきどおりをしめすサインなのか、ニコルは尻尾しつぽを左右にぶんぶん振りながら、顔を真まっ赤かにしてシェーラに詰め寄った。

「──お、おふたりはずっとこんな調子なんですよ!?　これはもはや、遠回しの取り立てじゃないですか!?　もっ、もはや強請ゆすりじゃないですか、ねえ!?　告発しても許されると思いませんか!?」

「あ～……コルくん、そんなこというんだぁ」

「そりゃあいいますよ、いわせてもらいますよ！　窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむって言葉知らないんですか、ラムさんは!?　まあ、ぼくはネズミでもネコでもイヌでもありませんけどね！」

「あー、何だ、おめえらモメてんの？　じゃあいいや、このままいっしょにメシ行っても愚ぐ痴ち大会になりかねねえし、ひとりでテキトーに食って帰るから」

「ちょっと待ってくださいよ！　クローさんがいない今、シェーラさんが仕切るべきじゃないですか!?　仮にもサブリーダーですよね!?」

　さっさとひとりで帰ろうとするシェーラに追いすがり、ニコルは激しく唾を飛ばしながら主張を続けた。当然のように、ラムやネフェティもついてくる。

「え～？　シェーラがサブリーダーだなんて初耳なんだけど～？」

「別にラムはそのへんのことにはこだわらないけど、すぐにシェラちゃんに泣きつくなんて、コルくん、男としてどうなの？」

「はァ!?　男女平等の世の中で何いってんです!?　だっ、だいたい、おふたりだってダメダメじゃないですか！　──聞いてくださいよ、シェーラさん！　この人たち、保険の積立金を滞納してたんですよ!?　ちゃんと積み立てておけば、冒険の最中に武器や装備が失われても保険金が出るのに！　じっ、自業自得ですよ、自業自得！」

「あー、もう仕方ねえなあ、おめえら」

　口もとがついついゆるんでくるのをこらえながら、シェーラはエキサイトする仲間たちをなだめにかかった。

「──それじゃあとりあえず支局へ行って、あのキツネ女にでも相談してみようじゃねえか。全額は無理でも、どうにか半分くらいは保険金が出るようにしてもらえるかもしれねえし」

「え？　ブラティカさんは探索人事課でしょ？　保険関係は厚生課だけど？」

「いやあ、あの女なら、厚生課のお偉いさんの弱みとか握ってそうだろ？」

「あ～、一理あるかも」

「さ、さすがシェーラさん、可か愛わいい顔してけっこう悪あく辣らつなこと考えますね！」

「あのな……どうせなら可愛いで止めとけよ。ホントにひと言多いんだよ、おめえ」

　ニコルの尻尾のつけ根に蹴りを叩き込み、シェーラはこらえきれずにとうとう笑ってしまった。

　姉たちが故郷へ戻ってしまったことで生まれた一いち抹まつの寂せき寥りよう感かんも、仲間といっしょにいるとあまり感じない。シェーラがこの街に来て得た中で一番大きなものは、もしかすると、そういう仲間の存在なのかもしれない。





　　　　　






　朝日が昇ると開き、日暮れとともに閉じる。何という名前かは知らないが、この花には光を感じる力があるらしい。

　月明かりの射す窓辺に置かれた鉢植えから視線を逸そらし、クローは新調したばかりの剣に砥と石いしを当てた。

「……市長さん、ここ数日の記憶がまったくないそうよ」

　明かりのついていない部屋には、青く静かな闇の帳とばりが降りている。鉢植えにコップの水をそっとそそいでやったマルタは、クローの前にはあたたかな湯気の立つジョッキを置き、向かいの椅い子すに腰を降ろした。

「おおかた妙な薬を飲まされたんだろう。命があっただけでも運がいい」

「そうね……でも、本人はすぐにでも温泉施設を核とした観光施設の建設に向けて本格的に動き出したいそうよ」

「そうなると、あの遺跡の探索は不可能になるな」

「お湯が涸かれるまではね。遺跡の外にお湯を引いて浴場を作るといっている以上、こちらでそれを差し止めることはできないし、バーバラさんも乗り気だから……」

「……それでおまえはいいのか？」

　クローは上うわ目め遣づかいにマルタの顔を見やった。

「ええ……誰だれも遺跡に立ち入れなくなるのであれば、それはそれでいいわ。この街の将来のためになるのは事実だし」

「今から半世紀や一世紀先のことを考えてどうなる？　人間の寿命はそんなに長くないんだぞ」

「それはそうだけど……人のいとなみは続いていくものよ」

「おまえは……やさしいというのか、人がいいというのか──オレのことも、さっさと放り出しておけばもっと楽に生きられただろうに」

　お湯で割った蜂はち蜜みつ酒しゆをすすり、クローは剣を鞘さやに納めた。決してマルタが自分を放り出さないと知りながら、クローは彼女の不条理さを指摘しないではいられなかった。

「……今回は、少し踏み込んだ関係の人間が増えすぎた。長くてもあと三年ほどしかここにはいられない」

「新しいおともだちができるのはいいことだわ」

「いずれ別れると判っていてもか？」

　クローの問いに、マルタは答えなかった。ただ、その表情が彼女の哀かなしみを表しているということを、クローはすでに知っている。

「仮に三年後、この街を離れるとして──次にオレが戻ってこられるとしても、一○年後か二○年後……その時おまえはいくつになっている？　人間の寿命を考えれば、それはもう、二度と会えなくなるのも同然だぞ？」

「そうね……今から二○年後なら、たぶんわたしは、もう生きてはいないでしょう」

「それが判っているなら……そろそろここを捨ててもいいんじゃないのか？」

　クローは椅子から立ち上がり、テーブルの上でかさねられていたマルタの手を摑つかんだ。

「あのキツネ女やトカゲ女になら、あとを任せられるんじゃないのか？　何だったら、今のチームの連中に事情を話して──」

「クロー」

　じっとうつむいていたマルタは、顔を上げてクローの言葉をさえぎった。

「……わたしだって、そういうことを一度も考えたことがないわけではないわ。女に生まれて、女としてのしあわせを夢見なかったはずなんてない」

「だったらそうすればいい」

「でもね……この年になったからこそ、すべきことが何なのかも判ってきたの。最初に開けてはいけない箱を開けてしまったわたしと父さんが負わなければならない業ごうを、ここで投げ捨てて楽になるのは許されない。これはね、ほかの誰でもない、わたしの義務なのよ」

「オレには……それが理解できない。なぜそんな厳しいほうの道を選ぶんだ？」

　クローは静かに嘆たん息そくし、マルタに背を向けた。

　青い月が射すおだやかな夜、これまでにも幾度となく、同じような話し合いを繰り返してきた。だが、クローとマルタの意見が一致したことなどない。何度も同じやり取りをかさねてきたクローには、だから、マルタが次にどんなセリフを吐くのかも判りきっていた。

「……もしあなたがやめたいというのであれば、あなたはもう自由に生きてくれてかまわないのよ？」

「何度もいわせるな……自由に生きるべきなのは、本当はおまえのほうだろう？　おまえがどうしても考えを曲げないのであれば、オレも最後までおまえにつき合う。おまえがいなければ、オレはここにいなかったんだからな」

「クロー、あなた……」

「極端な話」

　窓辺に寄りかかり、クローは嘆息した。

「──今この瞬間、この街の遺跡がすべて地の底に沈んでしまえば、オレもおまえも楽になれるんだがな」

　物心ついてこのかた、クローは誰かを激しく憎んだことも恨んだこともない。だが、もしそれを憎しみと呼んでいいのだとすれば、今この街に対していだいた感情こそが憎しみに違いないと、クローはそう思った。









あとがき






　唐突ですが、みなさんは「ミクロマン」というおもちゃをご存じでしょうか？

　まだトミーと合併していなかった頃のタカラが、それこそ四○年くらい前に商品展開していたＳＦテイストあふれるおもちゃで、「小さな巨人！　ミクロマン！」というフレーズでガキの心を鷲わし摑づかみにしました。

　一○センチくらいの人形（これがミクロマンな）を中心に、ミクロマンが搭とう乗じようするマッスィーンやら合体ロボやらデカい基地やらこまごましたオプション兵装やら、とにかく魅力的なアイテムが次々にリリースされ、ぼくなどは、「これはオレたち男のリカちゃんだ！」という意図のもと、同じミクロマン仲間とおもちゃを持ち寄って遊んだものですよ、ええ。

　すべての商品に五ミリ径のジョイントがついており、自由にパーツを組み替えて遊ぶことができたのが非常に面白かったわけですが、このミクロマンシリーズと、その後継シリーズともいうべき「ダイアクロン」の商品ラインナップの中から、変形するおもちゃをチョイスしてあらたにスタートしたのが、かの「トランスフォーマー」シリーズだというのはもはや常識です（真顔）。

　でまあ、そのミクロマンのサポートマシンの中に、サーベイヤーというのがありましてですね。このおもちゃがすごくカッコよく、なおかつ面白かったわけです。

　とりあえず、そういうオッサンの少年時代のお話終了。




　どうもみなさんこんにちは、夏が近づくにつれて恐怖に顔を青くしている嬉うれし野の秋あき彦ひこです（デブは暑さに弱いからね）。

　さて、前回の『ダンジョン・サーベイヤー』第一巻からさほど間を置かず、第二巻をお届けすることができたわけですが、いかがだったでしょうか？

　もともとこのシリーズは、『黒く鋼ろ』や『戦争妖精ウオーライク』のような主人公偏へん重ちようの描き方ではなく、主人公を含む集団というか、五人がガチャガチャにぎやかにやっているのを描きたいというのがまずあったので、うっかりするとまとまりのないものになってしまいがちなのですが（というか、みんながニコルくんをいじり始めると止まらない）、どうにか今回もまとまってくれました。前回もそうだったんですが、とにかくキャラの会話が脱線しがちで、それを放置しておくと、本筋とまったく関係のないところで尺だけがゴスゴス増えていくという……。

　ただ、ぼくとしては、これまでのような主人公＋ヒロインの構成ではなかなか描けなかった、そういうやり取りをやりたい部分もあるので、そこをセーブしすぎるのもよろしくないわけですよ。ちゃんとストーリーを進める部分とふざける部分と、バランスを考えて書かなければいけないのは、この作品ならではの苦労だと思います。

　逆に楽なのは、キーンホルツ以外の土地、ベルーガ以外の国についてほとんど考えなくていいという点ですかね。ぼくはファンタジー的な世界観の作品を書く時は、最初の段階でおおまかな世界地図を考えて、国同士の位置関係や舞台になる街同士の距離なんかを決めてから取り掛かるんですが、今回はそういう事前の作業はなかったし、キャラのネーミングにしても、これまでなら、「この国はスペイン風、この国はフランス風で」みたいに統一感が出るように考えてましたけど、今回はそういうのもない。そういうところはすごい楽。

　ただ、『ホルス』とか『黒鋼』の時につけてた地図がないというのも何だかさびしい気がするので、今回、街を中心とした樹海内の、遺跡の分布図的なものを作ってつけてもらいました。イメージ的にいうと、大昔あったゲームブックの、キャラクターシートの裏側に印刷されてるようなアレです。

　これはぼく自身のノスタルジーとも無関係ではないのですが、ダンジョンものをやる上で、ああいうゲームブック的な文化は排除できないんです。今の若い読者さんが、何をファンタジーへの入り口にしているのかは判わからないんですけど、ぼくらの世代にとってのゲームブック文化は、本格的に西洋風のファンタジー世界への興味を持つ大きなきっかけでした。

　まあ、その手のファンタジー世界には、背の低いエルフとかほっそりしたドワーフなんてのは出てこないわけですが、トカゲ人間だのオオカミ人間だの、そういう異種族を重要キャラに多数登場させているのは、やはりそういう部分を意識してるからです。

　もともとはニコルくんは単なる人間（ヒューマン）の少年で考えていたんですが、周りにわりと記号的にキョーレツなキャラが揃そろっているので、このままでは完全に埋まい没ぼつしてしまう恐れがあり、ああいうケモ～なキャラに変更しました。そこからさらに鼻が利きかない、肉に目がない、すぐに弱者の正義や権利を振りかざす告発芸という、くどい味つけがなされていったわけです。

　……そう考えると、主人公のはずのクロさんが一番薄いな。今回ぽっと出てきた新市長よりずっと薄い。




　それではこのへんで、お世話になったみなさまへのごあいさつ～。

　トップバッターはイラスト担当のｉｒｕａイルア先生。本業がお忙しい中、ありがとうございました。なかなかお時間が取れないとは思いますが、今度また編集部のお金で何かおいしいものでも食べにいきましょう！　編集部のお金で！

　お次はファミ通文庫の担当編集ミスターＮ。まったくもってレスターにはしてやられたぜＨＡＨＡＨＡ！　……今季も優勝できなかったスパーズは、来季以降、どうしたらいいんでしょうね……。

　そしてラストは、新旧取り混ぜてぼくの作品を応援してくださる読者のみなみなさまがた。いつもいつもありがとうございます。不摂生をかさねてこの年まで来ると、「ぼくは死ぬまでにあと何冊くらい本が書けるのか……？」などと不吉な思いが脳裏をよぎることがままあるのですが、とりあえず──二○○冊？　たぶん今のところ一四○冊くらい書いているような気がするので、そのへんを目標に今後も努力していこうかと思います（真顔）。




　さてさて、次回みなさまがたにお目見えするのがいつ、何の作品になるのかはまだちょっと未定なのですが（いろいろ仕込んでいるので）、とりあえず、次回作のあとがきでお会いしましょう。

　それじゃあまた！





嬉野秋彦
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東京在住のイラストレーター。

キャラクターデザインやモンスターデザイン、挿絵を手がける。今年もまたプリズムの煌きにやられました。

http://irua.weebly.com/
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